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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「やばい…っ、遅ち刻こくする、遅刻する、遅刻する……！」

　人が込み合う駅の改札を抜ぬけてすぐの横断歩道。気が急せいているせいか、まるで変わる気がないように思える赤信号を前に、友とも野の千ち紘ひろは盛大に慌あわてていた。

　勤め先である製薬会社の建物は、もう目と鼻の先だ。けれど、あと六分と差し迫せまった始業時間に間に合いそうかと問われれば、確率はフィフティ・フィフティだと言えた。

　二十四歳にもなって寝ね坊ぼうで遅刻なんて本当に情けなく思う。朝一から大事な会議が入っているこんな日を狙ねらったかのような自分の空気の読めなさ加減にも、ほとほと呆あきれを覚えた。

　そんな起きがけのまま飛び出してきたせいで、不自然な方向に跳はねてしまっている淡あわい茶色の前まえ髪がみを千紘は指先で撫なでつける。電車の中でそれなりに整えてきたつもりのネクタイをもう一度確かく認にんして、溜ため息いきを漏もらした。

「時間が止まってくれたらいいのに……」

　腕うで時ど計けいを数秒置きに確認しながら、血色の良い唇くちびるを二三度嚙かんで湿しめらせる。

　朝から堂々と夢を見るより、一刻でも早く会社に滑すべり込むことだけに意識を集中させるべきだとは分かっているが、現実は理想よりも甘くはない。

　そもそも今の状じよう況きようを乗りきるには、学生時代にスポーツテストで万年Ｃ判定を取り続けてきた自分の頼たよりない体力では、ほとんど絶望的といえた。

　それでも諦あきらめるわけにはいかない。カチリと信号が青に変わった瞬しゆん間かん、千紘は脇わきに抱かかえたスーツの上着を翻ひるがえして、勢いよく横断歩道へと飛び出した。とにかく前に進めと、百六十八センチの身長に見合ったリーチの手足を懸けん命めいに上下に動かす。

　だが、本当に現実は理想よりも甘くはなかった。

　急いでいるときほど、困難というものには見み舞まわれるものらしい。

「…っ、ぁ、わ…っ!?」

　横断歩道を渡わたりきったとき、ドンと何かに肩かたがぶつかって、千紘の身体からだは大きくよろめいた。

　何だと見返した先には、自分と同じように道の端はしに逸それた位置に立ち止まっている男の姿があった。どうやら周囲を気にしていなかったせいで、ぶつかってしまったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ？　すみません！」

　姿勢を正して、勢いよく頭を下げる。ものの数秒の間そうしたあと、ふと目に飛び込んできた八時五十六分を指す自分の腕時計に、はっと現在の状況を思い出した。

「あの…っ、ほんとすみませんでした！　それじゃあ、ごめんなさい。急いでるので…！」

　そう言って、千紘が駆かけ出そうとしたそのときだった。

「え───…？」

　ぐらりと後ろに傾かしいでいく身体に、視界が揺ゆれた。空が見える。瞬間、どうしてこんなものを見ているのだろうと疑ぎ問もん符ふが飛んだ。

　このままでは倒たおれてしまう。千紘は咄とつ嗟さに身構えたつもりだったが、それからいつまで待っても訪おとずれる気配のない衝しよう撃げきに、きょとんと目をしばたたかせた。

「……お前」

（え…？）

　突とつ然ぜん耳元で響ひびいた艶つやのある低い声に、僅わずかに振ふり返る。自分を背中から抱だき込んだ男の、眼前いっぱいに広がった眩まぶしい容よう貌ぼうに、一いつ瞬しゆん呼吸を忘れた。

　長めの前髪から覗のぞく、髪かみ色と同じ冷れい徹てつな光を宿した黒い瞳ひとみ。通った鼻筋に、静かに横に引かれた薄うすい唇。そして落ち着いていながら、決して華はなやかさを失わない精せい悍かんな顔立ちは、すっきりとした輪りん郭かくに縁ふち取どられ、まるで一級のモデルを見ているかのように、とても目を奪うばわれずにはいられなかった。

　この世には、美び貌ぼうゆえに何をしても大たい概がいのことは許されてしまうという部類の人間が存在するということを以前どこかで聞いたことがあるが、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな生き方でも許される人間というのは、こういう男のことを指すのかもしれない。

（そう、こんなふうに他人のことをいきなり嗅かいだりしても、当然咎とがめられたりなど───）

「って、…はッ!?」

　すん、と自分の首筋に鼻先を擦すり寄せる男に、千紘は我に返って、肩を揺らした。

「ああ──この匂においだ…」

「ちょ…っ、はっ!?　な…何を、してるん、ですかッ……」　>>>♥

　ぴったりと身を寄せて、思いっきり自分の匂いを吸い込んでいる男を、力の限りで引き剝はがす。自分よりも大おお柄がらな男を相手に無理をしたせいで、千紘はバランスを崩くずしてよろめいた。

　そのとき、道沿いに建つ塀へいの向こうにある千紘の会社が、始業を報しらせるベルを鳴り響かせた。

　千紘ははっとして腕時計を確認する。始業時刻の九時を回ったそれを見て、一瞬目の前が真っ白に染まった。

（サイアクだ……）

　千紘は小さく舌打ちをして、瞬しゆん時じに身を翻した。

　僅かに男が自分を呼び止める声が聞こえた気がしたが、千紘はもう構わなかった。

　今日は朝からツイていない日だ。

　柄がらにもなく寝坊はするし、変態に匂いは嗅がれるし───本当に最悪だ。

　頭の中で遅刻の謝罪文を読み上げながら、千紘はうんざりと溜息を漏らして、会社の正門を目指した。










　ピーンポン、と音が鳴って、一階を告げるエレベーターのアナウンスが流れる。

『企き画かく部』と書かれた数冊の分厚いファイルを両りよう腕うでに抱え直して、千紘はエレベーターホールを後にした。

　結局五分ほど遅おくれて出社した千紘だったが、いざ事情を説明しに上司の前に立つと、幸いにも普ふ段だんの行いを考こう慮りよされてか、軽い口頭注意だけですぐに解放してもらえた。

　とはいえ、こんなことでいいはずもなく、手にしたファイルの表面を撫でて、千紘は小さな溜息を漏らした。

　千紘は先日、会社の新商品になるサプリメント開発の担当責任者に選ばれたばかりだ。

　飲むと身体の内側から甘い香かおりをさせることができるサプリメントという趣しゆ旨しの企画で、入社して以来、はじめて千紘に与あたえられた専任の仕事であった。

　真面目まじめさを買われて推すい薦せんしてもらえたというのに、こんなときに遅刻なんてしている場合じゃないだろう、と本当に情けなく思うばかりだ。

「いや、でも落ち込んでる場合でもないよな」

　そんな余よ裕ゆうはないし、何より気持ちはいつでも前向きであるべきだ。

　なんとなくそのほうが何事も上手うまくいくような気がする。

「…よしっ」

　千紘は胸の前で拳こぶしを握にぎり締しめると、小さく気合いを入れ直した。

　本社から繫つながる連れん絡らく通路を抜けた先にある別館に辿たどり着く。入口にある『研究開発部・研究所』と彫ほられたサインストーンを見み遣やった。今日はここで開発チームとの打ち合わせの予定が入っている。

　エントランスをくぐってはじめて足を踏ふみ入れた研究所の中は、少しだけ研究施し設せつ独特の薬品の匂いがした。それが学校の理科室とか、妙みように懐なつかしいものを思い出させる。

　千紘は受付で入館名めい簿ぼを書き終えると、三階の第二研究室がサプリメント開発チームの研究室に当たるという案内を受ける。

　研究室の扉とびらの前に立ったとき、一つ深呼吸をした。緊きん張ちようしながら扉のノブを回す。

　はじめて踏み入った整然とした研究所の風景に、思わず感かん嘆たんの息を漏らした。

「こちらに何か御ご用ようですか？」

　千紘がその光景に見入ってぼんやりとしていると、突然前方からやってきた男に声をかけられた。

　一いつ拍ぱくほど硬こう直ちよくした千紘を見てにっこりと優やさしく微笑ほほえんだ男は、研究室内では珍めずらしく明るい髪色をしている。弧こを描えがいた目は切れ長ながら優しさを滲にじませていて、きっちりとスーツを着こなす長身ですらりとした体型は、朝に出会った男とはまた違ちがった優美さがあった。造作が人形のように端たん整せいなのに、不思議と冷たさを感じさせないのは、きっとこの男から滲み出ている親しみやすさのおかげなのだろう。

（綺き麗れいな人だな……）

　女性でも霞かすんでしまいそうな美貌に、千紘は思わず溜ため息いきをついた。

　だがふと我に返ると、慌あわてて腰こしを折って男に挨あい拶さつをする。

「すみません。企画部から来ました、友野と言います。新企画の、香りのするサプリメントの件で打ち合わせに参りました。えっと…チームリーダーの日ひ比び谷やさんはいらっしゃいますか？」

　目の前の男は、「ああ」と思い当たったように頷うなずいた。

「伺うかがっていますよ。実は自分もその開発チームの一人なので。柏かしわ木ぎ郁いく也やと申します」

「あっ、よろしくお願いします！」

　とっさに千紘が再度頭を下げると、柏木と名乗る男は、柔やわらかく目め尻じりを引いて頷いた。

「そちらの扉の向こうが会議室になっていますので、先に中でお待ちになっていてください。昨日、打ち合わせがあることは連れん絡らくしておいたので、多分問題ないとは思うんですけど、うちは勤務時間が完全フレックスなので、全員揃そろってるかちょっと怪あやしいんですよ。…ああ、でも日比谷はいますから大丈夫ですよ。残りの面子メンツも探して連れてきますね」

「はい、分かりました。よろしくお願いします」

　踵きびすを返して去っていく柏木の背中を見送って、示された扉に足を向ける。

　踏み込んだ部屋の真ん中には、巨きよ大だいな会議机があった。千紘はそのホワイトボード近くの、一番前の席に腰を下ろした。

　自分以外誰だれもいない無音の部屋にほっと息をつく。

　そのときだった。

「────まさか、こんな近くにいたなんてな」

「！」

　いつの間に入ってきていたのか、扉の音は全く聞こえなかった。

　急に背後で声がして、慌てて振り返ると、相手を確かく認にんする。

　先ほどの柏木とは正反対で、Ｔシャツにジーンズという格好の上から白衣を羽織った、ラフな出いで立ちだ。そして、千紘はその男の顔を見た瞬しゆん間かん、何を考えるでもなく、勢いよく椅い子すを倒して立ち上がっていた。

「アンタ、朝の……!!」

　憮ぶ然ぜんとした顔でこちらに視線を向けてくる男に対し、これ以上ないほど目を剝むいて、人差し指を突つきつける。

　なんでこんなところに！　そんな言葉を発しようとしたとき、男のほうが先に千紘に向かって足を踏み出してきた。

「え…」

　人差し指を伸のばした手を、それよりも大きな男の手が包み込む。腰に回された腕うでに引き寄せられ、千紘は薬やく剤ざいの香りが滲しみた広い胸に、顔を押しつけられていた。なんだと問う間もなく、男の美び貌ぼうが一いつ瞬しゆん目の端はしを掠かすめたかと思えば、朝同様に───もしかしたら、それよりも無ぶ遠えん慮りよに───男の鼻先が、自分の首元へと埋うずめられていたのだった。

「な…っ」

「────ああ…やっぱり良い匂いだ…」

　途と端たんに、全身がぞわりと総毛立つ。

　恍こう惚こつとして呟つぶやいた男に硬直して、千紘は男の腕の中で、わなわなと肩かたを震ふるわせた。

　気づいたときにはもう遅おそかった。

「…っにを、してんだよッ、アンタは……!!」

　いつの間にか勢いづいて飛び出していた掌てのひらが、相手の頰ほおを打ち払はらう。

　かなり爽そう快かいな音を奏かなでた男の顔にようやく我に返った。「痛て…」と小さく呻うめいて赤くなった頰を押さえる男を、千紘は熱が冷めきらない頭のまま、まじまじと見つめていた。










（……拗すねてる）

　企画の説明をしながら、さりげなく向かいの席へと視線を向けると、千紘に叩たたかれた頰に手を当てている匂におい魔ま───もとい、サプリメント開発研究チームのリーダーである日比谷が、あからさまに不ふ機き嫌げんな顔をして、手にした資料を睨にらみつけている。

　まさか自分が平手打ちをかましてしまった相手が、今回企画に協力してくれる研究チームのトップだとは思わなくて、初顔合わせの日だというのに、こちらに流れてくる空気はすでに険悪そのものだった。

（いや…確かに、加減もなく殴ったのは俺も悪かったかもしれないけど、元はといえば、向こうが初対面でいきなり、なんの了りよう解かいも得ずにあんなことしてくるのが悪いっていうか……）

　もっとも、了解を取ってこられたところで許すわけもないのだが。

（というか、聞いてたイメージと違いすぎるだろ……）

　日比谷譲ゆずる。見た目の秀しゆう麗れいさもさることながら、学識のほうでも非常に明めい晰せきな頭脳を持ち、それは二十六歳という若さで研究開発部の一チームのリーダーを任されるほどだということ。人ひと柄がらにおいても、実家の都合による子供時代の海外経験が長かった賜たま物ものなのか、グローバルな視点で柔じゆう軟なんに物事を考えられる思考をしているリベラルな人間だと聞いていた。

　そしてその研究者としての経歴は、最も早はや千紘の口ではうまく説明できないほどに優すぐれたものだった。

　こんな一企き業ぎようの研究室に収まっているのも、近しい間あいだ柄がらの社長に頼たのみ込まれたからであり、日比谷は本来海外の一流ラボにいてもおかしくない人物なのだという。実際、日比谷が開発に携たずさわった商品は、商品そのものの評価は勿もち論ろん、売り上げも上々で、千紘の会社がサプリメントで国内シェアの大部分を占しめるに至ったのは、裏方での日比谷の尽じん力りよくがあったおかげと聞いている。

　だから今回、そんな人物と仕事ができることを密ひそかに嬉うれしく思っていたのに。

（それが、こんなド変態だったなんて……）

　いつの世の天才も多少の奇き癖へきがあったとは聞くが、日比谷のあれはただのセクハラ行こう為いだ。

　胸中でぶつぶつと文句を呟きながら、一通り説明を終えたファイルから顔を上げて、開発チームの面々をぐるりと見回す。

「…では、当面の予定はこのような流れでお願いします。それでは、ここまでで何か質問がある方はいますか？」

　時間を置いてぱらぱらと挙がり出す研究員たちの疑問に一つずつ答えていき、もう誰も挙手する人間がいないことを確認すると、千紘はファイルを閉じた。

「他ほかには何かありませんか？　なければ本日はこれで終しゆう了りようになりますが。えっと…、日比谷さんからも何かあれば……」

「いや。特にない」

「そう…ですか」

　せっかく振ふったというのに短く返されてしまった言葉に、ぎこちない笑えみを浮うかべて頷く。

「では本日はお疲つかれさまでした。これからサプリメント開発までの期間、力を合わせて頑がん張ばっていきましょう。よろしくお願いします」

　千紘の挨拶が終わり、緩ゆるい拍はく手しゆで締しめられる。ぞろぞろ椅子を引いて退出していく研究員を尻しり目めに、のろのろと机上に散らばった資料を搔かき集めた。

　日比谷と二人きりになってしまった会議室に、気まずい沈ちん黙もくが流れている。

　千紘はそっと、まだ席について資料に何やら書き込んでいる日比谷のほうを盗ぬすみ見る。

（これから一いつ緒しよに仕事をするっていうのに、こんなのってまずいよな……）

　他人と仕事する上で一番重要なのは信しん頼らい関係だと思い続けてきたのに、なんなのだこの状態は。こんなぎこちない空気であって良いはずがない。

「あ…あの！　日比谷さん！」

　千紘は意を決して、日比谷に呼びかける。机上のファイルを腕に抱かかえると、机を回って日比谷の前までやってきた。

「あ…の───」

　無言でこちらを見返してくる瞳ひとみに怯ひるみそうになりながら、千紘はなんとか言葉を紡つむぎ出す。

「さっきは叩たたいたりして、すみませんでした。それで…その、これからは一緒にお仕事していく仲間として、改めてよろしくお願いします！」

　千紘は勢いよく頭を下げて、一気に言葉を紡ぎ出す。

　顔を上げると、僅わずかに目を瞠みはった日比谷が小さく「ああ…」と頷うなずいて、目を伏ふせた。

　普ふ通つうに返答してもらえたことにほっとして、千紘はやっと肩から力を抜ぬく。

「……何を、書き込んでいたんですか？」

　元来の人ひと懐なつっこさを取り戻もどして、千紘は日比谷の手元を覗のぞき込む。

　筆記体で綴つづられた幾いくつものメモを見た瞬間、思わず息を詰つまらせた。

「いくつか試ためしてみたい方法があるから、手順を記しておいただけだ。大したものじゃない」

「そ、そうですか……」

　千紘は日比谷の肩かた越ごしに、何が書かれているのかさっぱり分からないそれらを見つめながら、ふと顔を上げた。そのとき、ばっちりと視線がかち合う。

「あ…」

　一瞬、その深い色に吞のみ込まれてしまいそうな気がした。急に気き恥はずかしくなり、千紘は慌あわてて上体を起こして日比谷から身体からだを離はなそうと、一歩後あと退ずさった。

　そのとき、引きかけた腕を日比谷に捉とらえられる。

「───友野…だったな」

「えっと、はい…。あの日比谷さん…腕───」

　しっかりと摑つかまえられている自分の右みぎ腕うでと日比谷を見比べて、千紘は困ったように笑ってみせた。突とつ然ぜんどうしたというのだという気持ちで、日比谷を窺うかがう。

「友野」

「はい」

　真正面にある端たん整せいな日比谷の顔を見て、思わず千紘は、どきりと胸を高鳴らせた。

　そんなときだった。日比谷が、悩なやましげに溜ため息いきをついて俯うつむいたかと思えば、とんでもない告白を繰くり出してきたのは。

「実は俺は、お前の匂いを近くで感じるだけで正気じゃいられなくなりそうなくらいお前のことが好きなんだ」

「……はい？」

「だから、俺とつき合ってくれないか」

「───────…」

　一瞬どころか、ものの一分は意識が彼方かなたへとトリップしていたと思う。

　内容からして理解不能なものであったし、何より『だから』という接続詞がどこからやって来て、どこに向かっていっているのかもさっぱり分からなかった。

「つき合う──って…お、俺、男…なんですけど……」

　まさか性別的な意味で何か大きな勘かん違ちがいをされているのではないだろうかと、念のためにお伺うかがいを立ててみる。

「そんなことは見れば分かるが、それが何か？」

　何か──だと。大問題だ。

　だが日比谷は、そんな啞あ然ぜんと立ちすくむ千紘をいっそう追い込むように、さらなる上から目線のドヤ顔で畳たたみかけてくる。

「俺は死角なしの人間愛者だ。性別なんて、そんな些さ細さいなことには捉われたりしない」

「………」

　絶句する。それでも、今の千紘が自信を持って答えられることは、「この男はやっぱり変態だ」ということだけであった。

　再さい認にん識しきした瞬しゆん間かん、ぞわぞわとしたものが背筋を駆かけ抜けていく。

「ひっ…」

　千紘は涙なみだ声ごえで拒きよ絶ぜつを訴うつたえるように、摑まれていた手首を勢いよく上下に振り回す。

「じょ、冗じよう談だんはやめてくださいッッ……!!」

　だが、予想外に勢いづいていたそれは、真上に到とう達たつした瞬間、すぽんッと日比谷の手をすり抜けていった。それから、自然の流れに従ってそのまま振り下りる平手は、気づけば勢いよく日比谷の頭を叩き落としていたのだった。

「あ…。すみません……」










　新製品の製作過程を確認するべく研究所を訪おとずれながら、千紘は自分の知らない専門用語が飛び交かう現状に早くも心が折れそうになっていた。

　今はまだ初期の段階とはいえ、近いうちに開発の中間報告もまとめなくてはいけなくなる。

　こんなことではいけないとは分かりながらも、どこから手をつけて、どのようにデータを処理すればいいのかまるで分からない情けない己おのれの状態に息をつく。

　完全に勉強不足だ。

「それで、そのあとはどうするんですか？」

　気になったところをその都度質問しながら、手元のクリップボードに挟はさんだメモに書き込んでいく。この質問に辿たどり着く以前の話が、最も早はや千紘の頭では理解しきれない範はん疇ちゆうのことだったが、これに対する研究員の答えは今までで一番分かりやすかった。

「中身の成分が決まれば、あとは錠じよう剤ざいになるように固めるだけですよ。加熱処理をします。それに際して、うちでは高温での処理は行ってません。せっかく含ふくまれている酵こう素そを壊こわさないように低温で時間をかけて行うようにしているんです」

「そうですか」

　聞いたことにペンを走らせながら頷く。これで詳くわしい製作手順は一通り教わった。

　とはいえ、報告書をまとめるには圧あつ倒とう的にデータが足りない。研究員に礼を言ってその場を離れながら、千紘は難しく唸うなり声を上げた。

（……というか最早なんのデータを見ればいいのかって、そのレベルからなんだけど）

　なるべく研究の邪じや魔まにならないようにと、窓まど際ぎわまで下がってメモを睨にらみつける。

「───今日の朝食は食パンとヨーグルトと目玉焼き……しかも、お前はソース派なのか。ちなみに俺は塩コショウ派だ」

「!!」

　突然すぐ間近から聞こえてきた声に、ぐるりと勢いよく振り返る。

　僅かに身を屈かがめた体勢でこちらを上目に仰あおいでくる無む駄だ美形の変質者を、驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見下ろした。

「───ッ…ッ」

　二の句が継つげないとはこのことだ。もっとも、言いたいことはちゃんとある。ただ、次から次へと怒いかりの言葉が湧わき上がってくるせいで、喉のどのところで大渋じゆう滞たいが起こってしまっているのだ。

「聞いてないし！　じゃなくてッ──何してるんですか！　日比谷さんっ」

「ああ、お前がいるのが見えたから挨あい拶さつでもしようかと思って」

　真顔で言い放つ男を、キッと睨みつける。

「もっと普通に挨拶ができませんかね!?」

　おそらくこの日比谷の変人奇き人じんぶりは日常茶さ飯はん事じなのだろう。日比谷とそんなやり取りをする間も、研究室の様子は微み塵じんも変わらず、周囲は至って冷静なものだ。

「もう、毎回毎回なんなんですか…、そのセクハラまがいの挨拶は！　大体、なんで俺の朝食まで分かるんですっ？　おかしいでしょう。俺、はじめてあなたに言い当てられたときから、毎朝二回に分けて歯は磨みがきしてきてるのにっ……」

「いや、別に口がどうとかじゃなくて服とか髪かみとか───」

「近寄んないでもらえませんかっ!?」

　すん、と髪に鼻を寄せてくる日比谷に、声を裏返して叫さけびながら大きく後ろに飛び退のいた。

　そんな警けい戒かい心しん剝むき出しの千紘をしばし無言で見下ろしていた日比谷は、不意に口角を吊つり上げると、さらに一歩前に進み出てきた。

「な、なんですか…っ？」

「そうやって逃にげられると追いたくなるのは、人間の悪い性さがだよな。生あい憎にくと俺は生態学を専せん攻こうしていなかったからその理由が分からないんだが、今すぐに詰め寄っていってお前を嗅かぎ倒たおしてやりたいリビドーに我を忘れそうなんだが、お前はこれをどう思う？」

（どう思う…って！）

　本当に千紘の背後の窓に両手をついて詰め寄ってくる日比谷に、「ひっ…」と短い悲鳴を上げて、日比谷から後ろ向きになって身を縮こまらせる。

「お、俺も生態学にはまるで無む縁えんでしたが！　理由は単に日比谷さんが変態だからということに他ほかならないのではないでしょうかっ…！」

（そして、誰だれか俺を助けてくれ！）

　叫びながら、それでもまるで反応がない研究室一帯に、ここでの『セクハラ』の定義は一体どうなっているのだと、一度しっかりと話し合う必要があると感じた。

「ふん。───と、まぁ冗談はこれぐらいにしてだ」

「…へ？」

　ぱっと身を引いた日比谷が、いつもの真顔に戻もどる。もの凄すごく分かりづらい冗談だったうえに、全く冗談になっていなかったと、千紘は目の端はしを潤うるませて日比谷を睨みつけた。

（この人、ホント苦手だ……！）

　何を考えているのか全く摑つかめない。

「それで？　どうしたんだ？」

「はい…？」

　主語のない問いかけに、未いまだ弄もてあそばれたダメージから立ち直れない千紘は、胡う乱ろんに日比谷を振ふり返る。

「遠目から、ひどく険しい顔をしているように見えたが。何か困っていたんじゃないのか？」

「え…ああ───」

　一応、そういうところもちゃんと見てくれているわけだ。

　千紘は気持ちを入れ換かえるように短く咳せき払ばらいをして、日比谷のほうを向き直った。

「中間報告書を書くことになると思うんです。開発の過程を調べたり、現段階でどこまで効果が表れているかなど知りたいのですが、どのデータを使えば良いのかいまいちよく分からなくて……」

　手の中のクリップボードを日比谷に差し出して、途と方ほうに暮れたように肩かたをすくませる。

「……なるほどな。じゃあある程度データが揃そろったら、まとめた資料を渡わたしてやる」

　一読して返されたクリップボードを受け取る。まさかの申し出が返ってきて、千紘は瞠どう目もくして、慌あわてて頭を下げた。

「あ…ありがとうございます……」

　なんだ、普ふ通つうに良い人ではないか───と頭が単純に印象を書き換える。

「ところで、俺もお前に聞きたいことがあるんだが」

「なんでしょうか？」

　数度まばたく。その直後だった。

「お前、以前に俺と会ったことがないか？」

「───ッ」

　急に前面から日比谷の両りよう腕うでに抱だき込まれたかと思えば、またも思いきり匂においを嗅かがれている気配に、ぞわりとなる。

　何が『良い人』だ。前言撤てつ回かいする。やはりただの変態だ。それ以外はなかった。

「知りま…せんッ…よ！」

　一回り以上も大きい日比谷の身体からだを押し返して、腕うでの中から脱だつ出しゆつする。

　もう構っていられない、と再び研究員たちに話を聞くべく身を翻ひるがえした。

（全くもうっ……）

「大変そうだね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　苦く笑しよう気味に声をかけられ、振り返る。そこには、日比谷とは対照的に柔やわらかさだけを凝ぎよう縮しゆくさせたような優やさ男おとこが佇たたずんでいた。

「柏木さん」

「ごめんね？　日比谷って変わってるでしょ。昔からああなんだよね」

「昔から…？」

　うん、と頷うなずいた柏木が、千紘の隣となりに並んで、様々な実験器具が入り乱れる机の上から、培ばい養ようなどに用いるガラスシャーレを数枚取り上げた。

「僕は日比谷と同じ大学の出身だから。つき合いは長いほうだよ」

「そうなんですか」

　初耳で、純じゆん粋すいに驚おどろいてみせると、柏木が薄うすく微び笑しようした。

「というか、日比谷さんのああいう行こう為い、なんで誰も突つっ込んでくれないんですかね……」

　僅わずかに唇くちびるを尖とがらせて非難の言葉を漏もらすと、柏木が軽快に笑った。

「なんだろう。日比谷が変わってるのはいつものことというか…一つひとつ反応してたら物事が先に進まないっていうか…、だからうちのチームはリーダーが何していようが放っておいて自分の作業を進めようってことになってるんだよね」

「いや、俺そういうの全然聞いてないんですけど……」

　にこにこと柔にゆう和わな笑えみを浮うかべている柏木には悪いが、全く笑い事じゃないというのが千紘の主張だ。

「そもそも、いいんですか？　あんなことしてサボってる人をリーダーになんかしておいて！」

「んーそれはねぇ…。日比谷はあれで本来やるべきことはとっくに終わってるんだよ。だからいつも先の仕事しかしてないんだ」

「……え？」

「僕たちチームメイトは、ただ日比谷の手を止めないために遅おくれないようにするだけなんだよ」

　遠くを見ているようにしみじみと言った柏木の言葉に呆ぼう然ぜんとなる。

「そ、そっか。そういう人なんでしたっけ……」

　本当に普ふ段だんを見ていると忘れそうになるが、そうだ。元のスペックは高い人なのだ。

「友野くん、ちょっと前ごめんね」

　呆然と立ち尽つくしていると、柏木が千紘よりも奥まったところにあるガラス棒を取ろうと手を伸のばしてくる。

「あ、あ…すみません…っ」

　ここにいると邪じや魔まになるな、と千紘は慌てて数歩下がった。

　体勢を戻した柏木の白衣がふわりと揺ゆれる。

　そのとき立ち上った香かおりが、千紘の鼻び孔こうをくすぐった。

（甘い匂い……）

　甘くて、優やさしくて、柏木にぴったりの香りだ。

「友野くん？」

　惚ほけ々ほけとした顔を浮かべる千紘に、柏木が小首を傾かしげる。

「あ…えっと、柏木さんって良い匂いがしますね。なんか甘いです。…香こう水すいですか？」

　思ったことを口にすると、柏木が一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をして、ふっと優しく微笑んだ。

「───うん。お気に入り。僕にとって大切な香りなんだ」

　何か思い入れでもあるのだろう。柏木が嬉うれしそうに言った。

（日比谷さんもこういう明確な匂いで好きだ嫌きらいだ言えばいいのに。…俺って、一体なんの匂いがしてるんだよ……）

　思わず自分でＹシャツをまくった腕の匂いを嗅いでみる。当然何も匂わないし、さっぱり分からない。

（ほんと変な人だよな。必要以上に関かかわらないようにしよう）

「友野！　ちょっと来てみろ」

　そのとき、考えていたことがばれたかのように遠くから日比谷に呼ばれる。

　顕けん微び鏡きようを覗のぞき込む他ほかの研究員がいるテーブルから手招きする日比谷に、あからさまに顔を歪ゆがませる。とはいえ、自分の現状を思えば、何かを教えようとしてくれるうちに学んでおいたほうが良いに決まっている。

「匂いを気に入られてるって大変だね。ずっと傍そばに置きたくて仕方ないんだよ」

　大変だと繰くり返して、喉のどの奥で可笑おかしそうに笑う柏木に、千紘は唇をヘの字に曲げてみせる。

「……でも俺、日比谷さんも大たい概がい匂におう人だと思うんですよね」

「へぇ？　どんな？」

「胡う散さん臭くさくて、面めん倒どう臭くさいです」

　言うと、柏木が声を立てて笑った。

「違ちがいない」

　千紘はもう一度深い溜ため息いきをつくと、再び急せかすように呼びかけてくる日比谷のほうへと踵きびすを返した。
















　燦さん々さんと降り注ぐ太陽が暖かな、雲一つない初夏らしく清すが々すがしい青空を見上げて、千紘は大きく伸びをした。

　週末の休日初日の穏おだやかな午後だ。

　遊びに誘さそった友人たちには「疲つかれてる」とことごとく断られてしまい、特に予定もなく、けれどこんな気持ちの良い日に部屋に閉じこもっているのもなんだかもったいなくて、とりあえず近所の繁はん華か街がいまで足を伸ばしてきていた。

　だが、どこか楽しい場所はないだろうかと考えながらぼんやり歩いているうちに、急に行き先を思いつく。

「───そうだ。『香こう月づき』があるじゃん」

　千紘は顔を上げて、久しぶりになる店の名前を口にしていた。

『香月』とは、開業してまだ間もない香こう材専門店のことだ。

　とはいえ品しな揃ぞろえに関して言えば、簡単に右に出る店はないのではないかと思えるほど、東洋から西洋まで世界中のあらゆる珍めずらしい香材を数多あまた取り扱あつかっている一級の店である。しかも店主がお香などの調合をしているため、オリジナルの練香などの薫たき物ものも数多く置いてあり、最近密ひそかに香こう道どうにはまっている千紘には、本当にこの場所は癒いやしの空間といえた。

「はぁ…超ちよう至福だ……」

　色々な香りが混じり合う店内を見て回りながら、日本の香道スペースで足を止めた千紘は、和物独特の落ち着きのある香りに惚ほれ惚ぼれとしていた。

　そのとき、何とはなしにレジのほうへと視線を向けた千紘は、信じられないものを目まの当たりにして凍こおりつく。

　あんな整った顔が幾いくつもあっては敵かなわないので、おそらく本人で間ま違ちがいない。

　見み遣やったそこには、日比谷が佇んでいた。

「なんでここに……」

　それにしても、本当に人目を引く男だ。格好自体は研究所に行くたびに見かけるラフな服装のままだが、その日本人離ばなれしたプロポーションと、とにかく華はなやかな顔の造作の所為せいで、そこに立っているだけで雑誌の切り抜ぬきでも見ているような気分になる。

（いや、中身はほんとにただの変態なんだけど……）

　ここ数週、研究所に赴おもむくたびにいつの間にか傍に寄ってきて、首から脇わきから背中からと隙すきを衝ついては鼻をすり寄せてくる日比谷に、ただもうひたすら辟へき易えきとしていた。

　思わず「俺、何か変な匂においしてますか？」と他の研究員に尋たずねてしまったが、日比谷の嗅きゆう覚かくは常人には理解できないレベルだからと笑われただけだった。周囲から見れば、千紘は日比谷に懐なつかれているように見えているらしいが、残念ながら日比谷はそんな犬みたいに可愛かわいいものではない。

　確かに頭は良いし、顔も良いし、部下の信しん頼らいも厚く仕事はできるかもしれない───。

（……完かん璧ぺきじゃないかっ…）

「いや、でも、あの人変態だから！　って…言ってる場合じゃなくて」

　見つかったら、また面めん倒どうなことになるに決まっている。そうなる前にさっさと隠かくれてしまおうと、千紘は辺りを見回して、手ごろな隠れ場所を探した。

　だがそこは驚きよう異いの嗅覚を持っていると有名な日比谷だ。まるで千紘のやましい気持ちを嗅かぎとったとでも言わんばかりに、もの凄すごく絶ぜつ妙みようなタイミングでこちらを振ふり返ってくる。

　しかも視線はジャストでこちらを捉とらえていた。

　千紘を見て、日比谷が一いつ瞬しゆん動きを止める。驚おどろいたようにその瞳ひとみが見開かれていく。

　これはもう逃にげられそうにないと悟さとって、千紘は仕方なく諦あきらめて、自ら日比谷のほうへと近づいていった。

「えっと…こんにちは。奇き遇ぐうですね。お買い物ですか？」

　日比谷が両手にぶら提さげている『香月』のマークが入った紙かみ袋ぶくろを見て、小首を傾げる。

　それにしても、こんなにたくさん一体何を買ったのか。

「……意外だな。お前こそ、こういう店に興味があるのか？」

　言葉通りの表情を浮うかべる日比谷に、にっこりと微笑ほほえんで頷うなずく。

「俺、薫物が好きなんです。練香とかたまに自分で作ってみたりとかもして……」

　そのとき、来店の客が自分の肩かたにぶつかって入ってくる。千紘は苦く笑しようして「出ましょうか」と、外を指差した。

「いいのか？　何か買うために来たんじゃないのか？」

「いいえ。ただ見ていただけなので」

　そこまで言って、とりあえずここでそうだと頷いておけば、最も自然な形で日比谷と別れることができたのではないだろうかと気がついて、やってしまったと後こう悔かいした。

（ああ…でも駅のほうに行くならそこで別れれば……）

　日比谷が歩き出した先が、千紘が普ふ段だん使っている駅と同じ方向なのを見て、そこまで一いつ緒しよに行こうかと決めて、千紘は日比谷の隣となりに並んだ。

「練香を作るのか。珍しい趣しゆ味みを持っているんだな。───それはエッセンシャルオイルで作る練り香水と間ま違ちがえてないか？」

「違いますよ。ちゃんと練香です！　乳棒と乳にゆう鉢ばちでごりごりやるんですよ」

　むきになった千紘が可笑しかったのか、僅わずかに日比谷が喉を鳴らして笑った。

　いつも真顔でセクハラを仕し掛かけてくるか、何か難しいことを考えているように、仕事中に顔を顰しかめている様子しか見ないので、こんなふうに何かを純じゆん粋すいに可笑しんでいる姿は新しん鮮せんだった。

　他人が笑っているのを見ると、なんとなく嬉うれしくなってしまう性分のせいか、千紘も思わず楽しい気分になってくる。

「日比谷さんこそ、どうしてあの店に？」

「あそこの店主とは昔からの友人なんだ。珍しいものが手に入ったと聞いたから見に行ってきた」

「なんだったんですか？」

「伽きや羅らで作った木箱」

「伽羅で？　すごいですねっ」

　伽羅といえば、香こう木ぼくの中でも別格の最高級品だ。現在は乱らん伐ばつされたことが原因でほとんど穫とれなくなっていると聞く。それがどのくらいの規模の木箱だったのかは知らないが、時価は怖こわくてとても聞きたくない気がした。

「だが、俺は別に普ふ通つうに香材として使えばいいと思った」

「…そんな身も蓋ふたもない」

「香木は匂いを楽しまれてこその香木だろう。使い方が間違ってる」

「……」

　さすがは日比谷だ。普段から千紘の匂いがどうのこうのとうるさいが、普通の香かおりものに対してもこだわりが強いらしい。

　けれど、自分が日比谷相手にこんなプラスな気持ちになっていることに驚きを覚えるほど、楽しかった。マイナーな趣味のせいか、あまりこのようなことを語れる相手もいなかったので、純粋に嬉しかったのだと思う。

「そういえば、練香を作るというなら天然の麝じや香こうは使ったことがあるか？」

　ふと思い出したという様子で、日比谷が千紘を見下ろしてくる。

　麝香といえば、これまた香材の中でも別格のものだ。いわゆる一いつ般ぱん的にムスクと呼ばれるものだが、天然のものは雄おすのジャコウジカを殺さなければ獲とれないということで、動物保護の視点から収しゆう獲かくを禁止されている。麝香といえば、今では合成香こう料りようがほとんどで、天然ものなんてそう簡単に手に入れられるわけがない。

「いやいや、無理ですよ。それに趣味の範はん囲いじゃ、売ってるのを見たって、簡単に手なんか出せませんって。それは、勿もち論ろん実物ってどういう匂いするんだろうとか、どんな手て触ざわりなんだろうとか、ものすごく興味はありますけど」

　左右に大きく手を振って答えると、日比谷が小さく横に首を傾かしげた。

「……なんだったら、持っていくか？　少しなら、うちにも保存したものがある」

「え？」

　すぐに意味が吞のみ込めず、立ち止まる。千紘よりも数歩先で足を止めた日比谷が静かな眼まな差ざしで振り返ってきた。

「だから、使うならやると言ったんだ。うちにあっても、棚たなに仕し舞まわれているだけだからな」

「でも、保存したものって……」

「いい。言っただろう？────『匂いは楽しまれてこそ』だと」

　確かに言っていたが。けれどそれは、いつもは仕舞ってあっても、ふとしたときに取り出した場合の日比谷にも言えることではないのだろうか。

「いえ、でもやっぱりそれは申し訳ないので……」

「よし、じゃあ今からうちに来い」

「あれ、日比谷さん？　俺の話聞いてました？　というか、日比谷さんのご自宅に行くんですか…？　研究所とかで見せていただくんじゃなくて」

「俺は別に家に来てもらっても一向に構わないぞ」

　あっさりと頷く日比谷に、千紘は鼻白む。

（まぁ…でも、暇ひまだったし、ちょっとだけ見たら、適当なところで切り上げればいいかな……）

　小さく溜ため息いきをついて、「行く」と答える代わりに、再び日比谷の隣に並んだ。

「匂いとか嗅いでこないでくださいね」

　あまり期待できそうにない忠告を、念のため口にする。

「今日はまだ嗅いでない」

　すぐさま反論してくる日比谷に、小さく肩をすくませた。

「単に、両手が塞ふさがってるってだけじゃないですか」

「別に両手が塞がってたって、嗅ごうと思えば嗅げるぞ」

「そうやって言いきっちゃうのって、どうかと思うんですけど……」

　本当にブレない人だな、と半ば感心さえ覚えながら、千紘は緩ゆるい息を吐はき出した。

「でも、『匂いは楽しまれてこそ』っていうなら、俺って日比谷さんに会うたび楽しまれてるってことですよね。────日比谷さんって、ほんと変態です」

「俺は普通だ」

「……そうですか」

　何をもって千紘が日比谷を『変態』だと考えるのか、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやろうかと思ったが、訂てい正せいするとそのうち埒らちがあかなくなりそうな気がしたので、この場はそういうことにしておこうと、千紘は素す直なおに頷いてみせた。










「え…これ、ほんとに芳ほう醇じゆんで甘やかとか言われる、あの麝香の香りですか……？」

　生で嗅かいだ麝香の香りに、思わず鼻を押さえる。

　瓶びん入りの黒い粉末状のもので、はっきり言って第一印象は「へぇ、これが…」という感じだった。匂においに関しても、実際はひどい臭しゆう気きだ。これが本当に、古来より洋の東西問わず人々に愛され続けてきた香りの王様の匂いで合っているのだろうか。

「そういう香りが嗅ぎたいなら、アルコールで希き釈しやくしないと無理だぞ。練ねり香こうに使いたいなら、そのまま使えとしか言いようがないが」

「ううう……」

　夢が壊こわされたというわけではないが、世の中には知らなくていいものがあるということを改めて知らされる匂いだった。

　麝香を少しだけ遠ざけて、日比谷が淹いれてくれたコーヒーを啜すする。

　ふう、と小さく胸で息をつきながら、くるりともう一度日比谷の部屋を見回した。

　全体的に白と黒でシンプルに纏まとめられたモダンな内装の日比谷の家は、一人暮らしのわりにはゆったりと過ごせそうな１ＬＤＫの間取りになっていた。

　日当たりの良いリビングに置かれた白いソファは柔やわらかく、そこに身を沈しずませてコーヒーを飲んでいると、まったりとした気分になってきた。

「そういえば、サプリの開発の調子はどうですか？　順調ですか？」

「まぁ、まだまだ効果が表れる段階には程ほど遠いな」

「飲んで、匂いを醸かもし出すようにしないといけないですからね……」

　自分の分のコーヒーを入れたマグカップを手にして、さも自然な流れで千紘に密着して座ってこようとした日比谷に、同じくコーヒーに口をつけたまま、千紘も自然な流れで二つ隣となりにスライドした。

「というか、香り自体はどれに決めたんです？　この前の打ち合わせで大体の数まで絞しぼりましたけど、あとは実現しやすそうなものということで、ご裁量にお任せしましたよね？」

　千紘の回かい避ひの仕方が気に食わなかったのか、あからさまに恨うらみがしそうにこちらを睨にらみつけている日比谷に気づかないふりをして尋たずねた。

「バニラ、ジャスミン、ミモザ、ストロベリー、とりあえず今はこの四つに絞って作っている」

「なんとなく美味おいしそうな感じのラインナップですね」

　中でもバニラの甘い香りの記き憶おくを呼び起こして、思わず頰ほおを弛ゆるませる。

「あまりにも飲食からかけ離はなれているのも微び妙みようだろう」

「──ミモザ？」

　飲食、という言葉から思わずそこを強調して尋ねる。ジャスミンはなんとなく分かる気がしたが、ミモザはあまりイメージが湧わいてこなかった。

「ミモザは食用にもなるぞ。もっとも、今回はそっちのミモザのイメージじゃないけどな」

「と言うと？」

「カクテルのほうのイメージだな。実際のミモザのフレッシュさは入れたいが、さっぱりとした甘さも欲しい。とはいえ、実際の風味はオレンジに近いものになりそうだけどな」

「実際の風味？」

「企き画かくで違い和わ感かんのないものにしろと言ったのはそっちだろう。飲み込んでもらうものだとしても、万が一嚙かんだとき、得体の知れない味ではまずいだろう」

「ああ…それは確かに」

「細かい調整はすると思うが、味の改良は大体済んでいる」

「へぇ！」

　そんなことを言われると、好こう奇き心しんが湧いてきてしまう。どんな味に仕上がっているのか気になる。

　キラキラと輝かがやきを放った眼差しを向けると、日比谷が一いつ瞬しゆんたじろいだような表情を浮うかべた。

　照れ隠かくしのように咳せき払ばらいをした日比谷を笑う。

「…お菓か子し作りレベルの話だ」

「今度、研究所にお邪じや魔ましたときには、俺にも味見させてくださいね」

　にこにことする千紘に、日比谷が溜息をついた。

　やれやれ、と言わんばかりに頭を搔かいて、日比谷がソファから立ち上がった。

「サンプルなら手元にある」

「本当ですか？　それ、俺が飲んでもいいんですか？」

　矢や継つぎ早に質問すると、部屋に取りに行くつもりなのか、千紘に背中を向けた日比谷が小さく肩かたをすくませた。

（こういうところは、本当に親切なんだよね。あの人）

　面めん倒どうくさがりそうに見えて、意外と世話焼きなのかもしれない。

　しばらくして、プラスチックケースを手に戻ってきた日比谷が、目の前のローテーブルにそれを置いて蓋ふたを開ける。

「うわぁ…っ」

　冷蔵で保存していたのか、触ふれると冷たく、スライド式で二段に変わるケースの中から、色とりどりのサプリメントが現れた。

「これって、もしかしてうちで扱あつかってるサプリですか？」

「それもある。まぁ、俺が独自に作ったものも混ざってるけどな」

　今度は黙だまって側面の一人がけソファに腰こしを下ろした日比谷が頷うなずく。

「へぇ…」

　しみじみと感かん嘆たんして、宝石箱を開けたときのようなケースの中身を飽あきずに眺ながめた。

「それで。さっき言っていたやつだが、二段目のこれらがそうだ」

　二段目が試験的に作ったものということなのだろうかと考えながら、とりあえずそこから、艶つややかなフォルムの、薄うす桃もも色いろのグミのような弾だん力りよくのあるものを一つ摘つまみ上げて口に含ふくむ。

「これ、嚙んでいいんですよね？」

「ああ」

　了りよう解かいを得て、奥歯で嚙み締しめる。その瞬しゆん間かん、中からじゅわっと甘酸ずっぱい味が広がった。

「ストロベリーだ」

　お菓子で食べ慣れた味がした。

「普ふ通つうに美味しいですね」

「だから、お菓子のレベルだって言っただろう」

　それから一つずつ横にずれて、白、オレンジ、パープルと色の違ちがう、残りの三つの味も楽しんで、千紘は満足な気分でいた。

「なんかすごいですね。色んなものを調合してこういうものが作れちゃうなんて」

　改めて、ケースの中のものを眺めて、千紘は惚ほれ惚ぼれと息をついた。

「お前だって練香を作っているときは、色んなもの調合してるんじゃないのか？」

「そうですけど、それとこれとはやっぱり違いますよ」

　答えながら、ふと千紘はプラスチックケースの二段目に、味のサンプルの他ほかにもう一つ、それらとは反対側に仕し舞まわれたショコラの色合いをしたサプリがあるのを見つけた。

　さっきの流れからチョコレートの味しかイメージできないそれを摘まみ上げる。弾力はなかったが、無む性しように甘そうに思えた。

「日比谷さん、これはどういう味なんですか？」

　どうしてそう思ったのかも、なぜ日比谷にサプリの味を尋ねてしまったのかもよく分からなかったが、千紘が無意識にそれを口に運ぶのと、声に反応した日比谷がこちらを見返してきたのは、ほぼ同時だった。

「友野！　お前、それは…っ───」

　千紘が舌に載のせたその色を見た瞬間、日比谷がぎょっと目を見開いて制止の手を伸のばしてきた。だが、それもほんの一足遅おそく、次の瞬間には、千紘はそれを奥歯で嚙み砕くだいていた。

「────！」

　途と端たんに口の中に広がる得体の知れない味に、カッと目を見開く。

　甘いなんて、とんでもない話だった。

「～～～っ、に、がぁッ───!!」

　辛つらささえあるような、言葉にし難がたい独特の苦味に、とにかく口の中を早くすすいでしまいたくて、千紘は飲みかけですっかり冷えてしまったコーヒーを一気に呷あおった。

「バカ！　お前、何飲み込んでるんだッ…」

「え？」

　空になったカップを持つ手を摑つかまれて、信じられないものを見るような目を自分に向けてくる日比谷に、ようやく自分が何かまずいことをしてしまったのだと気がついた。

「あの、日比谷さん……？」

　指先で下した唇くちびるを弄いじりながら、目を逸そらす日比谷に、千紘の中の不安が徐じよ々じよに煽あおられていく。

「……さっきの、なんのサプリだったんですか……？」

　そっと窺うかがうように尋ねると、日比谷が苦々しげな声で「違う」と言った。

「……あれはサプリじゃない」

「『サプリじゃない』？」

　ではなんだと言うのだ。

　日比谷が盛大な溜ため息いきをついて、千紘を真っ向に見返してくる。

「あれは、催さい淫いん剤だ」

「………」

　耳に届いた言葉を脳が理解するまでに、少々時間が要いった。

「……催さい眠みん…ざい？」

「催、淫、剤、だ」

　今度は韻いんを踏ふむようにはっきりと教えられ、せっかく理解の回路が繫つながった頭が、次の瞬間思考を停止させた。

　指先から、すっと血の気が引いてくる。

「な、な、なんてやらしいもん作り出してるんですか、アンタ……っ！」

　気持ちとともに思わず身を引いて叫さけぶと、日比谷も同じ勢いで言い返してきた。

「作ってない！　ただのサンプルだ！　お前こそ、なんで人に訊ききもしないで勝手に口に入れるんだ！　どうしてあの段階で出さずに飲み込んだっ？」

「だって、一体誰だれがこんなところに催淫剤が入ってるなんて思うんですか！　一体どこのサプリメントにそんな害悪を含んだものがあります!?」

「だから、それはサプリじゃない。催淫剤だ！　せっかく、ひとがわざわざ端はしによけてやっていたものを、お前はっ……」

「知りませんよ！　そもそもなんでそんなの持ってるんですか！　どこで使うんですか!?　もうヤダ、この人ほんと変態……っ」

　精神力のほうが先に力ちから尽つきて、千紘は床ゆかにへたり込む。

（…ていうか…身体からだ────）

　気がつけば、徐々に手足に力が入らなくなってきている。

　全身が妙みように粟あわ立だちはじめていた。

　何か分からないが、自分の身体が次し第だいに熱を持ちはじめていることだけははっきり分かった。

「友野…？」

　心配そうに、傍そばに膝ひざをついた日比谷が声を掛かけてくる。

　大だい丈じよう夫ぶだと言葉を紡つむごうとして、できなかった。代わりに、閉まりきらない唇くちびるから荒あらい呼吸が漏もれ出し、息苦しさで頭がぼんやりと霞かすんできていた。

　暑い。熱い。苦しい───。

　突とつ然ぜん、視界に入る景色が変わった。左ひだり肩かたに衝しよう撃げきが走り、自分が体勢を保てずに倒たおれ込んだことに気がついた。

「友野、おい。大丈夫か？」

「…ひゃ、ぅ……！」

　日比谷が手を添そえてきた背中から、甘やかな電流が全身に駆かけ巡めぐる。

　自分の口から漏れた、およそ聞き慣れない高い声が信じられなかった。目の前が生理的な涙なみだで歪ゆがむ。

　指先が痺しびれていた。全身が内側から燃え出すように熱く、きつく張り詰つめる下か肢しがむず痒がゆいみたいに疼うずきはじめる。

「友野……」

　どこか戸と惑まどっているような響ひびきで自分の名前を呼んだ日比谷が、今度は元々刺し激げきには強くない首筋に手を添えてきた。

「あああ…っ」

「友野…感じるのか？　たったこれだけで……？」

　衝撃がダイレクトに下肢に響いてくる。力が抜ぬけて、感覚がなくなってくる太ふと腿ももとは対して、床とチノパンの間に挟はさまれた自身が、熱く昂たかぶって漲みなぎっているのが分かった。

　僅わずかに目の端に映った日比谷が、滲にじんだ視界でぼやけている。一体、今自分は日比谷にどんな顔で見下ろされているのだろう。そんなことを考えると、いっそう羞しゆう恥ち心しんが増した。

「苦しいのか……？」

　熱を持って疼きはじめる身体が、そのもどかしさの捌はけ口を探して、床の上を這はい回る。

　苦しい。熱い。助けて───。

「ひっ、ああ…っ」

　次の瞬間、脚あしの間で服越ごしに立ち上がるそこを、日比谷の掌てのひらいっぱいに鷲わし摑づかまれる。

　服の中に押さえつけられたままのそこを揉もみ込んでくる刺激は、ぞんざいで荒あら々あらしかった。

　それでも他人の体温に触ふれているというだけで、いっそう感じてしまう淫みだらな身体が、恨うらめしい。

「───友野。こっちだ」

「…ぁ…」

　名前が呼ばれ、突然上体を引き起こされる。力の入りきらない身体が、導かれるがままに日比谷の胸に倒れ込んだ。下肢に添えられたままの手が、そこを強く押さえつけてくるだけで、浅ましく身体が震ふるえ出す。

「友野…」

　日比谷の艶なまめいた声が耳の奥に流し込まれる。それだけですでにセックスしているように感じてしまう。まるで耳から犯おかされているみたいだった。

「なぁ、このままじゃ苦しいだろう？　俺が抱だいてやろうか？」

　千紘はぼんやりと空を眺ながめる。

　問われたことの意味は理解できていた。けれど、その是ぜ非ひを判断する思考が、今の千紘には残ってはいなかった。

　滲む瞳ひとみは、相変わらず日比谷の姿を映し出さない。

　本能だけが剝むき出しになっているみたいだった。

　自分の首元に、顔を埋うずめるみたいに覆おおい被かぶさってきた日比谷の背中を抱だき締しめ返した。

「友野、お前───今、すごくいやらしい匂においがしてる……」

　そう言われ、自分の無防備な唇が奪うばわれたとき、千紘は無我夢中で相手に縋すがりつきながら、その深い口づけに応じていた。

　唇を離はなすと、急に身体が宙に浮うくみたいにふわりと足元を失った。

「ぁ…」

　日比谷に抱き上げられてどこかに運ばれているのだと、頭の片かた隅すみでは理解できていた。そのあと柔やわらかな場所に降ろされたことも、日比谷に身体をまさぐられていることも全部、見えていた。どこか遠い場所にいるような感覚ながらも、ちゃんと意識はあった。

　それでも、明めい瞭りような思考を取り戻もどしたのはそれよりももう少し後のことだった。千紘はそのときになってようやく、自分がベッドの上で乱されていることに気がついた。

「んあっ…───」

　服を全すべて剝はぎ取られ、上半身だけを晒さらした日比谷に向かい合う形で覆い被さられている。

　ベッド脇わきのナイトチェストに置かれた淡あわい蜜みつ色の光の照明に濡ぬれた身体を照らされて、千紘は堪こらえ切れない嬌きよう声せいを上げていた。

「ああ…っ、や…ぁ……っ」

　割り開かれた脚あしの狭はざ間まから身を乗り出す日比谷が、膨ふくらみなどない千紘の薄うすい胸に手を伸のばして揉むように捏こねてくる。鳩尾みぞおちに口づける唇が腹の線を辿たどって下りていくくすぐったい刺激に、嫌いやでも胸が反り返った。

「い、やぁ…っ、あああ……！」

　薬のせいか、敏びん感かんになる身体が少しの刺激でも大きく震え上がる。

　唇の動きと一いつ緒しよに、胸から下っていった掌が、そのまま千紘自身の液で濡れる下肢を無ぶ遠えん慮りよに揉み込んでいく。

「あん、ああっ…また……っ」

「─────どうした？　また達いきそうなのか？　さっきも出したのに？」

「…んっ、ぁ…だ、てっ…」

　早く解放されたがる情じよう欲よくが、千紘を身体の芯しんから疼かせてどうしようもないのだ。

　もう何度達ったのか分からない身体が、またも千紘を快楽の高みまで強ごう引いんに引き上げる。

「でも、たくさん出せばいい。そのほうが、早く楽になれるからな」

　そう言われ、絶ぜつ妙みような愛あい撫ぶで追い上げられた身体が、再び中心から白はく濁だくを散らした。

「ああああ…っ、イ───…ッ」

　空っぽのように軽い身体が、ぐったりと柔らかなマットレスに沈しずんでいく。それでも、萎なえることを知らない下肢が、浅ましくもさらなる快楽をくれと再度ねだりはじめる。

「友野。…大丈夫か？」

「…ぁ、ぅ、あん……っ」

　勝手に張り詰めるそこに、息をするのも苦しい。

「友野……」

　手にしている千紘の劣れつ情じように唇を寄せた日比谷が、蜜を浮かせるそこを軽く舌先で舐なめ取ると、すっぽりと咥こう内ないに含ふくんできた。　>>>♥

「ひ、ぁああ…っそれ、やぁ…っ、あっああ……っ」

　絡からみついてくる生温かい舌の感覚にカッと目を見開いて、大きく仰のけ反る。

　先せん端たんを吸われるたびに走る電流のような甘い快感の波が、足の爪つま先さきを痺れさせた。

　千紘は激しい呼吸を繰くり返しながら、どうにか熱を逃にがそうと、唇の動きで千紘の性感を高めてくる日比谷に合わせて、もどかしげに腰こしを揺ゆらめかせた。

　目の前に映る日比谷の肩けん甲こう骨こつの動きが、いやに艶めいて映った。

「……まるで、誘さそわれているみたいだな」

　不意に顔を上げた日比谷が、手の甲こうで濡れた唇を拭ぬぐいながら揶や揄ゆめいた笑えみを浮かべた。

　まるで押しつけるようにしていた自分の腰使いのことを言われているのだと気づき、千紘は泣きたくなった。

「別に責めてるわけじゃない」

「ひび、や…さん…っ」

　焦じらす仕草で鈴すず口ぐちを指の先で弄いじくり、その下の袋ふくろを揉みこんで挑ちよう発はつしてくる日比谷に、千紘は左右に首を振ふる。

「ああ、あっ、いや、だぁ……！」

　つらくて堪たまらない状じよう況きように、早く楽にしてもらいたくて、千紘はぼろぼろと涙を零こぼした。

　身を捩よじり、シーツを爪先で搔かき乱して暴れる。

「やだ…っ、もう嫌だっ…、日比谷さんっ…、また…ぁ…」

「ああ、分かってる。ほら、達っていい。そんなに泣かなくていいから」

　日比谷は苦く笑しよう気味に言うと、身を引き上げて、涙るい腺せんが壊こわれたように涙なみだを零す千紘の目の端はしに口づけた。

　そして日比谷は先端から零れ落ちる淫いん液えきとともに千紘のそれを再び握にぎり直すと、一気に扱しごき上げる。

「ほら、友野」

「あっ…ああ、あああ…っあああぁ…！」

　ようやく待ち望んだ快感を与あたえられて、千紘は数度擦こすられただけであっけなく熱情を解き放っていた。

　それでも息を整える暇ひまもなく熱を溜ためはじめる下か肢しが、再び空へと反り上がっていく。

「ん…は、ぅっ……」

　自分の感情で制せい御ぎよできない身体からだの内側から、絶え間なく甘く淫らな快感が生まれてきた。終わりの来ない性せい欲よくは、快楽を得るよりもむしろ千紘を苦しみにいざなっていくようだった。

「友野？　どうした……？」

　そのとき、動どう揺ようしているような日比谷の声がした。千紘は唇くちびるを嚙かみ締める。

「…っ…ぅく…」

　再び、双そう眸ぼうから新しい涙が溢あふれ返ってきた。

　堪えようと何度も息を殺して両手で涙を拭い取ってみたが、まるで止まる気配がないそれらが、幾いくつも流れ落ちて頰ほおを濡らした。

「も…こんなの、いやだ……」

　いたたまれなくて、恥はずかしかった。

　こんな姿を日比谷の前に晒していることも、抑おさえが利きかず、快感に忠実でいやらしく極きわまりを求めてしまう自分自身にも───。

　自分がこんな本ほん性しようをした人間だとは受け入れたくない。

　今すぐ、こんな身体ごと消えてしまいたかった。

「…大だい丈じよう夫ぶだ」

　そんなとき、ふと濡れる目元を優やさしい手つきで拭われていく。

「──？」

　見み遣やると、日比谷が眉まゆ尻じりを下げて自分を見下ろしていた。

「大丈夫だ。もうすぐ終わる。……あと少しの辛しん抱ぼうだ」

　顔と顔が向き合うように身を乗り出してきた日比谷が、そっと目の縁ふちに浮かぶ涙に唇を寄せてきた。

「余計なことは何も考えるな。お前は今、薬に侵おかされているだけだ。何も悪いことなんてしてない」

　言い聞かせるようにゆっくりと囁ささやかれ、慈じ愛あいに満ちた仕草で髪かみを撫なで梳すかれる。

「全部俺に任せていればいいから。お前はただ気持ちいいことだけ素す直なおに感じていろ。────薬を抜ぬくだけだ。それ以上はしない」

　いいな？　と確かく認にんしてくる日比谷の手が、そっと千紘の下肢に添そえられた。

　柔らかく袋ごと揉もみ込まれ、硬かたく立ち上がるそこを煽あおる仕草で扱き上げられる。

「…ん、はぁ…───」

　唇から甘ったるい吐と息いきが漏もれてきて、目を閉じて仰け反るように身を捩った。

　また内側で燻くすぶっていた熱が再燃してくる。日比谷の手の動きに合わせて、頭の中がぐずぐずと蕩とろけてきた。

「あ、ああ……」

　千紘──と日比谷の声で呼ばれたような気がしたが、もうそこから先を考えることはできなかった。

　日比谷に与えられる際限のない甘い官能に身を委ゆだねるだけが今の千紘には精せい一いつ杯ぱいで、ただもうあとは、汗あせばんだ背中に爪つめを立てることしかできなかった。
















　週半ばの水曜日。状況視察で訪おとずれた研究所の廊ろう下かを歩いていたときだった。

「友野」

「………！」

　突とつ然ぜん背後から呼びかけられ、千紘はびくりと肩かたをそびやかせて立ち止まった。

　ロボットのようなぎこちない動きで後ろを振り返る。

「───くん、おはよう。お疲つかれさまー。ねぇ、今日なんか暑すぎない？」

　手うちわで首元を煽ぎながら歩み寄ってくる、想像していた人物と違ちがう相手を見て、千紘は盛大に安あん堵どの息をついた。

「ああ…なんだ、柏木さんですか。おはようございます」

「え、何？　その反応。僕だとなんか駄だ目めだった？」

「いえいえいえいえ、とんでもない！　むしろ柏木さんで良かったというか！」

　寂さびしそうに眉尻を下げた柏木を見て、千紘は慌あわてる。書類で塞ふさがっていないほうの手を大きく左右に振って、そうではないと否定した。

（日比谷さんじゃなくて良かった……）

　ただ、そう思っただけだ。

　先週末に日比谷の家に行って以来、どうにも本人と顔を合わせることが気まずい。

　自分の不注意が招いたこととはいえ、日比谷を見ると、日比谷に達いかせてもらうことになったあの日のことを思い出してしまい、落ち着かない気持ちになるのだ。

（だって、男同士であんなことしちゃったし……）

　耳元で囁きかける低い声が甘い響ひびきをしていた。触ふれ合わせた唇が熱くて、舌同士を絡ませる感覚が心ここ地ち好よかった。身体の線を辿たどる指先の動きにのぼせ、煽られた自身の中心を熱い咥内に銜くわえ込まれれば、もう蕩けた声を上げることしかできなくなって────。

「うわあぁぁぁぁっっ!!」

「ええっ？　ちょ、友野くん!?」

　急に叫さけび出した千紘に、横に並んでいた柏木が、ぎょっと身を引いた。

　はっとして、千紘は再び「違います、違います」と大きく両手と首を振って否定した。

「す、すみません。なんでもないです…。ちょっと素面しらふのままでは、自分のキャパシティを超こえることを思い出してしまったというか、なんというか───」

「何それ、なんの話？　面おも白しろそう」

「いえいえ、他人ひと様さまにお聞かせするような内容じゃないので……」

　げっそりとした顔で笑うと、柏木が「ふーん？」とにやにやとした顔で小首を傾かしげてきた。

「これはあれだね。友野くんを飲みに誘さそって、素面を崩くずさせてから、じっくりと話を聞かせてもらうしかなさそうだねぇ」

「からかわないでくださいよ、柏木さん」

　柏木と並びながら、サプリメント開発研究チームの研究室に向かって歩き出す。

　隣となりの柏木から立ち上る甘い香かおりに、「やっぱり良い香りをしているなぁ…」とぼんやりと考えた。

「いやいや、飲みに誘ったのは本気だよ？　今度ぜひ。親しん睦ぼくを深める意味でもさ」

　話をしているうちに、第二研究室の前まで辿たどり着く。荷物を持っている千紘に代わって、すかさず扉とびらを開けてくれる柏木にお礼を言った。

「行っても俺、絶対喋しやべりませんからね。……というか、ちょっと訊ききたいんですけど…、あの…今、日比谷さんってどこに────」

　いますか？　と尋たずねようとして、研究室に踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん、目の前に立ちはだかった人物を見て、硬こう直ちよくした。

「ひ、びや…さん……」

　威い圧あつ感かんたっぷりに見下ろしてくる日比谷に、強こわ張ばった半笑いで「こんにちは…」と会え釈しやくする。

　顔面いっぱいに、「俺は今ものすごく不ふ機き嫌げんだ」と書かれている日比谷に、たじろいだ。

　おそらく日比谷は気づいているのだろう。ここ数日、日比谷が大体いつも別の作業で研究室を離はなれている時間帯を見計らってやってきたり、連れん絡らく事じ項こうをメールで済ませたりと、千紘が日比谷と関かかわることを極力避さけていたことを。

（しかも、こんなときほどここに来なきゃいけない用事が次々できるっていう……）

　日比谷からさりげなく目を逸そらしながら、内心で密ひそかに溜ため息いきをついた。

「あ。そうだ、日比谷。今、調ちよう剤ざい室に行ってきたんだけど、村むら上かみさんが日比谷に頼たのまれてたっていう薬理試験で、面白い結果が出たから見に来てくれって」

　千紘と日比谷の間に立ち籠こめる微び妙みような空気に気づかない様子で、柏木が穏おだやかに日比谷に声をかける。

　それがきっかけで、日比谷の視線が自分を離れていったことにほっとした。

「……分かった。今から行く」

　頷うなずいた日比谷が、手にしていたクリアファイルを脇わきに抱かかえ直して、千紘の横を通り抜ける。

　だが、ほっとしたのも束つかの間、千紘が柏木について研究室の中に向かおうとすると、日比谷に呼び止められた。

「友野、何してる。お前はこっちだ」

「へっ？」

「話がある。途と中ちゆうまでつき合え」

　有う無むを言わせない響きに困こん惑わくしたが、今はそんな横おう柄へいな態度にむっとなった。

「…分かりました」

　千紘は憮ぶ然ぜんとした顔で頷くと、こちらの様子を窺うかがっていた柏木に小さく会釈をする。白衣の裾すそを翻ひるがえして研究室を出ていった日比谷に続くべく、一いつ拍ぱく遅おくれで千紘も踵きびすを返した。

　先ほど歩いてきた廊下を引き返して進む。千紘は自分よりも先を進む日比谷の背中を睨にらみつけるように見つめながら、苦い思いを持て余していた。

『話がある』と千紘を連れ出しておきながら何も言わない日比谷を訝いぶかしく思う。

（なんなんだよ……）

　だが、そう眉まゆを顰ひそめたのも束の間。

「───身体からだの調子はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「…っ」

　唐とう突とつに投げかけられた問いに、千紘は瞠どう目もくして立ち止まった。

　しばらくして同じく足を止めた日比谷が振ふり返る。そこにある静かな眼まな差ざしに、どくんと大きな音を立てて胸が跳はね上がった。

「何を急に……」

「急じゃない。あの翌日にお前がいつの間にか帰っていたときからずっと心配していたが、お前が連れん絡らくを取れないようにしていたんだろう」

「心配って……」

　思わず絶句する。

　そもそもどうして日比谷はそんなことは些さ細さいな出来事だといわんばかりに、けろりとした顔をしているのだ。自分は羞しゆう恥ちでまともに日比谷の顔も見られないぐらいだというのに。

「だ…誰だれのせいであんなことになったと思ってるんですかっ……」

「お前が勝手にサンプルの催さい淫いん剤を飲んだからだろう？」

「それは、…そうですけど。でも、日比谷さんが簡単にひとの手が届くような場所にあんなものを置いておいたのが、そもそも悪かったんじゃないかと思うというか……」

「それは責任転てん嫁かだろう」

「…っ」

　たとえそうでも、このうまく処理しきれない気持ちをどうか察して欲しい。

「大体…なんで日比谷さんは、そんなに平然としてるんですか？　あんな───」

　これ以上言葉にするのは憚はばかられて、真っ赤に上気した顔を日比谷から逸らす。

「俺は、ああいうこと簡単にできないし、したくなかったっ……」

　唇くちびるを嚙かみ締しめて、千紘は脚あしの横で拳こぶしを握にぎり締めた。

　そのとき、ふっと高い位置から吐はき出された緩ゆるい溜息に、僅わずかにそちらを仰あおぐ。

「平然としてたわけがないだろ。あんな魅み惑わく的な匂においを醸かもし出して乱れるお前を前に、最後まで理性を保ち続けられた己おのれの忍にん耐たい力を、俺はむしろ褒ほめてやりたい」

「……!!」

　あっけらかんと言い放つ日比谷に、わなわなと肩かたを震ふるわせる。

　改めて日比谷に自分の恥はずかしい姿を晒さらしてしまったことを再さい確かく認にんさせられて、赤い顔をいっそう羞恥に染めた。

「も…もう、日比谷さんなんか知らないですっ……!!」

「ちょ、おい友野…」

　半泣きで声を上げる千紘を見て、日比谷が慌てたように肩を摑つかんでくる。

　その手を振り払はらって、そっぽを向く。

　研究室に戻もどるべくくるりと身を翻して、もう日比谷の呼びかけに答えることもなく、千紘はずんずんと廊ろう下かを進んでいった。










　研究所から、本社の企き画かく部に戻ってくると、どうにも部内が騒さわがしかった。

　どうやら、係長の河かわ合いが同どう僚りようの女性社員を怒ど鳴なりつけているようだったが、帰ってきたばかりの千紘には状じよう況きようがまるで摑めなかった。

「……何？　なんかあったの？」

　自分の席に腰こしを下ろしながら、ひそめた声で隣の席の後こう輩はいである岸きし本もとに事情を伺うかがう。

「報告書に数カ所、誤字があったみたいです。そしたら係長が『気が弛たるんでる』って怒おこりはじめちゃって」

「それだけで、あんなに？」

　気どころか、腹までぶらんぶらんと弛ませている脂あぶらっこい河合に冷めた眼差しを送りながら、千紘は驚おどろいたというように首をすくませる。

「可哀かわい想そうですけど、仕方ないですよ。今日は係長、朝から機き嫌げん悪かったみたいですし、何せ部長も課長も留守ですから……」

　なるほど。それで河合の天下というわけだ。

　元から、気分屋で怒おこりっぽい河合は、部内でもあまり支持される立場にはいなかったが、そんな相手に対し、上で抑おさえてくれる人間が不在というのは非常にやりづらい状況である。

　自分では隠かくしているつもりだろうが、部内では周知の事実になっている、頭を振り乱し続けたせいでずれかけた河合のカツラを眺ながめた。若じやつ干かんつるりとした滑なめらかな頭が覗のぞくのを、「あ、あ、危ない」と、やきもきする。

　そんなことを考えていると、ちょうどそのとき、こちらを振り返ってきた河合と目が合ってしまった。

（やばい…！）

　慌あわてて目を逸らそうとするも手て遅おくれで、次の瞬しゆん間かんには河合の野太い怒ど号ごうが飛んできていた。

「おい友野！　何さぼってんだ！」

（うわ、俺にきた！）

　助けを求めてちらりと隣となりの後輩を見るが、冷たくも岸本は素知らぬ顔でパソコンの画面に身を乗り出して、にらめっこをはじめていた。

「す、すみません…っ、すぐにはじめます」

　吐き捨てるように舌打ちした河合が身を翻す。頭を押さえながらその姿がフロアから消えるのを確認して、大きく溜息をつく。

「おお…こわっ。絡からまれるなんて災難でしたね」

「お前は見事に素知らぬふりを貫つらぬいてくれたよな、岸本」

「勘かん弁べんしてくださいよ。自分にできることはないと判断しました。ご愁しゆう傷しようさまです」

　ぺこりと頭を下げる岸本のつむじが二つあるのを発見しながら、確かにその通りだっただろうと、大した感かん慨がいを抱いだくこともなく納なつ得とくして、千紘も自分の席に向き直った。

「あ。その資料、内容が合っているか確認して欲しいって広報の方が置いて行かれましたよ」

　机の端はしに置かれている資料を取り上げて、そこにつけられている付ふ箋せんに書き込まれた伝言に目を通す。それから、綴つづりになったそれらにぱらぱらと目を通しながら、首を振った。

　駄だ目めだ。これは一度日比谷に確認を取ったほうが良い。自分では専門外なところが数カ所混ざっていて分からない。

（今さっき言い合いしてきて、気まずいのに……）

　本当に、なんてタイミングが悪いのだ。

「とりあえずメールでワンクッション置いて……とか」

　それで一度相手の出方を窺ってみよう。

　千紘は資料を手放すと、パソコンを立ち上げて社内メールを開いた。

　日比谷のアドレスを指定して、ついっと目を眇すがめる。

「───」

　宛あて先さきに表示される『日比谷譲』の四文字を見つめながら、頰ほお杖づえをついた。

（ほんと、どういうつもりなんだよ、あの人……）

　どうして、ひとに対してあんな行こう為いに及およんでおいてあそこまでしれっとした態度を取っていられるのだ。図太いのか、あるいはあのぐらいのことは、日比谷にとって大したことではないのだろうか。

（あの変態…匂い魔ま───）

　思考に連動するようにキーボードで『日比谷譲＝変態、匂い魔』と打ち込みながら、小さく息をついた。真っ白な画面に映し出されるその文字を目にしていると、妙みように胸がすっとした。

　これはいいかもしれない、ともう一つ気持ちをもやもやさせる原因になった河合のことも打ち込んでみるが、そのときになってようやく我に返る。

（もう、何してんだよ……これじゃ係長にサボってるって言われても反論できないだろう）

「やめた。…研究所行ってこよう」

　くだらないことで時間を無む駄だにするより、思いきって会いに行ってしまおう。

　結局ただの落書きになっただけのメールを破は棄きしようとキャンセルボタンを押す。

　ふぅ…と息をついてスクリーンから目を外し、次の瞬間、千紘はそれをもう一度振ふり返った。

　なぜか『１件のメールを送信しました』と表示の出ているスクリーンに、胸中で絶ぜつ叫きようする。

（お、押し間ま違ちがえたああぁぁ～～～!!）

　がくん、と机の上で頭を抱かかえる。一いつ瞬しゆんのうちに、全身の毛穴という毛穴から嫌いやな汗あせが噴ふき出してきた。

　まずい。まずい。まずい。

　これが天てん罰ばつだというなら、一体自分が何をしたというのだ。

（悪口か!?　悪口なんて書いたのがいけなかったのかっ？）

　送り先は日比谷だが、今からもう一度メールして『間違いなので、見ないで破棄してください』とか送ってみたほうが良いだろうか。

「いや、普ふ通つうに見るだろ。間違いない。ていうか、最も早はやフリだろ、それ」

　ならば『すみません。それ冗じよう談だんです』ならどうだろう。

（……いやいやいや、もっとライトなノリのほうが）

　そのとき、ＰＣ宛あてにメールが一通受信されてきたのに気づいて、心臓が跳はね上がった。

「────」

　恐おそる恐る開くメールボックスの送信元には、案の定『日比谷譲』の名前が表示されている。

（ど…どどどどうしよう…っ、怒ってるよねっ、怒るよね？　フツウ……）

　ガタガタと震える手で、マウスを握り直し、メールを展開する。




『そうか。お前の上司は禿はげズラのボンレスハムなのか。まぁ、なんだ。許してやれよ』




「………」

　マウスを手放して、机上に突つっ伏ぷす。

「先せん輩ぱい？　さっきから、ドタバタ一人で何やってるんですか……？」

　隣から不ふ審しんなものを見るような視線を向けてくる岸本に、手を左右に揺ゆらすだけで「なんでもない」と告げる。

（しかもあの人、自分のところは華か麗れいにスルーしてきたよ……）

「研究所行ってくる……」

　よろよろとクリアファイルを手にして、席から立ち上がる。

　何をしに？　決まっている。

　────口止めだ。










「ああ、分かった。じゃあ明日までに確かく認にんして手元に返そう。しかしあれだな。ここまで見事に他部署の人間にズラりとデータを揃そろえて詳しよう細さいに考察されているのを見ると、ハゲしく動どう揺ようするよな。まるでこちらの立つ瀬せがない。きっと広報部には非ボンな人間がいるのだろう。…なぁ、友野もそう思わないか？」

　がっしりと肩かたを摑つかまれて、千紘は今すぐここから消え失うせたいと思った。

「……俺、今脅おどされてますか？　脅されてますよね？」

「脅す？　まさか。なぜ俺が友野を脅さなきゃいけないんだ。俺がこんなにいつになく多弁にズラズラと言葉を紡つむぎ出してしまうのはあくまでも───」

「もういいです！　そこは『ズラズラ』じゃなくて『スラスラ』ですよね!?　もうホントいいですから、そんな無理して使っていただかなくても！」

　どうでもいいが、いつになくキラキラとして、活いき活きとしているその顔をまずはどうにかして欲しい。

　千紘は墓ぼ穴けつを掘ほって弱みを握にぎられた悔くやしさに、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（……言え。言うんだ。言わないと駄目なんだ）

　今後の自分のために。

　千紘は一度大きく息を吸い込むと、勢いよく頭を下げた。

「あの…っ、お願いです！　軽けい率そつなことをしたと反省してます！　それで…そのメールの件なんですけど……、どうか係長の耳には入らないように内密にしておいてください！」

　あと、匂におい魔とか変態とか書いてすみません、と最後にさりげなくつけ足すのも忘れない。

　けれど、それからどれだけ経たとうとも返答してこない日比谷を、恐る恐る上目に仰いだ。

　こちらを静かに見下ろした日比谷が、緩ゆるく小首を傾かしげている。

「まぁ別に、はじめからそういうつもりはなかったが？」

「…え？　え、じゃあ！」

「でも、そうか…なるほどな」

「はい？」

　明後日あさつての方向を見ていた日比谷が、しばらくして千紘のほうを向き直ってくる。

「これで、お前は俺に借りができたというわけだな」

「？」

　にっこりと笑った日比谷に、千紘は頭の上に疑ぎ問もん符ふを飛ばす。

「さて、そうしたらお前はこの借りをどうやって俺に返してくれるつもりだ？」

「え…」

　どうやら自分がした口止めは藪やぶ蛇へびになったらしい。そんな交こう換かん条件を提示され、千紘は胡う乱ろんに日比谷を仰あおいだ。

「……何をすればいいんですか？」

　どうせ目的はもう決まっているのだろうと千紘が率そつ直ちよくに要求を問い質ただすと、日比谷がふっと笑えんで、千紘の頭に手を置いた。

「何ができる？」

「───良識と倫りん理りに反しない範はん囲いで、俺のできることならなんでも」

　念のため予防線も張っておいたが、日比谷は充じゆう分ぶんだと言うように満足げに瞳ひとみを細めて頷うなずいた。

「いいだろう。ただし、これはもの凄すごく大切な頼みだ」

　その重要性を強調するように、びしりと人差し指を立てた日比谷に、千紘も思わず息を吞のむ。

　そして、日比谷が至し極ごく真面目まじめな顔で口を開く。

「お前の家に行きたいんだ」

「……」

　とてつもなく重要性が皆かい無むな頼みに啞あ然ぜんとしながら、千紘はまばたきを繰くり返した。

「え…えと、何をしに……？」

「行きたいんだ」

　深く頷いて繰り返した日比谷に、頰ほおを引きつらせる。

「……なんで理由が言えないんですか」

「なんでも、と言っただろう？」

「─────」

　確かにそう言ったが。

（でも…）

　やはり、二人きりの空間は気まずい。少し前にあんなことがあったばかりだ。

　だが、日比谷はそんな千紘の考えを見み透すかしたように言いきった。

「この前みたいなことはしない。絶対。本当に」

「………」

　何をどうして、そこまで熱意溢あふれて自分の家に行きたいと主張しているのか、その真意が読み取れないところが非常に不安なのだが。

「…本当に本当に約束できますか？　俺は今、日比谷さんをあまり信用していないのですが」

「俺は一度した約束は破らないぞ」

　千紘はじっと日比谷の目を探さぐるように覗のぞき込んで、やがて諦あきらめたように頷いた。

「分かりました」

　了りよう解かいすると、目に見えて目の前の男の顔が優やさしく綻ほころんだ。そんな不意打ちの表情に、思わず胸が跳ね上がる自分を叱しつ咤たして、千紘は長居は無用だと日比谷から一歩離はなれる。

「しかし、意外だったな」

「……何がですか？」

「お前は頑がん固こで真面目なところばかりかと思ってたが、こういう面おも白しろいところも併あわせ持もってるんだな、と思って」

　口元に手を遣やって、喉のどの奥でくつくつと笑い出した日比谷に鼻白む。

「───」

「お前といると飽あきないな。……本当に可愛かわいい」

　もしかして馬ば鹿かにされているのだろうかと再び唇を尖とがらせながら、日比谷には何をしても敵かなわない気がして、千紘は諦めたように溜ため息いきをついた。

「『可愛い』は余計ですよ…────」

　それでもせめてこのぐらいの反はん撃げきは、と小さく呟つぶやいてそっぽを向いた。










　日比谷を家に招待すると約束した当日がきた。

「よし、特に問題はないな」

　手を止めて、千紘は一度部屋の中をぐるりと見回す。

　リビングとダイニングが一いつ緒しよになっている分、日比谷の家ほどの広さはないが、余計なものを置いていないので、狭せまさは感じさせないはずだ。

　昨日のうちに一通り片づけてはいたが、これで最終チェックも終えた。

　入られることはないとは思うが──勿もち論ろん、入らせる気も毛頭ないが──念のため、少し寝しん室しつを整えればあとは特に問題ないだろう。

　一段落ついて、千紘は水色のレザーソファに倒たおれ込むように腰こしを下ろした。

　部屋の壁かべに掛かけてある時計を見上げる。

　日比谷が大体このくらいには着けると言っていた時間までには、まだ一時間近く余よ裕ゆうがあった。

　仕事上がりに家に案内をするという約束でいたのだが、定時で上がった千紘に対して、日比谷のほうは少し仕事が長引きそうだということで、直接千紘の家に来てもらうことにしたのだ。

「……夜ごはんってどうするんだろ」

　帰りにどこかに寄って済ませるのだろうと思っていたから、特に何も考えていなかったが、この様子だと今いま更さらどこかに食べに行こうという話にはならない気がする。

　とはいえ、千紘自身なんとなく空腹感を覚えはじめていた。

「俺が何か作っておけばいいのかな……」

　と言っても、作れる料理のレパートリーなどそれほど広くもないのだけれど。

　しばらくの間、どうしたほうがいいのだろうかと悩なやんでいたが、そんな時間がもったいない気がして、とりあえず冷蔵庫の中を見て決めることにした。

　それから悩んだ末に、簡単で失敗がないという理由でカレーを作ることに決定する。

　日比谷の訪おとずれを報しらせるインターホンが鳴ったのは、それが鍋なべの中でちょうど良い具合に煮に立ってきた頃ころで、「ベストなタイミングだな」と満足しながら玄げん関かんに向かった。

「いらっしゃい、日比谷さん」

　ドアを開けて、外に立つ日比谷に目元を和なごませる。

「迷いませんでしたか？　うち、少し奥まったところにあるので」

　なんとなく自分の家に日比谷を招き入れている状じよう況きようが照れくさくて、千紘は肩かたをすくませて笑った。

「ああ、それは問題なかった。……と、これ」

　頷いた日比谷に、ビニール袋ぶくろを差し出される。覗き込むと、缶かんビールだった。

「え？　うわ、すみません。なんか気を遣わせてしまったみたいで。ありがとうございます」

　日比谷を招き入れるべく、玄関の扉とびらを大きく開ける。

「上がってください。何もなくて申し訳ないんですけど」

　日比谷が玄関に上がってくるのを見ながら、一歩二歩と後ろに下がる。

　不意にカレーを火にかけたままだったことを思い出して、踵きびすを返す。

「そういえば日比谷さん、夕食ってどうします？　というか俺、カ───…えっ？」

　突とつ然ぜん背後で、ガタっと何かが崩くずれ落ちる音がして、ぎょっとして振ふり返った。

「ちょっ…、日比谷さん…!?　え、何？　どうしたんですかっ!?」

　まだ三和土たたきからも上がりきらないうちに、床ゆかに手をついてへたり込んでいる日比谷の姿を見て、千紘は瞠どう目もくした。

　急に具合でも悪くなったのだろうか。慌あわてて駆かけ寄って、日比谷の傍そばに膝ひざをつく。

「……んでだ……」

「え？」

　震ふるえている肩に手を乗せて、何かを呟いたらしい日比谷の口元に耳を寄せた。

「なんで、カレーなんだ……」

「はい？」

　千紘は目をしばたたかせる。

　日比谷が悔くやしげに、床についた拳こぶしを握にぎり締しめた。

「お前の家が、カレーの匂においしかしてないじゃないか……!!」

「───」

　日比谷が何を目的にやって来たかはよくよく理解したが、一体この状況をなんと表現したら良いだろう。

　それでも、ただ一つだけ言えることがある。

「……日比谷さん。土下座するんで、もう帰ってください」










　換かん気き扇せんを止めながら、千紘はちらりとソファのほうに視線を遣やった。

　あの男は、いつまであの調子でいるつもりなのだろう。

「日比谷さん。もうすぐカレー食べられるので、先に手とか洗ってきちゃってください」

　ソファに浅く腰かけて、鬱うつ陶とうしく前まえ屈かがみで落ち込んでいる日比谷に呆あきれながら、千紘は対面キッチンの向こうから呼びかける。

「……俺は今『カレー』という単語に対し、深い憎にくしみと哀かなしみの念を抱いだいている」

「そうですか。じゃあ食べないんですね」

「……食べないとは言ってない」

　一体どうしたいのだ。

　ふらりと立ち上がった日比谷に、「向こうですよ」と洗面所のほうを示す。

　その背中が消えるのを見送って、千紘はやれやれと肩をすくませながら、炊たきたてのご飯を平丸皿に盛りつけた。

「まったく、あの人は……」

　本当に、たかが匂い一つでどうしてあそこまで落ち込めるのだろう。

（どれだけ、匂いに人生を懸かけてるんだ……）

　最も早はやあそこまで貫つらぬいていると、呆れるのを通り越こして、感心さえ覚える。

「しかし意外だったな。お前、料理ができたんだな」

　洗面所から戻もどってきた日比谷が、先ほどよりも持ち直した様子で話しかけてくる。

「別にできるわけじゃないですよ。普ふ段だんもあんまりしませんし」

　日比谷にもらったビールを袋ふくろから取り出しながら、返答する。大きめのグラスはあっただろうか、と食器棚だなを覗のぞき込んだ。

　不意にソファのほうから「そうか」と押し殺したような笑い声が聞こえてきて、怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめた。

「普段はしないのに、今日はしてくれたってことは、俺が来るから頑がん張ばってくれたと解かい釈しやくしていいのか？」

「な…っ」

　確かにその通りではあるが、日比谷が思っている意味とは絶対違ちがうと思う。その揶や揄ゆめいた聞き捨てならない台詞せりふに、思わず千紘はキッチンから身を乗り出した。

「別に、日比谷さんのためってわけじゃないですから！　こんな時間だし、待たされて俺がお腹なか空いたからってだけで───────って…、ちょっと待てアンタ。どさくさにまぎれて、何してやがるんですか!!」

「……ちっ」

「『ちっ』てなんですか、『ちっ』て！　ていうか、その手！　手に持ってるもの！」

　突とつ如じよ日比谷の両手に現れた、不自然なＹシャツの存在に目を剝むく。

　だが、その色やサイズにはよくよく見覚えがある。

「それ俺のですよね！　どっから持ってきて──違う！　なに勝手に持ってきてるんですか！　ていうか今更バッグに仕し舞まおうとしても無む駄だですよッ、全然隠かくせてないですからね!!」

「しかし、お前。洗せん濯たく機きの中になんか入れてるせいで、洗せん剤ざいの匂いが移ってきてるじゃないか。しかも、まさか洗濯するときにわざわざ柔じゆう軟なん剤ざいまで入れているのか？　お前、男のくせにマメな奴やつだな」

　真顔でそんなことを言ってくる男に、思いきり顔を引きつらせる。

「……どうでもいいんで、まずはそのバッグに拉ら致ちしようとしてる俺のＹシャツを、大人しくこちらに渡わたしてもらいましょうか」

　ぎろりと頭上から睨にらみつけて、バッグの中から半分以上覗いているＹシャツを鷲わし摑づかみにする。

「話はそれからだ！」

　ふんぬ、とそれを奪うばい返して、仁に王おう立だちで日比谷を見下ろす。

　全くもって油断も隙すきもない。そして、何が一番納なつ得とくいかないかといえば、自分が悪いくせに、横おう柄へいにふんぞり返って下した唇くちびるを前に突つき出している、この男の悪びれのなさだ。

　はぁ…っ、と盛大な溜ため息いきをついて、千紘はＹシャツを抱かかえたままその場にへたり込む。

「なんで、もう…日比谷さんはそう────」

「なんだ？」

「……なんでもないです」

　脱だつ力りよくだ。

　千紘はよろよろと立ち上がって、Ｙシャツを手にしたままキッチンに戻る。

　それを棚たなの上に手放して、冷蔵庫に頭をあずけて寄りかかった。

「───…」

　信じられないぐらい、いつも通りな日比谷に拍ひよう子し抜ぬけする。

　こちらは、以前日比谷の家であったことを気にして、ずっとぎこちない気持ちでいたというのに。

（でも…まぁ、そのほうがありがたいのかも……）

　余計なことに気を煩わずらわせなくて済む。

　千紘は密ひそかに安あん堵どの表情を浮うかべて、カレーの皿を手にとった。

　熱々のルーを、輪を描えがくように流し込む。それから、対面キッチンのカウンターの向こうで、未いまだに不服そうな表情を浮かべている日比谷に向かってそれを差し出した。

「日比谷さん、これスプーンと一いつ緒しよにテーブルに運んでくれませんか」

　憮ぶ然ぜんとした顔のまま、それでも素す直なおに立ち上がってきてくれる日比谷を見て、千紘はどこか温かな気持ちで笑った。それから食卓につき、日比谷が持ってきてくれたビールで気持ち良くなりながら、無事に食事を終えた。

　最後の食器を水ですすぎ終え、千紘は満ち足りた気分でキッチンから出てきた。

　ソファに寄りかかって、テレビを見るともなしに眺ながめていた日比谷が、ふと視線を上げてこちらを見る。

「何か面おも白しろい番組やってました？」

「いや…」

　日比谷は軽く首を横に振って否定すると、リモコンでテレビの電源をオフにする。

「何か飲みます？　コーヒーとか淹いれましょうか？」

「いや、いい。それより友野」

「はい？」

「さぁ」

「……なんですか。行きませんよ」

　日比谷が指し示したのは、ソファに座っている自身の脚あしの狭はざ間まだ。そこに座れということらしいが、どうしてこの男は千紘にその要求を受け入れてもらえると思ったのだろう。

　冷やかに拒きよ否ひすると、日比谷があからさまに顔を顰しかめてきた。

　なんなのだ。その、こちらを悪者にした恨うらみがましげな眼まな差ざしは。

「俺は今日、心の底からお前の家に行けることを楽しみにしてたんだ。それなのに、お前ときたら……。カレーは確かに美味うまかったが、そのせいで元の部屋の匂においを心ゆくまで堪たん能のうすることができなかったし、あまつさえ、使用済みの服の一枚や二枚すらも快く譲ゆずってもらえない。───俺はもう、今日ここになんのために来たのか分からない！」

「……本当にどういうつもりで来てんだよ、アンタ」

「全然楽しくない」

　子供か。千紘は呆れたように目を眇すがめた。

　そんな千紘の反応も気に食わなかったのか、「大体だ！」と強調して声を荒あらげた日比谷が、こちらをぎっと睨みつけてくる。

「お前、なんでもするって言ってなかったか？」

「そ、それはっ……」

　不満げな日比谷の指し摘てきに、思わずたじろぐ。

　言った。確かに言ったが──けれど、別にセクハラの餌え食じきになってやるとは言っていない。

「えっと…、じゃあ横に座りましょうか？」

「───」

　無言のジト目で睨みつけてくる日比谷に、「ダメ…ですよね」とすごすごと引き下がる。

　日比谷が小さく溜息をついた。

「……別に何かしようと思ってるわけじゃない。ただ少しだけお前に近くに来て欲ほしかっただけだ」

「日比谷さん…」

　拗すねたように呟つぶやく日比谷に、途と方ほうに暮れる。

　一時して、千紘は大きく諦あきらめの溜息をついた。

「……それ、本当ですか？」

　顔を上げた日比谷が頷うなずく。

　そっと差し伸のべられてきた掌てのひらを見つめて、千紘はおもむろにそこに指先を引っかけた。

「嗅かいだりもしない…？」

「───」

「なぁんで答えられないんでしょうねぇ……」

　それでも、あの日のことを持ち出されてしまってはさすがに邪じや険けんにもできない。

　回ってきた日比谷の腕うでに、腰こしを引き寄せられる。千紘は、文句を言うように「今日だけですよ」と口にしながら、日比谷に導かれた空間に腰を下ろした。

　満足そうに、少しだけ目元を弛ゆるませて口角を横に引いた日比谷に、もう一度息をついた。

「というか…、自分ではよく分からないんですけど。日比谷さんがそんなに好きとかいう俺の匂いって、一体どういう匂いをしてるんですか？」

　背後から両りよう腕うでを回して、ぴったりと千紘の背中を自分の胸に引き寄せた日比谷は、その問いに短く唸うなる。

　しばらくして、千紘の肩かたに頰ほおを寄せてきた日比谷が、言葉を選ぶような調子で口を開いた。

「お前の匂いは温かいんだ。近くに存在を感じられるだけで、すごく気持ちが落ち着いて、ずっと傍そばにいて欲しくなる」

「……」

　なんだ、それは。

　まさかそんな答えが返ってくるとは思わなくて、千紘は自分の顔が急に熱く火ほ照てり出すのを感じた。なんと言葉を返したら良いのか分からなくて、千紘はただ黙だまったまま、胸に溜たまった息を長く吐はき出した。

「日比谷さん」

「嗅いでないぞ」

「まだ何も言ってないですよ。……そうじゃなくて。あんまり、そういうこと考えなしに他人に言わないほうが良いですよ」

「どういう意味だ？」

「女の子とか…そういうの聞いたら、その…多分、色々勘かん違ちがいするんじゃないかと思います。───日比谷さん、匂い魔まなところはともかく、他ほかはまぁ…良いじゃないですか？」

　自分でも何を言っているかよく分からなくなってきて、最後のほうはもう、なんとなく情けない感じで口をもごもごと言わせていた。

　それでも日比谷はしっかりと末まつ端たんまで千紘の言葉を聞きとっていたらしく、僅わずかに小首を傾かしげる。

「お前は？」

「え？　いや…、俺はだって男じゃないですか」

　何言ってるんですか、と少しだけ図星だったことを隠かくすような淡あわい笑えみを浮かべてみせた。

「俺は好きなら性別なんて気にならない。───それに、前にもお前に言ったはずだ」

「え…」

　急にひそめられた声に、少しだけ後ろを振ふり返る。

　千紘の腰に回っていた日比谷の手が、手て持もち無ぶ沙さ汰たに前で組まれていた千紘の掌を割って、その片方の手を握にぎってきた。

　見返した瞳ひとみは静かだった。けれど、その奥に確かに燻くすぶっている情熱の存在を見つける。

「つき合って欲しい──って」

　ごくりと生なま唾つばを吞のむ。

「あ…あれ、本気だったんですか……？」

「俺はいつでも本気だ」

　怪け訝げんに眉まゆを押し曲げて、むすりと唇くちびるを真一文字に引き結んだ日比谷をまじまじと見つめ返す。

　全身が急激に熱を帯びてきて、胸が早はや鐘がねを打ちはじめた。

「に…匂いが好きなだけじゃなかったんですか……？」

「匂いも好きだ」

「……」

　やはりそこは外せない要素なわけだ。

　だが『匂いも』というならば、一応根本には『千紘のことも』好きという気持ちもちゃんとあるとも考えられるわけで。

（……でも、これは告白としてアリなのか？）

　じっと、真意を見み極きわめるように、千紘は日比谷の目の中を覗のぞき込む。

「───本当にそう思ってるんですか？」

「ああ。お前が好きだ」

　真しん剣けんな顔で、はっきりと告げられた言葉に、息を詰つめる。急に恥はずかしくなって、ふいと顔を逸そらす。

「で…でも、あのときは俺の匂いで正気がどうのって…。だからつき合ってくれって、言ってましたよね……？」

　言うと、日比谷は動じた様子もなく、「ああ」とそのときのことを思い出したように頷いた。

「まぁ、その告白自体には偽いつわりはないぞ。実際、俺の生きていく上での物事の基準はそこが大部分を占しめているし、そもそも好きな相手の匂いが嫌きらいなわけがないからな」

「はぁ…」

　分かるような、分からないような。そんな理論を自信満々に宣言されたところで、なんと反応したら良いのか分からないことに、変わりはないのだが。

　そして生まれて初めて同性から告白されるという状じよう況きようにも、純じゆん粋すいに困こん惑わくしていた。

　それでも。

（本当なのかな。日比谷さんが、俺を好きって……）

　不思議と心臓が高く脈打ち出す理由は、少しだけ日比谷の告白をくすぐったく感じているからかもしれない。

「……友野？」

　急に日比谷の腕の中から立ち上がった千紘の動きに合わせるように、日比谷の視線が追いかけてきた。

「でも俺は、同性同士でつき合うなんて、今まで考えたこともないです……」

　空いている日比谷の隣となりに座り直して、ぽつりと呟いた。

「…嫌いやか？」

「嫌…っていうか、想像がつきません」

　他人に好意を向けてもらえることは、性別を問わず嬉うれしいことだ。つき合うかどうかを別にしても、好かれて嫌だなんて思うわけがない。

　だけど───。

「よく…分からないんです。その、そもそも恋れん愛あいとかつき合うとか自体……」

　恋愛経験が全くないわけではない。キスもそれ以上のこともはじめてだとは言わない。

　けれど、基本的には独りでも平気だった。

　それは千紘だって、無む性しように独りでいることが寂さびしく感じられるときがある。そういうとき身近に誰だれかの存在を確かく認にんできることは嬉しいし安心できたが、それでも普ふ段だんは日常の中に友人や話し相手がいればそれだけで充じゆう分ぶんだった。

　就職してからは忙いそがしさにかまけて、いっそう恋愛することに対して淡たん白ぱくになっていた。

　そんな現状を改めて振り返ってみれば、今までこれといって浮ういた噂うわさもなく過ごしてきた自分は、元々『恋愛する』ということにあまり興味がなかったのだと思う。

　千紘は膝ひざに置いた手をぎゅっと握り締しめた。

　だが、この異様なまでの胸の高鳴りはなんだろう。他人に求められる感覚がいやにくすぐったくて困る。

「でもっ、仮につ…つき合うとしても、俺たち色々順序を間ま違ちがえてると思うんですよね！」

「『順序』？」

「順序、です。……その、だって普ふ通つうはいきなりつき合ったりしないと思うし。…ていうか、ほら……」

「お前自身のことなら、先日隅すみ々ずみまで見させてもらったが？」

「違ちがうッ!!」

　真顔でしれっと言う日比谷に、嚙かみつくように怒ど鳴なりつける。

　どうして、そういう恥ずかしい記き憶おくを平気で思い出させるようなことを言うのだ。

「そうじゃなくて。俺は、日比谷さんについてあんまり知らないし……」

「俺について？」

「そう。好きなものとか、嫌いなものとか、今までどこで何をしてきたのか…とか。休日は何して過ごしてるのか、自分と趣しゆ味みが合うのか、とか。こう…もっとプライベートな顔を見たりしたいっていうか！　でも──普通、そういうこと色々知ったうえだから、『ああ、この人とだったら…』とかっていう判断ができるようになるんじゃないですか？」

「そういうものなのか……？」

「少なくとも、俺はそう思っています」

　今まで日比谷がどんな基準で他人とつき合ってきたのかは知らないが、千紘の考えはそうだ。

　日比谷は、難問を前にしているときのような険しい顔をして、口を閉とざした。

「────だったら、たとえばどうしたらいい？」

「え？」

「俺は今まで、誰かとつき合う上で、そういうことを気にしてきたことがない。でも、お前が違うと言うなら、俺だってお前に好かれる努力をしたいと思う」

　持ち上がってきた日比谷の深い色をした眼まな差ざしに、心が搦からめ捕とられそうになる。

　緩ゆるく小首を傾げながら、尋たずねられた。

「だから、お前が教えてくれないか？　その方法を」
















（それで…なんで日比谷さんと出で掛かけることになってるんだっけ……？）

　繁はん華か街がいの映画館の傍そばに建つ、待ち合わせに最適なモニュメントの前で、千紘はまさにお出掛け日和びよりと言わんばかりに晴れ渡わたった初夏の青空を遠い眼差しで眺ながめていた。

　事の発ほつ端たんは、つい先日家に招待したばかりの日比谷に「好きだ」と告白されたことからだった。

　相手についてよく知りもしないうちから、つき合うなんて想像できないと言った千紘に、好かれる努力をしたいから、と日比谷がその方法を訊きいてきた。

　自分から言っておきながら情けないが、具体的には千紘もすぐには思いつかなかった。

　だが、『相手のプライベートを知る』ということから連想して、なんとなく「一いつ緒しよに出掛けてみたり…？」と呟つぶやいてしまい、今日の外出が決まったというわけだ。

　肩かたから斜ななめ掛がけしたボディバッグのヒモを両手で弄もてあそびながら、千紘は小さく溜ため息いきをついた。

「今日、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　別に、日比谷と休日に会うことが嫌なわけではないが、日比谷と出掛けるということに妙みようなハードルの高さを感じてしまって、不安だった。

　何よりこの外出は、ただ友人と休日に出掛けるのとは全くわけが違っている。

　少なくとも日比谷はそのはずだ。

　千紘だって、日比谷の気持ちを知った上でこのように誘さそいに応じている以上、多少なりとそういう意識で来ている。

（そもそも、アレだよ。一日中日比谷さんといるってことは、一日中セクハラされ放題ということと同義なわけで……）

「はぁ～～」

　今度は盛大に溜息をついて、太陽に熱せられた天然石のモニュメントに寄りかかった。

　不安だ。もの凄すごく不安だ。

「……ていうか、日比谷さん遅おそくないか？」

　腕うで時ど計けいで時間を確認して、唇くちびるを尖とがらせた。

　約束の時間からはとっくに二十分は経たっている。とはいえ、そのうち十分は電車の遅ち延えんのために千紘が遅ち刻こくした分だったが、そのことはメールで知らせてある。

　分かった、と返信が来ていたので当然待っているものと思っていたが、いざ到とう着ちやくしてみれば日比谷の姿はどこにもなかった。

「なんだよ…。自分だって遅おくれるなら言ってくれればいいのに」

　やはり、こういうところは仕事のつき合いだけでは分からないところだ。

　浅い息をつきながら、きょろきょろと辺りを見回してみる。

「連れん絡らくしてみるか……」

　いつまで待っていればいいのかも分からないし、このままでは観みる予定にしていた映画の時間にも遅れてしまう。

　そうやって、千紘が七分丈たけのパンツのポケットから携けい帯たいを抜ぬき出したとき、ちょうど背後から肩を叩たたかれた。

「ちょ…、日比谷さん？　遅刻するなら遅刻するでちゃんと言って───、あ」

　振ふり返ったとき、そこにいた見知らぬ男に絶句する。

「こんにちはー。ちょっと時間ないかな？　少し話するだけでいいんだけど。あ、自分タレント事務所の人間でぇ、どうかな？　テレビとかＤＶＤとか出たりするのって興味ない？」

「え、あの…」

「あっ、ごめんね。こんなところで話っていうのも違うよねぇ。大丈夫？　疲つかれてない？　奢おごるからさ、向こうで何か飲みながら話そうよ」

　明るい茶色にブリーチした髪かみが眩まぶしい、全体的にだぼりとした格好の男が、不自然なくらいにこにこした笑え顔がおで話しかけてくる。

「若いよね。大学生？　もしかして、高校生だったりする？　君絶対売れるよ～。俺、こう見えても、かなり見る目はあるんだよね」

　ＤＶＤってなんだ。何で売れると言うのだ。内容はとてもじゃないが聞きたくなかった。

「いや、あの、すみません…、ちょっと…───」

　こちらに口を挟はさむ隙すきを与あたえず、マシンガントークで絡んでくる男に困こん惑わくする。

　絶対について行ってはいけない系のキャッチセールスだ。厄やつ介かいな相手に捕つかまってしまったとは分かったが、どう対処したらいいのか分からなくて、ただ後あと退ずさることしかできなかった。

「お金とか全然かからないから！　とりあえず話だけ！　ねっ！」

　男に肩をがっちりと摑つかまえられて、鳥とり肌はだが立つ。男のキンキンと耳に響ひびく声も不ふ愉ゆ快かいで、ついに我が慢まんしきれず、千紘は声を上げようと口を開きかけた。

「おいこら、何勝手にヒトの連れに手ェ出してんだ。さっさと失うせないと、警察呼ぶぞ」

（えっ？）

　そのとき、千紘の肩を摑んでいた男の手が、悲ひ愴そう感に満ちた涙なみだ声ごえとともに離はなれていく。

　その腕うでを捻ひねり上げている第三者の手が見えて、その先を目で追って持ち主を探さぐった。

　そこにはようやく現れた、本来の待ち人である日比谷が、能面のような顔でキャッチセールスの男を見下しながら立っていた。　>>>♥

「日比谷さん……！」

　───か？　と本来なら見まごうはずのない容姿の日比谷だが、それでも一いつ瞬しゆん困こん惑わくを覚えるぐらいには、いつもより何十倍も洗練されて見える男の姿に瞠どう目もくした。

（髪かみ型がた…？　服装かな…？）

　いつもは整っている容姿と白衣のおかげでカムフラージュされているが、格好自体は、無む頓とん着ちやくともいえる頭に、ファッションなど微み塵じんも気にしていないラフな装いだ。

　それが今日はどういうわけなのか、髪は綺き麗れいに後ろに流され、服装はかっちりとしたジャケットを羽織りながらも、胸むな元もとを緩く開かせるレイヤード付きの黒のドレープカットソーとパンツでカジュアルシンプルにまとめてある。

　そんな元からある華はなやかさをいっそう引き立たせてみせる、いつもと感じの違ちがう装いをしている日比谷に、千紘は現状を忘れて思わず見み惚とれてしまっていた。

　だが一方で、日比谷のかけた圧力にすぐさま危険を察知したらしい男が、慌あわてて日比谷の手を振りほどいて逃にげ出していく。そこでようやく千紘は我に返った。

　その背中を見送っていた日比谷が、ぽつりと呟く。

「なんだ、あの変態は」

「……そのセリフ、日比谷さんにだけは言われたくないと思いますよ」

　無意識に突つっ込んでいると、ゆるゆると日比谷の怪け訝げんな眼差しが下りてきた。

　その不ふ機き嫌げんそうな顔つきに、思わずたじろぐ。そして、伸のびてきた日比谷の指先に、思いきり鼻を摘つままれた。

「お前は、助けてもらっておいてお礼の一つも言えないのか」

「…くぅ…っ」

　ギブアップだと日比谷の腕を叩いて訴うつたえると、やがて漏もらされたブラックな笑みとともに、千紘の鼻は解放された。

「───大丈夫だったか？」

　鼻について訊かれているなら、「俺はいつでも本気だ」と自身でのたまっていただけあって、文句なしに痛かった。けれど、さすがの千紘も、今そう切り返す勇気はなくて、素す直なおに頷うなずく。

「大丈夫です。…ありがとうございました。助かりました」

　千紘がぺこりと頭を下げると、日比谷が満足そうに目元を和やわらげて笑った。

　やはり日比谷に笑顔を向けられると、調子が狂くるう。そんな妙に気き恥はずかしい、甘ったるい気持ちを払ふつ拭しよくするように、千紘はわざと唇を尖らせて日比谷を上目に睨ねめつけた。

「それはそうと、日比谷さんだって遅刻するなら連絡の一つくらい入れてくださいよ」

　一本取るつもりで、「どうだ！」と日比谷を見上げると、数度まばたいた日比谷が「ああ…」と曖あい昧まいな頷きを漏らした。

「お前が遅れると聞いたから、先にチケットを買っておいたほうがいいかと思ったんだが……。そうだな、連絡は入れておくべきだった。すまなかったな」

　そう言って、今日観る予定になっていた洋画サスペンス映画のチケットを手にしている日比谷に、千紘は絶句した。どうやら日比谷はちゃんと、時間通りにここへ辿たどり着いていたらしい。

「あ…いえ。その…こちらこそ遅れてすみませんでした」

「友野？」

「うー…」

　やり込めるつもりが、逆に返り討うちに遭あう結果になってしまい、千紘は渋じゆう面めんを作って唸うなり声を上げた。

「何してるんだ？　早く行くぞ」

　促うながされて、大人しくそのあとに続く。

　上映まであと十分、という時間で映画館の中に入り、指定のシアターに向かう。

　中央の通路側沿いの指定席に腰こしを落ち着けて、千紘はバッグを外した。

「しかし、こうして改めて私服姿のお前を見ると、まだ学生ぐらいにしか見えないな」

「…ほっといてください」

　キャッチセールスの男と同じようなことを言われて、むっとする。

　まだ席から立ったままでいる日比谷を睨みつけると、喉のどの奥で小さく笑われた。

　頰ほおを張っていると、日比谷が苦く笑しよう気味に指の背でそこを撫なでてきた。

「冗じよう談だんだ。────それより、飲み物を買ってくる。何がいい？」

「え？　あっ…じゃあ俺も行きます！」

　バッグを取り上げて、財さい布ふを取り出すべく中をごそごそとしていると、押しとどめられた。

「別にいい。それよりも荷物を見ていてくれ」

「あ…はい。じゃあ、あの…コーラをお願いします」

「他ほかに欲しいものは？」

　優やさしげに瞳ひとみを細めた日比谷に見み惚とれながら、思わず「キャラメルポップコーン…」と呟つぶやいてはっとする。いつも映画のときはコーラとキャラメルポップコーンと決めているせいで、いつの間にか口を衝ついて出てきていたが、なんとなく、すごく子供っぽいものを頼たのんでしまったような気がして、千紘は慌てて「やっぱりポテトで！」と言い直した。

「分かった」

　頷いて踵きびすを返した日比谷を見送って、ほっと長い息をつく。

　なんだこれは。

（なんかすごくドキドキしてるんだけど……）

　変に高鳴る胸を押さえながら、千紘は汗あせばんだ掌てのひらを握にぎり締しめた。

　完全に日比谷に調子を狂わされている。

　何が原因なのか。髪型か？　格好か？───その違い和わ感かんを疑問に思いながら、千紘はシートに深く寄りかかった。

　それから日比谷が戻もどってきたのは、上映五分前のアナウンスが流れたときだった。

「あ。日比谷さん、お帰りなさい」

　千紘の横に腰かけた日比谷が、手にしていたドリンクなどを載のせたトレイを千紘のほうへと渡わたしてくれる。

「わざわざ、ありがとうございました……って、あれ？」

　千紘はトレイの上に載っている、予想外の存在に目を丸くする。

　キャラメルポップコーンだ。

　はっと日比谷に目を遣やると、不思議そうに小首を傾かしげられた。それはこっちがするべきポーズだ、と思いながら「あの…」と言葉を切り出した。

「これ…って、なんで」

「食べたかったんじゃないのか？　違うならポテトもあるぞ」

「いえ…好き、なんですけど……」

　そんな些さ細さいなことにも気づいてもらえて驚おどろいたのだ。

「でも、そっちの烏ウー龍ロン茶チヤは俺のだからな」

　緩ゆるい笑えみを浮うかべた日比谷に、また心臓が跳はねる。動どう揺ようを押し隠かくすように、慌てて「はい！」と応じながら、千紘は烏龍茶のカップを取り上げた。

　そのとき、急ぎ過ぎたせいで、肘ひじがキャラメルポップコーンの盛り上がりに当たり、山が崩くずれていく。

「わぁ…っ」

　トレイの上に弾はじけ飛び、いくつかは床ゆかに転げ落ちていった。

「す、すみません！　ごめんなさい、ごめんなさいっ……」

　日比谷以外の周囲にも頭を下げる。慌てて拾おうと立ち上がろうとしたが、膝ひざにトレイを置いてあることを思い出して座り直す。

「お前、何やってるんだよ」

「ご、ごめんなさい…っ」

　やれやれと言わんばかりに腰を上げた日比谷が、ポテトの下に敷しかれていた紙ナプキンを取り上げて床に屈かがみ込む。

「日比谷さん！」

　手早くキャラメルポップコーンの散らかりを片づけた日比谷の顔が上がる。かち合った瞳に、千紘は無む性しように泣きたい気分になった。

　何に泣きたくなったのかはよく分からないが、ものすごく心が混乱していた。

「──友野」

　隣となりの席に戻ってきた日比谷に柔やわらかく呼びかけられる。見返すと、悪戯いたずらっぽく笑われた。

　そのとき、急に館内が暗くなった。勢いよくはじまったＣＭのサウンドを聞きながら、それでもスクリーンの薄うす暗ぐらい光に照らし出された日比谷に握られた手に目が釘くぎ付づけになる。

　思わず抗こう議ぎの声を上げようと口を開きかけると、それより先に、弧こを描えがいて目を細めた日比谷が自分の唇くちびるに指を当てて「静かに」と合図をしてきた。

　それからどうしてか、千紘はそれを振ふりほどくこともできず、ただ自分の掌の汗ばみを感じながら、そっと唇を引き結んだ。










「面おも白しろかったですね…！　俺、最後まで誰だれが犯人なのか全く分からなかったんですけど、まさかあの女の人だったとは。だって真っ先に殺されたはずの人だったじゃないですか」

　レトロな雰ふん囲い気きが漂ただよう、足元が掘ほりごたつになった居酒屋の奥の座ざ敷しき席せきに腰かけながら、千紘は映画のことを話題にして、無む邪じや気きに笑った。

「だけど、結構お約束の展開じゃなかったか？　中ちゆう盤ばんくらいからそういう匂においはしてたぞ」

「えー？　そうですかぁ？」

　不満げに唇の先を尖とがらせた千紘は、メニューのドリンク欄らんに目を通しながら、小さく唸うなり声を上げる。

「うん。多分あれですよ、日比谷さんの勘かんがいいだけです！　というか日比谷さんの場合は鼻が利きく？　みたいな」

　メニューを下まで見終わって、結局、注文は最初の生ビールに落ち着く。それを指差しながら、千紘は日比谷の台詞せりふを断じた。

　小さく肩かたをすくませた日比谷が、店員を呼んでビールを二つ注文すると、こちらを向き直る。

「…お前、推理小説は何も考えずに読み進めていくタイプだろう」

「はい？」

　突とつ然ぜんなんの話だと怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめたが、明らかに褒ほめられていないことだけは分かった。

「推理小説は読まないタイプです！」

　切り返すと、「そうか」と喉の奥で日比谷が可笑おかしそうに笑った。

　そんな日比谷にふん、と息をつくと、千紘はテーブルに頰ほお杖づえをつく。

「というか日比谷さんって、なんで匂いフェチなんかになっちゃったんですか？」

「唐とう突とつになんだ？」

　日比谷が、メニューをめくりながら問い返してくる。

「いや、やっぱりそこだけが日比谷さんの残念なところだなって。他はパーフェクトなのに、ほんと可哀かわい想そうです…」

「……俺は別に、お前に憐あわれまれるほど自分の性せい癖へきを悲観してはいないんだがな。もっとも、なろうと思ってそうなったわけでもないが」

「そうなんですか？」

「そうだろう、普ふ通つうは」

　まあ、そういうものか。

　納なつ得とくして頷うなずきながら、日比谷に指先で小こ突づかれたメニューに目を落とす。

　目ぼしいものを指差しながら、お冷を口にする。

「ちなみに、それならどうして研究者になったんですか？　匂いが好きなら普ふ通つう匂いに関かかわる仕事につきませんか？」

　ふと生まれてきた疑問を口にすると、日比谷がメニューから顔を上げて小首を傾げた。

「お前の言う『好き』がどの程度のレベルで語られるべき話なのかは分からないが、俺にとって匂いとはすなわち人生そのものであって、一言で『好き』と言っても、その内情を語り出せば三日三晩かけても語り尽つくせないほど奥深い神秘的なものだ。俺に言わせれば匂いというのはまさに宇宙規模で語られるべきものであり、それはまるで───」

「あー、日比谷さん。───おっけいです。ありがとうございました」

「……」

　今からが本番だったと言わんばかりの不満げな表情を浮かべている日比谷には悪いが、宇宙規模でのめり込まれてはとてもついていけそうにない話だと判断した千紘は、すんでのところで強制終しゆう了りようをかけた。

「まぁ、要するに匂いを愛することは俺にとって、息をすることと同じくらい自然なことで、いわゆる『当たり前』のことだ。だから、何か物事をしようと思い立ったとき、いちいちそのことを意識したりしない。だから仕事を選ぶうえで、匂いは関係ない。研究者になろうと思ったのは別の理由からだ」

「別の理由……？」

　頷いた日比谷にまばたく。

「言ってしまえば、何かを科学したり化学したり、ただ単純に研究や実験するのが好きだったってだけの話だ」

「…？」

　言葉をうまく解しきれなかったと小首を傾げる千紘に、日比谷が悪戯っぽい笑みを浮かべた。

「…俺は小学二年から中学中盤の時期まで親の仕事の都合でアメリカに暮らしていてな」

　さりげなく目線でこちらを窺うかがってくる日比谷に「知っています」と示すように頷いた。

「急な親の転勤で今までの交友関係が全すべて切られて、突然放り込まれた現地校では言葉やしきたりがまるで分からず。最も早はや友人作りに精を出す気力もなくて……」

「いや、そこは頑がん張ばりましょうよ」

「…。まぁとにかく、そんな具合にやさぐれて自分の内に籠こもるようになっていたものだから、毎日が退たい屈くつでな。そんなときだ。近所に住むカタコトの日本語を喋しやべる、変な爺じいさんに会った」

「誰ですか？」

　思わず笑いながら先を促うながすと、日比谷が小さく肩をすくませた。

「自じ称しよう天才科学者。色々教えてもらったが、今なら分かる。俺が爺さんから習ったことは七割方適当なことだった」

「なんなんですか、それ。…でも、『色々教えてもらった』ってことは日比谷さん、そのお爺さんと仲が良かったってことですよね？」

「……まぁ、暇ひまだったしな。よく爺さんの家には遊びに行ってた。手伝わされた実験の成功率はさておき、文字とか言葉も教えてくれたからな。当時の自分の状じよう況きようから考えれば、楽しかったといえば楽しかった」

「なんだか捻ひねくれた言い方ですね」

　揶揄からかうようにくつくつと笑う。日比谷の様子がまるで子供みたいで可笑しかった。

　日比谷が憮ぶ然ぜんと目を眇すがめてみせたのを見て、今度は声を立てて笑った。

「それはそうと…。ということは、残りの三割で教えてもらったのは勉強ということですか」

　笑いの余よ韻いんを引きずりながら尋たずねると、日比谷が「いや」と首を振る。思わず零こぼれてきたというような笑えみを浮うかべた日比谷に、千紘は目をしばたたかせた。

「それもだが、相手は〝天才科学者〟だからな。そこは研究の魅み力りよくじゃないと噓うそだろう」

「研究の…魅力、ですか」

　そう語る日比谷が楽しそうにしているのを見て、意外な感かん慨がいを覚えながら相あい槌づちを打つ。

「研究することの意味は、自らの価値観を多くの相手に納得できるものに還かん元げんしていくことだ。そのうちの科学には必ず論理的な法則性があって、そこには誰がやっても変わらない一定の再現性がある。化ばけ学がくには全く関係のないものを組み合わせて、新しいものを生み出すことができるという可能性がある。俺はその科学の潔いさぎよさも、化学の希望もどちらも魅力に思えた」

　日比谷が当時を思い出すように遠い眼まな差ざしをして、ふわりと笑う。

　魅力だと語る、これまで目にしたことのない日比谷の綻ほころんだ表情に、なぜか胸が締しめつけられた。

「その魅力にはまったときは、学ぶことが楽しかったし、知ることに没ぼつ頭とうした。どうしてこれはこうなるのか、この仕組みを他ほかでどう生かしていけるのか…、対象はなんでも良かったんだ。爺さんも研究する分野は人間の興味があるところ全てに広がるものだと教えてくれたしな」

　匂い以外のことで、こんなにも瞳ひとみを輝かがやかせて語る日比谷に、月並みだが、単純に「ああ…この人本当に研究が好きなんだな」と思えた。

　そしてふと思ったのが、匂いに関しても然しかり。研究に関しても然り。良くも悪くも、日比谷という男はこれだと決めたものには、ただひたすら一いち途ずになれる人間なのだろう。

「それに、研究をするということは世界を広く見ることができる」

「どういうことですか……？」

　日比谷の言う意味が良く分からなくて、小首を傾かしげると、緩ゆるく微笑ほほえまれた。

「全ての物事には多面性があるってことだ。一つの事こと柄がらでも見る角度によって、その都度違ちがう答えが出る。そういうのを考察しながら見るのが面白い」

　それは、まさしく研究者的な思考なのだろうな…と思いながら、千紘は理解できるようなできないような、そんな話に頷いた。

「まぁ…それはお前にも当てはまる話だが」

「え？」

「こっちの話だ」

「？」

　意味深な言葉を呟つぶやいて笑った日比谷に小首を傾げる。

　けれど、物事を多角度から見ることができる日比谷だからこそ、いつも寛かん容ような態度でいられるのかもしれない。

（結局…俺がどういう悪態をついても、怒おこったことなんてないしな）

　付け合わせの野菜と生ビールのジョッキを二つ運んできた女性店員に料理の注文をしている日比谷を眺ながめながら、胸の内に溜たまった空気をそっと吐はき出した。

　日比谷の注文を受けながら、ほんの少し頰ほおを赤らめて日比谷を見ている女性店員の姿に気がついて、日比谷は本当に見た目だけはどこまでも罪作りな男だと思った。

（騙だまされたら駄だ目めだぞ。この人、見た目は良いけど、素すのときはほんとに変態なんだから……）

　さりげなくモノローグで日比谷に見み惚とれている女性店員へ忠告を投げかけながら、ふと自分の台詞せりふに違い和わ感かんを覚えた。

（…あれ？）

　映画館で抱いだいた違和感と同じものだ。さっきから、一体なんだというのだ。

「ところで、お前こそどうしてあの会社に入ったんだ？」

「えっ？」

　急に自分の世界から引き戻もどされ、千紘は大きく目をしばたたかせる。

　けれど、それを日比谷は別の意味で捉とらえたらしく、少し気まずげに顔を歪ゆがめると、ふいと目を逸そらしてしまった。

「日比谷さん……？」

「なんだ…まぁ、あまり他人のプライベートを気にしたことがないとは言ったが…なるほど。好きな相手について知れるのは確かに嬉うれしいものだと思ってな」

　言われた意味をしばし頭の中で吟ぎん味みして、気づいた瞬しゆん間かん、千紘は頰を赤く染めた。

「な、に言ってるんですか…っ」

　乾かん杯ぱいもしないうちからビールのジョッキに口をつけて、ごくごくと飲み下していく。

　そのうち注文していた料理が運ばれてきて、千紘もようやく動どう揺ようを治め、関心をそちらへと移した。

　いただきます、と手を合わせて形だけの乾杯をしてから、料理に箸はしを伸のばす。

　千紘が牛筋煮に込こみを頰ほお張ばっているとき、いつの間にか話題はさきほどの千紘の入社動機に戻っていた。

「俺は、人の笑顔が見られる仕事がいいなぁ…って、それだけなんですけど。でもそう思ったきっかけは、妹でした」

「妹がいるのか」

「はい。三歳年下の。今はまだ大学生です」

　僅わずかに目を見開いた日比谷に、小さく笑んで頷うなずく。

「もう随ずい分ぶん昔になるんですけど、妹が中学生の頃ころにダイエットをこじらせて拒きよ食しよく症しようぎみになったことがあったんです。ほんと何してるんだ、って感じだったんですけど。親はそんな妹を怒おこるし、無理にご飯を食べさせようとするしで、妹も自分を太らせようとするとか言い出して意固地になって断食を続けて…。それで、とにかくもう収しゆう拾しゆうがつかなくなっちゃって。でも、確かに妹のあまりの瘦やせ方にこっちも心配だったので、一応サプリメントとか買って渡わたしてみたんですよ。健康が心配だからって」

「へぇ…それで？」

「そしたら、それを受け取った瞬間わんわん泣き出しちゃって。本当は自分でもまずいのかもって思ってたみたいなんですけど、どこで踏ふん切りつけてやめていいのか分からなくなってたそうなんです。でもそのときに妹が『お兄ちゃん、ありがとう』ってすごく嬉しそうに笑ってくれて。なんとなく、そのときのことが印象深くて、栄養補助食品にも人を笑顔にする可能性があるのかもなぁ…って。そう思っていたら、気がつけば製薬会社に入っていました」

　箸先で蕩とろける牛筋を割って、口に運ぶ。コクのある甘やかな味わいが、舌の上いっぱいに広がって、口の中が幸せな状態になった。

　千紘の話を黙だまって聞いていた日比谷は、感慨深そうに何度か大きく頷いて止まっていた箸を再開させた。

「しかし、それはただお前の優やさしさにほだされただけなんじゃないかとも思えるけどな」

「そう…ですか？　でも、サプリメントとかって薬じゃないし食事じゃないしって…すごく曖あい昧まいな立場ですけど、食品としてはすごくハードルが低くないですか？　実際にそういうものを頼たよりにしてくれているお客様は多いと思うんです。だから、やりがいをすごく感じてますし、今任せてもらっている企き画かくも、俄が然ぜんやる気なんです。俺は」

　力拳こぶしを握にぎって、にっこりと日比谷に笑いかける。

「そうか」

　千紘に応こたえて、日比谷もふっと笑みを零した。

　一通り話し終えて、食事に集中する。

　千紘は自分で注文した赤貝の炙あぶり串ぐしに手を伸ばして、箸で支えながら三つ連なる赤貝から串を抜ぬき取った。

「ん！　これ美味おいしいですよ」

　そのうちの一つを口に運んで、塩味がよく利きいた、こりこりとした食感を舌の上で楽しむ。

「日比谷さんも一ついかがですか？」

　頰を弛ゆるませて、赤貝の皿を日比谷に差し出す。そのとき、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするように動きを止めたように見えた日比谷にまばたく。

「あ…もしかして、日比谷さん赤貝って嫌きらいでしたか……？」

　日比谷が、僅かに眉み間けんを寄せた。

「嫌い…ではないが、あまり得意じゃないな。あのどうにもゴムみたいな食感があまり好きじゃなくて。食べられないことはないんだが……」

　千紘は無言で目を瞠みはらせる。

　日比谷にも苦手なものがあるのかと思えば、何かもの凄すごく新しん鮮せんだった。

「まぁ、分からないではないですけど。でも一いつ緒しよに食べられないなら頼たのまなかったのに……」

「でもお前は好きなんだろう？　だったら気にせずに好きなものを頼めばいい」

　そう言いながら、綺き麗れいな箸使いで赤貝を口に運んでいった日比谷に感心する。

（もしかして、今の一口は俺に気を遣つかってくれたのかな……？）

　そうだったなら、申し訳ないような嬉しいような───そんなくすぐったい気分だった。

「意外でした。日比谷さんにも苦手なものがあるんですね」

　言うと、日比谷が小さく肩かたをすくませた。

「実は玉ねぎも苦手だったりするんだけどな。あれもぬめった舌した触ざわりが好きじゃないんだ」

「うわっ、なんかすごく意外なものが挙がってきた！　へぇ…そうなんですか。それで？　あとは何が苦手なんですか？」

　大おお袈げ裟さに身を乗り出すと、日比谷がふっと笑って、ジョッキの縁ふちに唇くちびるを寄せた。

「そんなに俺の弱点ばかり聞いてどうするつもりなんだ？　お前」

「んー、対日比谷さんのセクハラ防止グッズでも考案しようかと」

「友野はそれより、新商品になるサプリメントの販はん促そく企き画かくでも考えるべきだな」

「うわ、今日は仕事の話は抜きですよ」

　拗すねた顔で返すと、日比谷がまた笑った。

　そんな表情に気づくと、やはり日比谷の笑っているところを見るのは好きだと思えた。

　目を細められると柔やわらかさが生まれ、少しだけ表情に甘さが滲にじむ。それが千紘には嬉しかった。

　それからひとしきり笑い終えて、ふっと日比谷が浅い息をついた。

「────あとは、そうだな。狭せまいところが苦手だ」

「え？　狭い…ところ？」

　一番予想外な答えが飛び出してきて、千紘は反応するのが遅おくれてしまった。

「閉所恐きよう怖ふ症しよう……とかいうやつですか？」

「自分ではそこまで深刻なものだとは思ってないんだけどな。別に暗いところが苦手だとか、乗り物が無理ということもないからな。ただ、長時間狭い場所に固定されると気分が悪くなってくるって話だ」

「いやいやいや、それは深刻ですよ」

（もしかして一人暮らしであんな無む駄だに広い部屋に住んでるのも、そういう理由なのかな……）

「じゃあ…高層ビルとかのぼるときとかエレベーターが使えなくて大変じゃないですか？　そういうときはどうやって？」

　千紘も今まで、そういう体質の人と遭そう遇ぐうしたことがないわけではなかった。友人にも閉所恐怖症がいるし、随分昔にも、高層デパートのエレベーターの中でうずくまっている人を見たことがある。どちらにせよ、彼らにとってエレベーターという個室は、本人たちに大変な苦く悩のうを与あたえる代しろ物ものなのだと感じたことを覚えている。

　そして日比谷も言う。

「使えないわけじゃない。使わなくていい場面なら、使わないけどな。でも別に五分程度のことなら大したことはないから、何十階と上まで行かなければいけない場合は、普ふ通つうに使うぞ」

「そうなんですか…」

　話に夢中で、気づけば休めていた箸を持ち直す。

「でも、一体どうしてそんなふうになったんですか？」

　尋たずねると、日比谷は小さく肩をすくませただけだった。

「これといったきっかけはないんだ。気がついたら昔からそうだった。狭いところに入ってしばらくすると息苦しくなってきて、頻ひん発ぱつするからそうだと気づいたってだけだ。だから、自分ではそれほど深刻だとは捉とらえきれてない」

「そう…なんですか」

　頷きながら、皿の片かた隅すみにぽつりと取り残された最後の赤貝を口に運んだ。

　なんて声をかければいいか分からなかった。ただ日比谷の知らない面に触ふれられたことは、少しばかり千紘を嬉うれしくさせた。

　それから色々な話題を交かわしながら、舌した鼓つづみを打って美味しい料理を堪たん能のうした。

　会計をするとき、ふと見上げた店内の時計で、入店してから軽く二時間以上が経たってしまっていたことに気がついた。

　ほろ酔よいの心ここ地ち好よい気分で外に出ると、気温は昼間よりも幾いく分ぶんも涼すずしくなっていた。

　火ほ照てった頰ほおに当たる夜風が随分と気持ち良く感じられる。

「今日は、ありがとうございました」

「ん？」

　千紘たちは、居酒屋から出ると、少し歩いたところにある人ひと影かげのない大型公園に入った。

　ここの遊歩道を抜ければ、駅まではすぐだ。

　けれど、このまま一人の部屋に帰るのは、少しだけ寂さびしい気がした。

「楽しかったです」

　素す直なおにそんな感想が出てきたのは、きっとジョッキ三杯ばい分のアルコールのせいだろう。

　千紘は深い思し慮りよもなく、ただどうすればもう少し帰らないでいてもらえるだろうかと、公園の道を形作る低いブロックに上がり込みながら考えた。

「危ないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。俺、あんまり運動神経いいほうじゃなかったですけど、器械体操系はわりと得意でした───って、アレ…？」

　答えながら、平均台感覚で一歩前に足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、目の前の景色が大きく揺ゆれた。

「……だから、危ないって言っただろう。それと少し飲みすぎだ」

　背中に当たった柔らかな衝しよう撃げきに、そっと顔を上げる。

　後ろから受けとめてくれた日比谷が、少しだけ眉まゆを顰ひそめて千紘を見下ろしてきていた。

　その静かな眼まな差ざしに、やがて胸がざわめき出す。落ち着かない。

　だがそのとき、日比谷が低く唸うなり声を上げたかと思うと、急に辛しん抱ぼう堪たまらなくなったという顔をして、きつく千紘を抱だき締しめてきた。

「ちょ…っ、日比谷さんっ？」

「～～～うるさい…。ひとが我が慢まんしてるのをいいことに、お前が無防備にひとを誘さそうような甘ったるい匂においを撒まき散らしてるからいけないんだ」

「はぁ？」

　なんだその、悪質クレーマーもびっくりな無む茶ちや苦く茶ちやな苦情は。

「ちょっ…どこに鼻すり寄せてきてんですかっ！　そこ脇わき…っ」

「黙だまれ。大人しく嗅かがせろ」

　問答無用に、前に回した腕うでで千紘のことをがんじがらめにして、首やら脇やらと鼻を近づけてくる日比谷に、笑いながら手足をじたばたとさせた。

「うあ、ヤダこの人！　ちょ…ばか、変態！　おまわりさーんっ」

「バカ、シャレになんない相手を呼ぶな！」

「どっちがシャレにならないことしてるんですか！　おまわ…っ───」

　もう一度、市民の味方の名前を呼ぼうとすると、すかさず日比谷の大きな手で口を塞ふさがれた。

　しばらくその悶もん着ちやくを続けて、そんなやり取りに飽あきた頃ころ、どちらともなく笑いながら身を離はなした。

　いい歳をした男が二人、くだらないことで騒さわぎすぎて疲つかれたなんて、そんな状じよう況きようだけでも可笑おかしかった。

　笑いの余よ韻いんを引きずりつつ、千紘は肩で息いきをしながら、近くのベンチに座り込む。

　そして、今日一日感じ続けた『違い和わ感かん』の正体に気がつき、ほっとして気を抜ぬかせた。

「日比谷さんって今日、俺にセクハラするの我慢してたんですよね」

　いつもと違ちがって、どこまでも紳しん士し的な日比谷に戸と惑まどってしまっていたのだ。

「しかも、無駄に優やさしかったし……」

　変態じゃない日比谷に戸惑ってしまうというのもどうなのだ、と自分で自分に突つっ込こみを入れたが、もやもやしたものが晴れて気分はすっきりとしていた。

「下心でいっぱいだったからな」

　ベンチに座り込む千紘の前に立った日比谷が真顔でそう言うのを聞いて、思わず笑う。

「それで？」

　日比谷が、千紘の目線に合わせて屈かがみ込んでくる。

　公園に立ち並ぶ外灯の光で陰いん影えいが際きわ立だつ日比谷の端たん整せいな顔を見下ろしながら、千紘はとぼけたように小首を傾かしげた。

「俺とつき合う想像を、少しはできるようになったのか？」

　ゆっくりと伸のびてきた両手に、髪かみを撫なで梳すかれる。やがて下りてきた掌てのひらに、頰を固定された。

　答えを求めるように真しん摯しに見つめてくる日比谷の瞳ひとみに、無む性しように切なくなる。

　そんな気き恥はずかしさを隠かくすように睫まつ毛げを伏ふせて、右往左往と視線を彷徨さまよわせる。

「───俺には、いつもの変態なくらいの日比谷さんがちょうどいいことは分かりました」

　ぽつりと呟つぶやくと、その刹せつ那な、日比谷に唇を奪うばわれていた。突とつ然ぜん下から掬すくい上げるように寄せられた唇くちびるに驚おどろきながら、けれどただ押しつけられるだけの優しい口づけを、やがて千紘は目ま蓋ぶたを伏せて受け入れていた。










　気持ちはまだふわふわとしたままだったが、日比谷の家に辿たどり着くまでの時間に少しだけ頭が冴さえてきていた。

「友野」

　背後で閉まる玄げん関かんのドアの音を耳に収めながら、呼びかけてきた日比谷の声にびくりと肩かたを震ふるわせる。

　こんなところまで来てしまったが、今から自分たちがしようとしていることについて、理解できていないわけじゃない。そういうつもりで連れてこられたのだと思えば、少し短たん絡らく的に行動しすぎてしまったのではないかという気がした。

　靴くつも脱ぬがずに玄関で立ち尽つくしていると、先に部屋に上がっていた日比谷が、ゆっくりとこちらに戻もどってきた。

「…嫌いやか？」

　そっと背中に回ってきた腕が、千紘を日比谷の胸に引き寄せてくる。

　真綿で包むような優しい抱ほう擁ように、思わずうっとりとした気持ちになった。

「お前が嫌ならしない。お前は、簡単にこういうことを許せないと言っていたからな……」

　そう言いながら、日比谷にこめかみや目蓋にキスを落とされ、妙みように全身が甘く戦慄わなないた。

「嫌…っていうか」

「『いうか』…？」

　戸惑うのは、この腕の中が無性に心地好いと感じてしまうこと。できれば、このまま温ぬくもりを感じ続けていたいと思ってしまっていること。

「あの…、いいのかなって……」

　ぽつりと呟くと、頭一つ分の隙すき間まを空けて、日比谷が千紘から身を離した。

「……色々分からなくて、怖こわいんです」

　顔を真っ赤に染めて白状すると、日比谷が僅わずかに目を瞠みはらせた。居い心ごこ地ち悪く日比谷を見上げると、やがてその表情に、はにかんだ笑えみが浮うかんでくる。腰こしを曲げて身を屈めた日比谷が、その鼻先を千紘の胸にすり寄せてきた。

「友野は可愛かわいいな」

「…はい？」

　目め尻じりを甘やかに垂らし、慈いつくしみに満ちた瞳が千紘を映す。次の瞬間には腕を摑つかまれ、そのまま玄関に引き上げられていて、千紘は慌あわてて靴を脱ぎ捨てた。

「ちょ…っ、日比谷さん、な───んっ…」

　文句を口にしようと開いた唇に、日比谷の唇が押しつけられる。さらにその隙間を割って、咥こう内ないに肉厚の舌が忍しのび込んできた。

　軽く舌先を絡からめ、何度も角度を変えて奪われる。

　ん…、と苦しげに千紘が呻うめくと、ようやく日比谷が離れていった。

　何度も深い呼吸を繰くり返し、言葉を発することもできずに、濡ぬれた日比谷の唇を見つめていた。

「大切にする。怖くなんてしない。……俺を信じてくれ」

　そう言って再び唇を奪われる。貪むさぼるような、それでも決して荒あらいわけじゃない口づけに、次し第だいに頭の中が白くぼやけてくる。

（きもちいい……）

　随ずい分ぶんと長いキスを終えて、日比谷にベッドルームまで導かれた。

　一度は踏み込んだことがある部屋のはずだ。けれど、そのときは薬のせいで記き憶おくが曖あい昧まいで、意識して見るのは今日がはじめてだった。

　入ったときから、日比谷らしい部屋だと思った。照明とナイトチェストと、ダブルのベッド。ゆったりと空間をとった、余計なものが何も置いていないモノクロを基調にしたシンプルな内装だ。

（狭せまいの苦手って言ってたけど…俺がいても平気？　狭く感じない……？）

　そんなことを訊きいてみたくなったが、一秒後にはすぐにそんな思考は白い靄もやの中に溶とけて消えていってしまった。

　頭を沈しずませた枕まくらが柔やわらかくて、心ここ地ち好よかった。

　いいのかな…と未いまだに頭の片かた隅すみで戸惑いながら、着ていた上着を脱がされるのを助けながら、千紘は日比谷の背中に手を回す。

「あの、日比谷さんも…、脱いで？」

　気がついたら口を衝ついて出ていた言葉に、自分の本音を認めた。

　小さく頷うなずいた日比谷が、千紘に乗り上げたまま、ベッド下にシャツを脱ぎ捨てる。

　日比谷の引き締しまった胸むな板いたを見て、千紘はごくりと喉のどを鳴らした。

　どうやら着やせをするタイプらしい。意外にも逞たくましい身体からだは、無む駄だな肉はどこにもついておらず、むしろあてられそうなほどに色気があった。

　そっとそこに指を這はわせると、日比谷が小さく笑みを零こぼした。

「ぅ…ン───」

　千紘に折り重なるように身を屈めてきた日比谷が、千紘の胸元に唇を落とす。

「なぁ…『千紘』って呼んでいいか？」

「───ぇ…？　うん…いいですけど」

　突然どうしたのだろうと思ったが、了りよう承しようを得た日比谷が嬉うれしそうな顔をするので、千紘は何も言わなかった。

　だが、千紘がそんなことを考えているうちに、日比谷の唇が横に向かって移動していく。

「ゃ…、な…んっ、ひびやさ……」

　次の瞬しゆん間かん、胸の尖とがりを舌先で捏こねられ、吸い上げられていた。

「ん…あぁ…っ」

　緩ゆるく歯を立てられれば、そのあとすぐに、全身に電流のようなものが巡めぐっていく。

　男なのに、まさかそんな場所が感じるなんて思わなくて、混乱した。

　日比谷の唾だ液えきで濡れたそこが、赤く膨ふくらんでいる。ナイトチェストに置かれた照明に照らされていやらしく光っているのが見えて、そんな自分の姿に戦慄いた。

「…どうした？　これだけで感じたのか？　ここがきつくなって苦しそうだな」

　千紘の変化を敏びん感かんに察知して、薄うすく笑みを零した日比谷が、千紘の下でパンツ越ごしに盛り上がりを見せているそこに手を伸ばしてきた。

「ああ…っ。だめ…そこ触さわったら…、うぅ…んっ……」

　掌全体でやわやわと揉もみ込むようにされて、千紘は思わず腰を引いて仰のけ反った。

　追いかけてきた指先に、下の袋ふくろを揺ゆらされるようにされ、下か肢しがいっそうパンツの布地を押し上げてくるのを感じた。

　そのとき、カチャカチャとベルトを外す金属音が聞こえ、そちらを見る。自分の腰から抜ぬき取られたそれが、ベッド下に落とされ、緩くなったウエストからパンツが下着ごと抜き取られていく。

「気持ち良かったのか？　少し触っただけで、こんなに濡らして」

　そう言って、口こう端たんを吊つり上げた日比谷に先走りの糸を引いた下着を見せられ、泣きそうになった。

「そんなこと、言わないでください…っ」

　思わず両手で顔を押さえると、「隠かくすなよ」と囁ささやいて手首を取った日比谷が、愛いとおしげに瞳ひとみを細めて、その手の甲こうに口づけてくる。

「感じるなとは言ってないだろう？　いっぱい啼ないて、いっぱい濡らしてくれていいんだ」

「そういうことも言わないでください…！　恥はずかしい…っ───ああっ」

　急に直接触ふれられた下肢に、千紘は目を見開いた。

「これからもっと恥ずかしいことをするのに、こんなことでへばってる場合じゃないぞ、千紘」

「あ…っ、そん、な……」

　先せん端たんの窪くぼみから溢あふれ出る先走りの蜜みつに濡れた劣れつ情じようを上下に扱しごかれながら、内うち腿ももを左右に押し広げられる。

「あ…っ、ああ…、ゃ、ぁ…ン…はん…っ、それやだぁ…っ」

　千紘が怖がることはしないと言ったくせにと、日比谷に対する文句を募つのらせながら、千紘は日比谷の面前に晒さらされた己おのれの恥ずかしい場所に、いやいやと首を振ふった。

　掌てのひら全体をとろとろとした自分の精液で濡らして、そこを扱き上げてくる刺し激げきに甘ったるい嬌きよう声せいを上げる。

　わざとらしく音を立てながら手を動かす日比谷が、千紘の痴ち態たいにうっそりと笑う。

　千紘の男にしては白く肌理きめの細かい肌はだに日比谷の唇くちびるが触れたかと思うと、至るところに情事の痕あとを刻まれていく。

「あ…、あんっ…ひび、やさ…ん…、はぁ…っ」

　屹きつ立りつの先端を爪つま先さきで抉えぐりながら刺激してくる日比谷の手に、腰を揺らめかせた。自分の腹に唇を這わせている日比谷の髪かみに指を絡ませながら、千紘はびくりと胸を反り返らせる。

　全身がどろどろに溶かされていくみたいだった。

　ぐずぐずになる思考が、快感だけを拾い上げる。

「あああ…っ」

　臍へその窪みを舌先でくじられ、千紘はカッと目を見開いた。

「…お前はどこもかしこも感度が良いな。おまけに…もう、お前の匂においは俺を誘さそう魔ま性しようだ。全身から立ち上る香かおりに、やられそうだ」

　恍こう惚こつと呟つぶやいた日比谷が、身体の線を辿たどって、下肢部へと掌を滑すべらせてくる。

　それさえも甘やかな刺激にしかならず、千紘はもどかしく内腿をこすり合わせた。

「ひび…や、さん…、俺くるし…っ、おねが、い…もう───」

　けれど、日比谷はそんな千紘の張り詰つめた下肢を指で堰せき止め、ふっと笑った。

「ダメだ。少しは我が慢まんしろ」

「や…っ、…なんで……!?」

　今、達いけそうだったのに。達けると思ったのに。

　信じられない責め苦を平然と与あたえてくる男を、見開いた目でまじまじと見つめる。脚あしの間から顔を覗のぞかせる日比谷がうっそりと微笑ほほえんで、閉じられないように摑つかんでいる内腿に鼻をすり寄せてきた。

「耐たえてるときのお前のほうが、匂いが増して良い」

「やめ…っ、そんなとこ…嗅がな、ぃ…でくださ…っ……」　>>>♥

　そこに掛かかる息いき遣づかいだけで、胸が波打つ。弄られ続けた劣情が、早く解放しろと限界を訴うつたえるように、日比谷の手の中で震ふるえていた。

　涙なみだを滲にじませた瞳を向けて懇こん願がんすると、緩い笑えみを浮うかべた日比谷が、痙けい攣れんする千紘の内腿を強く吸い上げた。

「…って、ああっ…ん、なに、を……！」

　何度も内腿の柔やわ肌はだを吸い、痕をつけられる。そこに舌を這わされたかと思うと、今度は日比谷の唇がすっぽりと千紘の張り詰めた中心を銜くわえ込んできた。

　その瞬間、凄すさまじい快感が背筋を駆かけ上がっていく。

「あああああっ…！」

　根元を堰き止められたまま、先端の窄つぼまりを舌先でくじられ、雁かり首くびに柔らかく歯先を立てられた。

「いや、ダメ…っ、やめてくださいっ…───、も、ムリ…っ、あああ！」

　なんとかやめてもらおうと日比谷の髪に指を絡からませるが、力の入りきらないそれは、ただ無意味な抵てい抗こうでしかなかった。

「日比谷さん…お願い…お願いですから、もう…ああ…っ、あ……！」

　再三の要求に、ようやく日比谷の口こう淫いんから解放され、下の戒いましめがほどかれる。

　そしてそこに触れる手の動きが速められ、一いつ瞬しゆん意識が遠くに投げ出されたと思った瞬間、千紘はあっけなく達っていた。

　日比谷の手の中に放った白はく濁だくが、同じく、それでよごれた腹の上に滴したたるのをぼんやりと見つめながら、深い呼吸を繰くり返す。

「濃こいのが出たな。もしかして、こういうことをするのは久しぶりか？」

「…っ、ち…が……」

　自分でも何を言っているのか分からないまま、ただ尋たずねられたことに流されるのが嫌いやだという思いだけで否定を口にしていた。

「違ちがうのか。…じゃあ、俺に感じたのか？　それともまさか───その『違う』は他ほかの人間としたって意味なのか？」

「ちが…う……」

　絶対に分かっていながら訊きいているに違いない日比谷を恨うらめしく思いながら、くたりとベッドに横たわった。

「ならいいけどな」

　揶や揄ゆまじりに言った日比谷に反転させられる感覚にも疎うといまま、気だるげに呼吸を繰り返す。

　そのとき、あらぬところに触れられた感覚に、宙を漂ただようようになっていた千紘の思考が呼び戻もどされた。

「や…ぁ!?」

　うつ伏ぶせに返され、尻しりだけを突つき出すような格好に持ち上げられる。その柔やわらかな双そう丘きゆうに手を掛けた日比谷が、そこを左右に割り広げ、慎つつしみ深く入口を閉とざしている中心に親指を押し当ててきた。

「ちょ…、なに、を……っ」

「……きついな」

　呟いた日比谷が、そこに顔を寄せてくる。

　まさか、と思い制止をする暇ひまもなく、それは現実のものに変わった。

「ひ…っ！」

　そこにぬめった感かん触しよくのものを押し当てられ、千紘は目を剝むいて肩かたを揺ゆらした。　>>>♥

　ちろちろと尖とがった舌先に突つつかれる違い和わ感かんに、濡ぬれた声が溢れてくる。

「ぁ、あん、や…っ、そんなところ…汚きたないから…っ」

「お前はどこもかしこも可愛かわいい」

　そんなふうにはっきりと断じてくる日比谷が信じられず、この男は本当に変態だと思った。

　少しずつ柔らかくほぐれてくるその襞ひだが、次し第だいにその刺激にもどかしく収縮をはじめる。

「ああ…っ」

「ひくひくしてる。───誘われているみたいだ」

　くつくつと笑う日比谷の息遣いが、その濡れた場所へと届き、びくりと腰こしが震えた。

「あああ…っ、やぁ…ん、も……、ひっ……！」

　有り得ない場所へと潜もぐり込んでくる、弾だん力りよくのある濡れた舌先に、千紘は逃にげようとシーツを搔かいた。だが、しっかりと摑まれて押さえ込まれた腰に、そうすることが叶かなわない。

　舌先で執しつ拗ようにほぐされた内ない壁へきが快感に震える。そこから生まれる甘ったるい刺激に、がくがくと腰が揺れた。

「あ…っ、日比谷さん、日比谷さん……っ」

　もどかしくて、無意識に何度も日比谷の名前を呼んでいた。乞こうように、僅わずかに後ろを振り返って、日比谷の顔を見た。

「……もう、欲しくなってきたか？」

　あくまでも穏おだやかに尋ねてくる日比谷に、とにかくこのもどかしい状態から救い出してもらいたくて、千紘は何度も首を縦に振って頷うなずいていた。

　だが、日比谷はといえば無情にも首を振って「駄だ目めだ」と言う。

「やぁ…な、んで……」

「まだ、駄目だ。ちゃんとほぐしておかないと、お前が傷つくから」

　もっともらしく言った日比谷が、再びそこに顔を埋うずめてくる。

「とりあえず…今はこれで我慢しろ」

「ああああ…ッ！」

　潜り込む舌先の他に、押し広げるように日比谷の太さのある指が左右の縁ふちから潜り込んできて、その圧あつ迫ぱく感かんに生理的な涙を零こぼす。

　内壁を指と舌でほぐされる刺激に、千紘は加減もなく甲かん高だかい声を張り上げた。

「だ、め……だ、め、ああ、ン……ッ！」

　首を振って髪を振り乱みだすたびに、額の汗あせが玉になって飛んだ。もどかしい刺激の根底にある快感に、頭がおかしくなりそうだった。

　深くまで潜り込んできた指先にある一点を突かれた瞬しゆん間かん、びくりと背筋が弓なりに反り上がる。

「ああ…っ」

　先ほどよりもよりいっそう高く上がった嬌きよう声せいに、日比谷が「ここがいいのか？」と同じところを何度も押し上げてきて、千紘は頭の中まで狂くるわされるような感覚に陥おちいった。

「もうそろそろ大だい丈じよう夫ぶか……？」

　そう独りごちた日比谷は、千紘が先ほど腹に散らした白濁を手に掬すくい、それを後こう孔こうに塗ぬり込むように再び指を内側へと潜り込ませてきた。

「は…っ」

　はじめて快感を与えられる場所に、酔よわされたようにぐったりとうつ伏せる千紘の背に、日比谷がキスを落とす。

「千紘、こっちだ」

「───」

　日比谷の低い声で下の名前を呼ばれると、心臓がどきどきした。

　かろうじて後ろを振ふり返り、日比谷が伸のばす手に、自分の手を重ねる。そのまま日比谷の力で引き上げてもらい、その広い胸の中に倒たおれ込んだ。

　想像以上に温かいそこに、思わず息をつく。

「…千紘、大丈夫か？」

　問いかけてくる声に、「分からない」という意味を込めて無言でかぶりを振った。

　それでも、日比谷にくっついていられるのは素す直なおに嬉うれしいと思えた。

　すりつくようにすると、抱だき締しめられる。そのまま、張りに張った下か肢しに手を伸ばされて、びくりと肩を震ふるわせた。

「……一いつ緒しよに、いこうか」

　囁ささやかれて、ぼんやりとした頭で問い返す。

「どこに……？」

　仰あお向むけに柔らかな枕まくらに横たえられ、覆おおい被かぶさってくる日比谷の首に腕うでを回す。

　両りよう脚あしを左右に大きく割り開かれ、その片方を日比谷の肩に担かつぎ上げられた。

　ベルトを外す音が遠いところで聞こえた気がした。

「気持ちいいところ」

　そう言って、幸せそうにはにかんだ日比谷に虚うつろな声で「ふうん」と相あい槌づちを返す。

　大した思考も残っていなくて、もうどこに行くのでも構わないと思えた。

「千紘っ…」

「はぁ…、んっ……」

　たくさんほぐされた場所に、熱い切っ先が宛あてがわれる。

　次の瞬間、抉えぐるように潜り込んできた灼しやく熱ねつの楔くさびに喉のどを反り返した。

　信じられない圧迫感とともに押し入ってきた日比谷自身に、閉じた眼裏が赤く染め上がる。

「あ…ああ……っ」

「ぅっ……」

　時折呻うめき声を漏もらしながらも奥を目指して進む日比谷の熱が、中で溶とけ出しているみたいだった。自分の内側で感じる他人の脈動に、思わず下の窄つぼまりを締めてしまう。

「ちひろ…っ、もっと…緩ゆるめろ……っ」

「ぁ、っん…、締めてな…っ…」

　摑つかまれた腰に、日比谷がそのまま律動をはじめる。

　無防備に揺れる千紘の前も、伸ばされた日比谷の手で高められていく。

「ああっ…あん…あっ、はぅ……」

　肌はだが打ち合う音が響ひびき、熱いものが自分の中で激しく抜ぬき差しを繰くり返す。

　全身が戦慄わななきはじめる。甘い刺し激げきが、千紘の思考を支配していくようだった。

　千紘はいっそう強く日比谷に首にしがみつきながら、深くに突き込まれた切っ先に、爪つま先さきをきつく丸めて仰け反った。

「ふ、ぁ、はん…っ」

「食いちぎられそうだな……」

　日比谷が、苦しげに笑えみを零こぼした。

「そんなに締めつけなくても、別に俺はどこにも行ったりしないぞ───」

「ち、がぁ…、あ、だめ、もイ…く……！　ああ、ああああ……ッ」

　その瞬間、最奥まで埋まった日比谷の熱に、千紘は堪こらえきれず前を弾はじけさせていた。

　そしてそのすぐ後に自分の中に広がっていった熱い飛沫しぶきに、千紘は糸の切れた人形のようにぐったりとベッドに沈しずみ込んだ。

「千紘…」

　かろうじて繫つなぎとめた意識で、重たい目ま蓋ぶたを押し上げる。

　覆い被さるように上にいる日比谷に腕を伸ばして、キスを交かわした。　>>>♥

　ゆっくりと息苦しくない程度に唇くちびるを合わせながら、ふとしたときにどちらともなく笑った。

「されるのははじめてだと言うわりに、すごく感じてたな」

「……言わないでください」

　揶や揄ゆめいた言葉に、少しだけ唇を尖らせながらそっぽを向く。

　そのとき、ずるりと自分の中から抜け出していく日比谷の存在に、小さく呻いた。

　なんとなく間ま抜ぬけなやり取りに、また可笑おかしくなって笑った。

　気だるさを纏まといながら、日比谷の胸にすり寄っていく。

「甘えただな……」

　そんな柔やわらかな囁きとともに、優やさしく背中を抱き寄せてくれる日比谷に、安らいだ息をついた。ぐずぐずと夢の世界に溶けていく意識の中で、千紘は確かに『幸せ』と呼べるものを感じながら、そっと目蓋を閉じていった。
















「千紘」

　研究室に併へい設せつされた資料室から出てきた日比谷がそう声を上げた瞬間、その場にいた研究員たちの視線が一いつ斉せいに日比谷のほうへと向いていった。

　表情は何も意識していないと言わんばかりを取り繕つくろっていた千紘も、内心ではどきりと心臓を跳はね上げさせた。傍そばで相談を交わしていた男性研究員のほうに穏おだやかな笑みを向ける。

「少し失礼しますね」

　中座して、踵きびすを返す。

「日比谷さん、ちょっとっ…」

　どうして千紘が険しい顔で近づいてくるのかまるで分からないと言わんばかりの日比谷にむっとしながら、千紘は白衣を着た日比谷の腕を摑んで、日比谷が出てきたばかりの資料室に引き込んだ。

「日比谷さん！」

　はじめて入る、少しだけ埃ほこりっぽい匂においがする薄うす暗ぐらい資料室は、静せい謐ひつな空気が漂ただよっていた。

　書しよ架かには、積み上げなければ入らないほど、ばらばらに並べられた膨ぼう大だいな量のファイルが保管されている。

　部外者の千紘には、一体どこになんの資料が存在するのか全く見当がつかなくて、たとえここから欲しい資料を探せと言われても、とても一人では見つけ出せる自信がなかった。

　その一番奥に日比谷を引きずり込んで、仁に王おう立だちをする。

「なんだ？　急に」

「名前！　職場では呼ばないって約束したでしょう？　そういう条件で普ふ段だんから名前を呼ぶこと許可しますって言ったのに…。突とつ然ぜんで皆みなさんびっくりした顔してたじゃないですか！」

　少しだけ声のトーンを落として、それでもきつく言げん及きゆうする。

「ああ…悪い。つい」

「『つい』って…」

　そして、相変わらずこの当人の悪びれようのなさだ。本当に脱だつ力りよくしてしまう。

「……もう」

　千紘はふん、と鼻で息をついて、組んでいた腕をほどいた。

「…それで？　どうかしたんですか？」

「ああ。これじゃないのか？　欲しいと言っていた資料は」

「え？」

　差し出されたファイルを受け取って、中身をぺらぺらとめくる。

「これ…。うわ、すごく詳くわしくまとめてある！　探してくれたんですね。わざわざ、ありがとうございました！」

　これには素す直なおに嬉しくなって、笑顔を向ける。

　小さく口角を引いた日比谷が、伸のばしてきた両手で千紘の髪かみをさわさわと撫なで梳すいてきた。

「……今日は何時に仕事を上がれる？」

「ん…と、七時半くらいです」

「そのあと予定は？」

「ない…です、けど」

「じゃあ、俺と食事だな。またあとで連れん絡らくする」

　勝手に予定を決めて満足そうに笑う日比谷に、とくん…と一つ胸が鳴る。

　日比谷の顔がゆっくりと下りてきて、自分の頭を支える日比谷の腕うでに無意識に手を添そえた。

「日比谷さん……ダメですよ」

　呟つぶやいて、形だけのような、さりげない抵てい抗こうを試みる───。

　そのときだった。

「！」

　急に、資料室の扉とびらが開かれる音がして、千紘は慌あわてて日比谷の胸を押し返した。

「日比谷ぁ！　所長から電話入ってきてる。急ぎらしいから早く出ろって」

　柏木の声だ。

「今行く」

　日比谷が小さく舌打ちして白衣の裾すそを翻ひるがえすと、千紘の脇わきを通り抜けていく。

　資料室の扉が閉まる。徐じよ々じよに日比谷の足音が遠ざかっていき、やがて聞こえなくなった。

「……ふぅ」

　ふらりと、背後の壁かべに凭もたれかかる。言葉にし難がたい溜ため息いきが漏れてきた。

　妙みようにふわふわとして、浮うき足あし立だっている気分だった。

　前回に日比谷の家に行き、身体からだを結んでしまって以来ずっとこんな調子が続いている。

　あれはほぼ合意だったと自分でも分かっているだけに強く出ることができず、あれから拒こばむ態度も中ちゆう途と半はん端ぱに鈍にぶってしまっている。そんな自分に「こんなことでいいのか」と戸と惑まどいを覚えるが、今いま更さらどうしようもなかった。

（俺も日比谷さんのこと好きになってるのかな……？）

　先日最後までしてしまった行こう為いを、不思議なほど嫌いやだと思わなかった。むしろ甘ったるいくらいの気持ちで、日比谷を見るだけで鼓こ動どうの速度が上がってくる。

　男同士なのに───。

「っていうか、こんなこと考えてる自分が恥はずかしすぎる…っ」

　思わず想像して両手で顔を覆おおうと、突然頭上から柔らかな声が降ってきた。

「何が恥ずかしいの？」

「……!!」

　ばっと顔を振ふり仰あおぐと、そこにはにこにこと人好きがする笑えみを浮うかべた柏木が小首を傾かしげて佇たたずんでいる。いつもの甘くて優しい香かおりがふわりと匂い立った。

「か、柏木さん…！　いつからそこに！」

「いやだなぁ、ずっといたよ？　日比谷を呼びに来てから今までずっと」

　てっきり日比谷とともに出ていったものと思っていたのに。

　飄ひよう々ひようとした様子で言い放つ柏木に、絶句した。口をぱくぱくと言わせながら、千紘はこのあとなんと言葉を続けようかと、狼狽うろたえる。

　そのとき、資料室の外から午前の終業を報しらせるベルが鳴るのが聞こえてきた。

「あ。お昼休みだね」

　一度扉のほうを振り返った柏木が、白衣のポケットに両手を入れて笑う。

　千紘のほうに向き直った柏木が緩ゆるく小首を傾げてきた。

「友野くん。誰だれとも予定がないなら、一いつ緒しよにランチでもどうですか？」










「かしこまりました。ご注文の品ができあがるまで少々お待ちくださいませ」

　メニューの注文確かく認にんを終えたウェイトレスが、にこやかな笑顔で立ち去っていくのを見送って、千紘はほっと肩かたから力を抜ぬいた。

「柏木さんっていつもこういうお店でお昼食べてるんですか？　俺、なんとなく落ち着かない感じなんですけど……」

　もぞもぞと身じろぎながら前の席を見み遣やると、千紘とは正反対にゆったりとくつろいだ様子で頰ほお杖づえをつく柏木が、不思議そうに小首を傾げる。

「そう？　僕は特に何も思わないんだけど。…ここの料理美味おいしいよ？」

　そうかもしれないが、そういう問題ではないのだ。

　千紘は現在、オフィス街にある、女性に人気がありそうなお洒しや落れなカフェのオープンテラスで、柏木と向かい合って座っていた。

　普段は社食や会社近くの定食屋で昼を済ませる千紘には、なかなか入ることにハードルを感じる店だ。空気といい、値段といい…理由は様々だが。

（しかし、柏木さんにはよく似合ってるな……）

　もとからお洒落な雰ふん囲い気きを持っている人だが、目の前に広がる風景は最も早はや絵画だ。

　眩まぶしすぎる。

「それより、友野くんに訊きいてみたいことがあるんだけど」

「なんでしょう？」

　運ばれてきたお冷に口をつけながら、応答した。

　口に含ふくんだ瞬しゆん間かんに広がる爽さわやかな風味に、それがレモン水だということに気づく。

　覗のぞき込んだグラスの中で、カラリと涼すずやかな音を立てて氷が揺ゆれた。

（美味しい……）

　もう一口、と唇くちびるを寄せる。

「友野くんってさ、もしかして日比谷とつき合ってるの？」

「ぐふっ…」

　飲んだレモン水を危あやうく噴ふき出しそうになって、慌てて口元を押さえる。

「おお、見事な動どう揺ようっぷり」

「ち、ちが…っ───」

　手にとった紙ナプキンで口元を拭ぬぐいながら、千紘はむせ返る喉のどをおして否定を試みたが、目の前でにこにこと笑っている柏木には全く伝わっていそうになかった。

「少し前までは友野くんって日比谷のこと避さけてたよね？　今は名前まで呼び捨てにされてるみたいだし、どうして突然あんなに仲良くなってるの？」

「───だ…だからって、どうしてつき合ってるとかになるんですか？　というか別につき合ってないですから！」

　まさか資料室でキスしようとしていたところを見られていたのだろうか。

　それならばなんと恥ずかしい事態だろう。

「んー、なんていうか……。僕さ、男同士のそういうのってなんとなく分かるんだよね」

「……え？」

　捉とらえどころのない柏木に慄おののきながらも、声をひそめて問い返す。

　ちょうど注文した料理が運ばれてきて、そこで話が途と切ぎれた。

　千紘の前にも注文した料理が並べられ、一礼したウェイトレスが丁てい寧ねいな接客文句とともに下がっていく。

「食べようか」と微笑ほほえみかけてきた柏木に頷うなずいて、フォークを手に取った。

「……僕は恋れん愛あい対象がそっちだからさ」

「え？」

　思わずサラダをつついた手を止めて柏木のほうを見上げる。視線を返してきた柏木が、少しだけ困ったような顔で、にこりと淡あわい笑みを零こぼした。

「こんな話は聞きたくない？」

「いえ…。少しびっくりしただけです」

　柏木が破顔する。やがて、柔やわらかくナイフを入れた鶏とり肉にくを口に運んでいった。

「正直でいいね。でもその反応は、友野くんは元々そういう子じゃないみたいだ。───日比谷に唆そそのかされた？」

「唆された…って。別にそういうことはないです！」

　きっぱりと言い切ると、料理から顔を上げた柏木が驚おどろいた顔をした。

「じゃあ、君自身の意思なんだ」

「──…」

　これでは日比谷とそういう関かかわりがあることを認めたようなものだったが、そういう言われ方は納なつ得とくできなかった。

「日比谷のどこがいいの？　日比谷って気難しいでしょ。つき合うの大変じゃない？」

　本当に分からないと言いたげな柏木からそっと目線を外して、千紘は手元のコーンスープをスプーンの先で搔かき回した。

「……確かに日比谷さんは、何考えてるか分からないときがあるし。ひとのシャツ盗ぬすんで嗅かぐくらい変態で匂においフェチで、しかもそのこと怒おこればふてくされて意味不明な言い訳してきたりして、本当に面めん倒どうなんですけど」

「うわぁ…ほんと清すが々すがしく変態なんだね、あの人……」

「でも、基本的には優やさしい人ですよ。俺のことすごく大切にしてくれてること分かるし……。だから俺にとっては、日比谷さんがする大体のことは許せる範はん囲いなんです」

　苦く笑しようして肩をすくませてみせると、柏木が複雑そうに眉まゆ根ねを寄せた。

　しばらく黙もく々もくと皿の上のものを処理していた柏木が、早くもデザートのみを残す段階になって、ふと口を開いた。

「…けどね、友野くん」

　少しだけ張り詰つめたような声をした柏木が、フルーツで彩いろどり鮮あざやかに盛りつけられたタルトに目を落としたまま呟つぶやいた。

「日比谷と今までつき合ってきた子は、最初は皆みなそう言うんだよ？」

「え…？」

　見返した柏木に息を詰まらせる。どこか寂さびしげで、どこか憐あわれむようなその眼まな差ざしに、胸が変に脈打った。　>>>♥

「前にも言ったと思うけど、僕は日比谷と同じ大学の出身でね。あいつのことはよく知ってる。どういう基準で他人とつき合ってきて、どういうふうに別れていくのか…とかも、よく、ね」

「……つまり、どういうことが言いたいんですか？」

　手にしていたフォークを下に置いて、本格的に柏木の話を聞く態勢に入る。

　千紘を一いち瞥べつした柏木は、緩く小さな溜ため息いきをついて、タルトの先せん端たんにフォークの先を突つき立てると言った。

「日比谷にとって恋愛の基準はいつだって匂いだよ。恋愛に関してだって同じ。自分が気に入る匂いなら、それこそ性別やその他ほかのことなんて何も気にせずにつき合える」

「それは…確かに、本人もそのようなことを言っていたような気がしますけど……」

　柏木が言うニュアンスとは多少異なるが、同じような発言を日比谷からも聞いている。

　だけどそれについて日比谷は、『好きな相手の匂いが嫌きらいなわけがない』という回答の仕方をしていた。それは要するに、好きな相手だからその匂いも好きになれるということではなかったのだろうか。

　千紘の答えに、柏木は小さく頷いた。

「日比谷ってさ、つき合う相手にはすごく優しいんだ。多分それは本人の性格だと思うから、つき合うからにはちゃんと大切にしたいんだろうね。だから皆、自分は特別だって思わされちゃうんだ」

「───」

「でもさ、日比谷ってね」

　綺き麗れいに切り崩くずされて柏木の口に運ばれていくタルトを見つめながら、千紘は続きの言葉を待っていた。空になった白磁の皿の上に、カランとフォークが転がされる。

「たとえどれだけ今まで優しくしてくれていたって、それよりも自分の好みに合った相手を見つければ、簡単に掌てのひらを返せるような男なんだよ？」

「……」

　返す言葉が見つからなかった。

　柏木の言葉を聞いた瞬間、まるで思考がストップしてしまったみたいに、反応ができなくなっていた。

「ほんと、ひどい奴やつだよね……」

　追い討うちをかけるような呟きに、気がつくと千紘はテーブルに手をついて立ち上がっていた。

「あの…すみません。先に会社に戻もどります。お会計、俺の分ここに置いておきますね」

　千紘は財さい布ふの中からお札を取り出してテーブルの上に置いた。さっさと荷物をまとめて踵きびすを返す。

　これ以上は聞きたくない。余計な思考を入れたくなかった。

「友野くん。何か困ったことがあったら、なんでも相談においで。力になってあげるからね」

　柔らかな柏木の声を背中に受けながら、千紘は駆かけ出した。

　日比谷を信じていないわけじゃない。噓うそか本当かも本人に確かめていない以上、そう断定していいわけじゃないことも分かっている。

　それでも、千紘にとって柏木の話は、ひどく破は壊かい力を持った内容だった。

　そして──一度生まれてしまった疑ぎ惑わくの暗雲は、とてもじゃないが、簡単に払ふつ拭しよくできそうになかった。










　もしも柏木の話が真実だとしたら、日比谷がいつか自分以上に気に入る匂いをした相手を見つけたとき、自分は日比谷に見捨てられてしまうのだろうか───？

　千紘はきゅっと唇くちびるを引き結んで、膝ひざの上に置いた掌をきつく握にぎり締しめた。

　柏木の話を聞いてから、千紘なりに考えたことがある。

「どうしたんだ？　急に改まって話なんて」

　湯気が立ち上るコーヒーのマグカップを二つ手にしてリビングに戻ってきた日比谷が、一方を千紘の前に、もう一方を自分の手に持ったまま、千紘が座るソファに一いつ緒しよに腰こしかけてきた。

「そういえば飯のときから言葉数も少なかったが、体調でも悪いのか？」

　夜になり、約束通り日比谷に会いに行った。ほとんど食しよく欲よくなどなかったが、簡単に外で食事を済ませ、話したいことがあると言って日比谷の家に上がらせてもらった。

「……日比谷さん」

　額に手を当ててこようとする日比谷の手をさりげなく拒こばんで、千紘はついと息を吸い込んだ。

「日比谷さんが俺を好きだって言うのは、本当に匂いだけが理由じゃないんですよね……？」

　考えた結果、こればかりは一人で悩なやんでいても答えは見つからないだろうという結論に辿たどり着いた。

「なんだ？　急に…」

　千紘の様子から何かただならぬものを感じ取ったように、日比谷が表情を引き締める。

「答えてください」

「……勿もち論ろん、それだけじゃないが」

「じゃあ、どうして俺のことを好きになってくれたんですか？」

「千紘、一体どうしたんだ？」

「答えてください……！」

　結んでいた掌に、いっそう強く爪つめを食い込ませて握り込む。

　自分でも、どれだけ女め々めしくて、鬱うつ陶とうしい質問をしているかはよく分かっていた。

　けれど、ここをはぐらかされたらもう何も信じられなくなる気がしたのだ。

　それなのに───。

「どうしてそんなことを、今いま更さら聞きたがる」

　僅わずかに視線を逸そらして言葉を濁にごした日比谷に、目の前が真っ白になるような気がした。

「……っ」

　なぜ何も言ってくれない。

　たった一言だ。本当に好きなら、その一言をくれるくらいにどんな不都合があるというのだ。

　それとも、なんだ───。

　千紘はきゅっと唇を嚙かみ締める。

「……じゃあ、教えてください」

　千紘は俯うつむいたままぽつりと呟いた。怖こわくて、日比谷の顔を見ることができなかった。

「今まで日比谷さんが誰だれかとつき合ってきた中で、たとえそのときどれだけ親密にしてきた相手がいたとしても、それ以上に気に入る匂いの相手に出で逢あったら、それまでの関係を簡単に切り捨ててこられたって───」

　言ってしばらく、何も反応を返してこない日比谷を不ふ審しんに思って、ちらりと目線を上げる。

　そこに、顔を歪ゆがめて口を閉とざしている日比谷を見つけて、千紘は泣きたくなった。

「……本当だったんですか？」

　何も言わないということは、肯こう定ていに受け取られても仕方がないということだ。

　緩ゆるく長い溜息が日比谷のほうから漏もらされるのが聞こえてきた。

「必ずしも…そういうわけではないが、結果的に関係が終わることが多かった点で、他に俺の気持ちが離はなれかけていたときがちょうど別れ時になっていたという意味では、あまり否定できないのかもしれない」

　抑よく揚ようのない低い声が、淡たん々たんと紡つむぎ出される。

　その答えを聞いて、千紘は目の前が揺ゆれたような気がした。信じたくなかった。

「じゃあ、俺も日比谷さんとつき合えば、いつかそうなるんですか……？」

「千紘？」

　千紘はソファからふらりと立ち上がると、脇わきにまとめておいていた荷物を両手で抱かかえ込んだ。

「帰ります」

「ちょ、…待て、千紘！」

「仕事はちゃんとします。でもそれ以外ではもう、あなたとは関かかわりません」

「千紘！」

　玄げん関かんに向かって歩き出した千紘の腕うでを摑つかんで、日比谷が引きとめてくる。

「放してくださいっ…俺は、いつか終わりがくることを意識しながらなんて、誰とだってつき合えない！　そんなつき合い方なら、はじめからしたくない……！」

　摑まれた腕を振ふり払はらって、日比谷に向かって正面から言葉をぶつける。

「違ちがう！　お前は…お前は、そういうんじゃないっ…」

「そんなの、信じられるわけないです！」

　辿り着いた玄関で、素す早ばやく靴くつを履はく。廊ろう下かに立つ途と方ほうに暮れたような顔をする日比谷に、涙なみだを堪こらえた顔を向けた。

「なんで俺だけ…？　どうして俺は違うなんて言えるんですか？　なんの保証もないくせに！」

「千紘──」

「それに、俺はあなたとつき合うなんてまだ一言も言ってない！　あなたに俺を縛しばる権利なんてない……!!」

　言い放って、そのまま勢いよく日比谷の部屋を飛び出した。

　力任せに閉めたドアが、後方ですごい音で閉まるのが聞こえてきた。

　それからしばらく、千紘は日比谷に追いつかれないくらい遠くを意識しながら、暗い夜道をただひたすらに走っていた。

　もう一歩も動けないというぐらいに息が上がって、そこでようやく足を止める。

　どこまで来たとか、どうやって来たとか、そんなものは分からなかった。

　静かなぬるい夜気の中、淡あわい光を落としてくる電灯の下で千紘はうずくまる。

　こんなふうになって、ようやく気づく。

「日比谷さんが好きだ……」

　だから、どうしても同じ気持ちを確かめたかった。噂うわさなど噓だと否定して欲しかった。

　心の中で色々な感情がごった返している。少しでも気を抜ぬけば、今にも心が決けつ壊かいして、外に濁だく流りゆうのようになって感情が溢あふれ出してしまいそうな気がした。

　違う。溢れ出してしまえばいいのだ。

（……空っぽになりたい…）

　怒いかりも、悲しみも、日比谷を好きだと思った気持ちも───全部。

　消えてしまえばいいのに、そう思った。
















「それでは、本日の打ち合わせはここまでにします。開発も追い込みの段階まで来ておりますので、もう少しですね。残りの期間も、よろしくお願いします」

　開発チームを見回して、千紘はにっこりと微笑ほほえむ。

　いつも通りの流れで打ち合わせは終わり、ぞろぞろと退席していく研究員たちを横目に、千紘は手早く資料を片づけると、本社に帰るべく踵きびすを返した。

「ち、──友野！」

　背後から聞き慣れた声に呼びとめられて、千紘は振り返ることなく足だけを止めた。

「……なんですか」

「少しでいい、時間を取ってくれないか。お前と話がしたい」

「…仕事の話ならお伺うかがいしますが」

　このやり取りも、もう何度目になるだろう。会うたび会うたび、よく飽あきないものだ。

「友野…」

　日比谷の弱りきったような溜ため息いきが聞こえてきて、唇くちびるを真一文字に引き結ぶ。

　どうして自分が溜息などつかれなければいけないのだとむっとなった。思わず言い返そうと日比谷を振り返ろうとしたとき、絶ぜつ妙みようなタイミングで柏木の声が割って入ってきた。

「友野くん。少しお願いしたいことがあるんだけど、いいかな？」

　会議室の外から首を覗のぞかせた柏木が「おいで、おいで」と手招きをする。

　千紘はちらりと日比谷を一いち瞥べつすると、柏木のほうへと身を翻ひるがえして小走りに駆かけ出した。

「千紘っ！」

（だから職場で呼ぶなっての……！）

　内心でぶつぶつと文句を言いながら、千紘は外で待っていた柏木の許もとに歩み寄る。

　にこりと柔やわらかな微笑みを向けられて、千紘も小さくはにかんだ。

「何か御ご用ようですか？　柏木さん」

「ん？　いやいや、別に用はないんだけど。なんだか困ってそうで可哀かわい想そうだったから」

「え！　あっ、あー…、すみません……」

　ばつが悪くて、僅かに肩かたをすくめてみせる。

「少し前からあの光景をよく見かけるんだけど、ケンカでもしちゃったの？」

「…よく見かけますか。まぁ、そんな感じです」

　研究所のエントランスまで柏木と並んで歩きながら、苦く笑しよう気味に小さく顎あごを引いてみせた。

「ごめんなさい。この前柏木さんから聞いた話、日比谷さんにしちゃったんです」

「え？　ああ、いいよいいよ。いや、良くないのかな？　でも僕は気にしてないからいいよ」

「すみません…。それでケンカになっちゃった…というか、俺が一方的に怒おこっちゃったんですけど……でも、なんていうか。…今、すごく苦しい感じです」

「苦しい？」

　エントランスの自動ドアを抜けると、蒸むした夏の熱気が全身に纏まとわりついてきた。

　不思議そうに小首を傾かしげる柏木に、小さく頷うなずき返す。

「日比谷さんの態度がすごく許せないのに……一方で、まだ自分のことを気にしてくれてるんだって思うと、すごく嬉うれしくなってしまうんです」

　いつだって胸には背反した想おもいがある。

　ひどく苛いら立だたしいのに、会えると嬉しく思える。

　すごく怒っているのに、何もかも水に流して許したくなる。

　関わりたくないはずなのに、また温ぬくもりが欲しくなる。

　これが、柏木の言う『自分が日比谷の特別だと思える』錯さつ覚かくなのかもしれない。

「ああ！」

「…どうしたの？」

　急に叫さけんだ千紘に、柏木が丸目がちに見開いた瞳ひとみを数度しばたたかせた。

　日比谷のことを考えていたら、思い出した。

「あ～～…、そうだ。またお借りしなきゃならない資料があったんだ。どうしよう、日比谷さんと話すの気まずいな…。いや、でも仕事はちゃんとするって約束したし、行ってきます」

「友野くん！」

　すみません、と断って研究所の中に引き返そうとしたとき、不意に柏木に呼び止められた。

「はい？」

「なんなら、僕が用意しておこうか？　何がいつまでに必要なの？」

「え…。あ……えっと、明日までに手元にあれば問題ないんですけど、アレルギーテストのデータをまとめた資料です」

「じゃあ今日の仕事終わりにでも取りにおいでよ。僕、今日は結構遅おそくまで残ってる予定だから、いつでも大だい丈じよう夫ぶだよ」

「はい、助かります！　じゃあ俺、今日は七時半までには上がれると思うので、そのぐらいに受け取りに来ますね」

「うん、了りよう解かい。それじゃあ、またあとでね」

　柔らかな微笑とともに、ひらひらと片手を振った柏木に軽く会え釈しやくをして、千紘は本社に続く連れん絡らく通路に下りていった。

　その日の八時過ぎ、結局仕事が長引いてしまい、柏木を待たせてしまったと焦あせりながら研究所へと向かった。さすがにこの時間だと、それぞれの研究室に人ひと影かげがあるのは分かっていても、全体的に所内は薄うす暗ぐらくがらんとしているので、妙みように恐きよう怖ふ感かんを煽あおられた。

「確か柏木さん、実験室でデスクワークしてるってメールくれたっけ……」

　第二研究室に入ると、今日は全員この時間までには帰ったのか、ものの見事に研究室に関しては真っ暗であった。だが、柏木が言ったように実験室の扉とびらの隙すき間まからは光が漏もれていて、千紘はほっと安心した。

　小走りに暗くら闇やみに沈しずむ研究室の中を走り抜けて、実験室の前まで辿たどり着いた。

「柏木さーん…、遅くなってしまってすみません……」

　軽く扉をノックしてノブを引く。

（あ…）

　扉に半身を滑すべり込みかけて、千紘は動きを止めた。

　実験室と銘めい打うちながら、研究員のデスクワーク机が並ぶ狭せまい間取りの部屋の中、奥の机に確かに人影があると思えば、机に突つっ伏ぷしたまま眠ねむっているようだった。

（ど、どうしよう…）

　待たせ過ぎてしまったようだ。千紘はおろおろとしながら、とにかく最後まで部屋の中に身を滑り込ませた。

　だが、そんな戸と惑まどいも柏木の目覚めで、そう長く続くことはなかった。

「ん…、ん？　あーごめんね、友野くん。寝ねちゃってた。デスクワークって苦手なんだよね」

　むくりと身を起こした柏木が、相変わらずの緩ゆるい微笑みで応こたえてくる。一度大きく深呼吸した柏木が立ち上がる。そのとき、柏木の膝ひざから何かが滑り落ちた。

「あ、柏木さん。何か落ちましたよ」

「ん？…ああ、ごめんね。ありがとう」

　そう言って、すぐに屈かがみ込んだ柏木が何か白いものを拾い上げる。

（……白衣？）

　だが見み遣やる当の柏木はしっかりと自分の白衣を着込んでいる。では誰だれのものだろうか。

「アレルギーテストのデータだったよね。ああーごめんね、ちょっと向こうの部屋に資料忘れてきちゃったみたいだから、少し待ってて」

　そう言って、回り込んだ向かいの席の椅子に手にした白衣を無造作にかけて、柏木は実験室を出ていった。

　ふと、好こう奇き心しんが湧わいた。一体今のは誰の白衣だったのだろう。

「……」

　千紘はちらりと、柏木が消えた扉を見て、さっと投げかけられた白衣のほうに歩み寄った。

「日比谷さん……？」

　白衣の置かれた机は日比谷のものだ。間ま違ちがいない。この上に積まれている資料に書きこまれている筆ひつ跡せきには見覚えがある。

　千紘は、恐おそる恐る白衣に手を伸のばす。それから、そこにそっと鼻先を埋うずめてみた。

　胸がとくんと鳴って、妙に泣きたい気持ちになった。

（日比谷さんの匂においがする……）

　日比谷に抱だき締しめられるたびに近くで感じていた、温かで優やさしい匂いだ。

　嗅きゆう覚かくが、悲しくなるほど日比谷の存在を記き憶おくに刻みつけている。

　そのとき、実験室の外から柏木の声がした。

「友野くーん、これで大丈夫？」

　びくりと肩を聳そびやかせて、千紘は慌あわてて白衣を元あった場所に戻もどして、後ろの本ほん棚だなを向いた。

　ちょうどそのとき、柏木が実験室に戻ってくる。

「……友野くん？」

「あ、すみません。ありがとうございます」

　心臓をばくばくと跳はね上がらせながら、千紘は本棚から視線を外して、柏木に向き直った。

「……」

　柏木の何かを探さぐるような眼まな差ざしに、至るところから嫌いやな汗あせが噴ふき出してくる。

　そのとき柏木が、一歩二歩と、確実な足取りで千紘に向かって歩み寄ってきた。

「あの、さ…友野くん」

　キィ…と音がして、柏木が日比谷の白衣がかかる椅子の上に手を乗せた。そしてもう一方空いたほうの手を本棚に当てて、柏木と本棚の間に千紘を挟はさむようにされ、千紘は何度も大きく睫まつ毛げを上下にいわせて目をしばたたかせた。

　近くで見るといっそう際きわ立だつ繊せん細さいな美び貌ぼうに、思わず赤面してしまう。

　しかも、上から腕うでで囲い込まれる体勢のせいか、柏木の顔に生まれる陰いん影えいがなんとも彼自身を儚はかなげに見せる。

「な…んでしょうか」

　できるだけ本棚のほうへと身を寄せて、その眩まぶしさにあてられないように目を逸そらす。

「真しん剣けんな話なんだけど。友野くん、僕とつき合わない？」

「────え…？」

　急にすっと身を引いていった柏木に、千紘はつられるようにそちらに瞠どう目もくした瞳を向けた。

　日比谷の椅子に寄りかかるようにした柏木が、穏おだやかながらも真面目まじめな顔でこちらを見つめてきている。

「なん…で、急に……」

「うん、急だよね。分かってるんだけど、でも気持ちは本気だよ。友野くんのことは、君がはじめてこの研究室に来たときから可愛かわいいって思っていたし。……それに、君だって日比谷のこと考えると苦しいって言ったよね？　それだったら尚なお更さら、僕とつき合ったらいいよ。日比谷のことなんか、僕が忘れさせてあげるよ？」

　千紘は黙だまって柏木の穏やかな瞳を見返した。全くもって濁にごりのない真っ直すぐな眼差しに、千紘はふっと視線を逸らした。

「でも…」

　急にそんなことを言われても無理だ。

「分かってる。すぐに返事をちょうだいなんて言わないよ。君のペースで答えを出してくれればいいから。だから少しだけ、僕のこと考えてみてくれる？」

「───はい…」

　頷うなずくと、「いい子だね」と軽く頭を撫なでられた。千紘は、柏木に差し出されたファイルを受け取って、「家まで送ろうか？」と言ってくる柏木の申し出を断って研究所を後にした。










「………」

　今にも雨が降り出しそうな曇どん天てんをした、土曜日の昼下がり。

『香月』の薫たき物ものの棚たなの前で、新作だというＰＯＰが飾かざってある練ねり香こうを手に取りながら、千紘はいつの間にか、先日にあった柏木の告白のことを考えていた。

　なんと言葉にしていいか分からないが、とにかく言えることは驚おどろいたの一言だった。

　突とつ然ぜんだったのもある。けれど、見返した目はひたむきで真剣だった。

（でもじゃあ、なんで日比谷さんの白衣なんか……）

　枕まくらにでもしていたのだろうか。

（いや…そういう雑なことする人じゃないよな。柏木さんは）

　では、なぜだろう。

　分からないことが多すぎて、考えが何もまとまらない。

「あの」

「は…はい！」

　突然、背後から声をかけられてびくりとなる。

　慌てて振ふり返ると、臙えん脂じ色いろのエプロンをつけた、黒くろ髪かみで人好きのしそうな容よう貌ぼうをした、どう見てもここの店員だと思わせる男がそこには立っていた。

「あ、すみません……っ、か、買います買います！」

　何度も謝罪を繰くり返しながら、千紘が慌てて鞄かばんの中から財さい布ふを取り出すのを見て、男がはっと急に笑い出した。

「いやいや、違ちがいます。そうじゃなくて、もしかして友野さんじゃないですか？」

「え…？」

　千紘は目の前の自分と同い年か、それより少し上ぐらいの年ねん齢れいをしていそうな男をきょとんと見つめる。

「あの……？」

「あーいえいえ、分からなくて当然だ。こちらが勝手に顔見知りなんだから」

　ひらひらと片手を左右に振った男が、にこにこと笑いながら、呟つぶやいた。

「はじめまして。江え崎ざき春はる明あきと申します。『香月』の店主で、日比谷の十年来の友人です」

「え!?」

『香月』の店主がいきなり自分に声をかけてきたことにも驚いたが、それよりも予想外の名前が飛び出してきたことに、もっと動どう揺ようしてしまった。

　だが、そういえばこの店ではじめて日比谷に会ったとき、ここの店主は旧友だと日比谷も言っていたかもしれない。

「……というか、なぜ俺のことを？」

「ん？　ああ、日比谷がね。ちょっと前まで君の隠かくし撮どり写メを毎日送りつけてきてたんですよ。おかげでおれの携けい帯たいのデータフォルダは、ここしばらく君の画像でいっぱい」

「───」

　あはははは、と高らかに笑う江崎に、千紘は愕がく然ぜんとして二の句が継つげなかった。

（何、勝手なことをしてんだ、あの腐くされ変態野や郎ろうッ……）

「ああ、でもここ最近はぱったり来なくなりましたけど。なんかケンカとかしたそうで？」

「え…？　あー…はい。お詳くわしいんですね」

「うん、まぁ日比谷とは垣かき根ねなしの親友だから」

　お暇ひまですか？　と尋たずねられて頷くと、天気のせいかあまり客足もないから、奥でお茶でも飲みながら話さないかと誘さそわれた。

　日比谷の知り合いだということで僅わずかに躊ちゆう躇ちよしながらも、江崎の巧たくみな誘いに乗せられて、いつの間にか千紘は、店の奥にある五畳じよう間ぐらいの座ざ敷しきに正座していた。

　センスの良い調度品が並ぶそこを物もの珍めずらしく眺ながめながら、どこかに消えていた江崎が戻ってくるのに気づいて、視線を前に戻す。

「なんだか、浮うかない顔だね」

　香かおりの良いお茶をお盆ぼんに載のせて運んできた江崎が、言こと葉ば遣づかいを崩くずして軽かろやかに笑う。

「……そう見えますか？」

「うーん。まぁ、写真の君よりはね」

　千紘の前と、自分の前に湯ゆ吞のみを並べて、江崎がおどけたように言った。

　千紘は湯気を立ち上らせる湯吞を両手で包み込みながら、小さく息を吐はき出す。

「それも本当に寝ね耳みみに水な話ですけどね。暇ひまなんですかね、あの人……」

　そもそも撮られていることにすら気づかなかった。だからこそ『盗とう撮さつ』というのだろうが。

　呆あきれたように日比谷を思い出して言うと、目の前で江崎が軽快に笑った。

「でも君といるのが毎日楽しいんだろうなって、そう思ったよ」

「え？」

　思わず問い返すように、湯吞から顔を上げると、江崎と目が合う。江崎がにっこりと笑った。

「いや、全然知らないんだけどねっ？　毎晩時間も気にせず一方的に送りつけられてくるだけだし、君の写メが添てん付ぷされてるだけで、別に本文があるわけじゃないからさ！」

「……イエ、あの、なんかホントすみません」

　なんで自分が謝らなければいけないのだろうと根本から疑問を感じながらも、たらたらと流れ出してくる冷や汗が止まらないので、いつの間にか口のほうが勝手に動き出していた。

「うそうそ、冗じよう談だん。でも、そう思ったのは本当だよ。……目線、とかさ」

「目線…ですか？」

「君を写す目線に愛を感じるなぁ、と」

「──」

　見る？　とエプロンのポケットから携帯が取り出されて、丁てい重ちようにお断りした。

「実際こういうことってはじめてだよ。日比谷って元々つき合う子には甘いほうだけど…、あ」

「別にいいですよ」

　ちらりとこちらを窺うかがい見てくる江崎に、「気にしていません」というような態度で先を促うながす。

「うん…。なんというか、優やさしくはするけど入れ込むほうではなかったからさ。だから君に関してはつき合ってるわけでもないのに浮かれられるくらい、一いつ緒しよにいられるだけで幸せなんだなぁ…って思ったんだ」

「でも、それは俺の匂においが日比谷さんの今のお気に入りだからですよね」

　すっぱりと斬きり捨てるように断じると、江崎が苦く笑しようを浮かべた。

「俺には日比谷さんの一過性の熱に浮かされたみたいなつき合い方は理解できません。だからつき合う人がころころ変わったりするんですよ」

「ああ…うん確かに、それはね。でもさ、日比谷って別につき合う子をころころ変えてるわけではなかったよ？　というか、実際は日比谷のほうが相手に切られることのほうが多かったんじゃないかな」

「……変態すぎて、愛あい想そう尽つかされたとかなら言い訳になりませんよ」

　頑かたくなに日比谷を信用しない千紘に、「あはは…」と江崎が渇かわいた笑いを零こぼした。

「でも、日比谷がすぐに破局することに関しては、必ずしも本人のせいだけではないよ」

「…？」

「日比谷って外から見てる分にはなまじ完かん璧ぺきだから、大たい抵ていはもてはやされてるんだけど、時々妬ねたみに思う人間もいるんだ。それで裏から色々なことが引っかき回されるというか。大学のときは恋れん愛あい方面でそういうのが目立ってたかな。何度か同じ奴やつが日比谷のつき合ってる子に手を出してるのを見たことがあるよ。……まぁ、当の本人は多分気づいてないと思うんだけど」

　むすりとした顔で、江崎が卓たく上じように頰ほお杖づえをつく。

「つき合うほうもつき合うほうで、中ちゆう途と半はん端ぱなんだ。ほとんど相手に流されてるくせに日比谷を自分から切れない。そのうち自然消しよう滅めつみたいに疎そ遠えんになってきて、日比谷が他ほかに気持ちが向いた頃ころにようやくそこの関係が完全に切れる」

　千紘は自分の認にん識しきと違うその話を聞きながら、日比谷の話を思い返していた。

「……教えてあげなかったんですか？」

「まぁ、個人の問題だしね。それに、おれ自身が日比谷のつき合い方に反感を持ってた」

「え？」

「実際、自じ業ごう自得だと思うんだよね」

　江崎が遠くを見るように目を眇すがめさせて、唇くちびるをヘの字に曲げた。

「匂いが基準って何？　おれ昔からそこが全然理解できなくてさ。あいつなりに色々本気なの分かるんだけど、そもそもつき合い方が雑じゃない？」

　雑だ。

　さばさばとした感じで投げかけられる江崎の問いかけが、妙みように小気味好よかった。そんな簡単にひとの懐ふところに入ってきてしまう江崎を少しだけ羨うらやましく思いながら、千紘はつい口を弛ゆるませて頷うなずいた。

「うん、だから言わなかった。だって本当に好きなら、今みたいに必死になるはずでしょ」

「───」

　千紘は出されたお茶を啜すすりながらほっと息をつく。嚥えん下かした後から、芳ほう醇じゆんな花の香りが鼻から抜ぬけていくような、芳かぐわしい花茶だった。

「江崎さんって本当に日比谷さんの親友なんですね」

「え？」

「『個人の問題』だから口を挟はさまない人なんですよね？　普ふ段だんは」

「あーうん。……でも、日比谷が言ってたからね」

　江崎が手の中に囲った湯吞の中身をくるくると回しながら口を開く。

　そっと江崎のほうに視線を向けた千紘に、江崎が苦笑じみた顔で小首を傾かしげた。

「友野さんは〝運命の人〟なんだって」

　江崎を見つめたまま、千紘は固まる。その言葉を何度か頭で復唱して、まばたいた。

「どういう、意味ですか……？」

「それ以上はおれの口から言っていいことでも、聞くようなことでもないでしょ」

　江崎がふっと笑えみを零こぼした。

「だからさ、もう一度だけ、日比谷の話を聞いてあげてくれないかな」

「……」

　江崎がゆっくりとお茶を啜り上げる。その姿をそっと視界から外すようにして千紘は睫まつ毛げを伏ふせた。

　────〝運命の人〟。

　それは一体どういうものなのだろう。日比谷にとってどういう意味があるのだろうか。

　そんなことを虚うつろに考えながら、千紘は胸に溜たまった重たい空気をゆっくりと吐き出した。

　それから、他た愛あい無い話や香こう木ぼくのことで話に花を咲さかせているうちに、気づけば一時間近くが経過していた。

「あの、今日は色々ありがとうございました。珍めずらしい話も色々お伺うかがいできて楽しかったです」

　ここを訪おとずれたときよりも軽い気持ちで店の出入り口の外に立ちながら、千紘はいつの間にか降り出していた小雨に、江崎から借りた傘かさを開く。

「いえいえ、どういたしまして。またいつでも遊びに来てください」

「はい。それじゃあ、これで……」

　店先の屋根の下に立つ江崎に深々と頭を下げて、踵きびすを返す。

「そうだ、友野さん！」

　そのとき、不意に江崎に呼び止められ、千紘は再び振ふり返って小首を傾げた。

「『香月』の店主からサプライズ。今、常連のお客様に特別にお配りしてるんですよ」

「なんですか？」

　江崎が差し出してきたものに手を伸のばす。ほんの僅わずかに膨ふくらみがある、可愛かわいらしい柄がらの和紙だ。鼻を近づけると、ふわりと甘い香かおりがした。

「匂い袋ぶくろですか？　良い香りですね。……何の香りですか？」

　少しだけお香こうのように粉っぽく、それでいて上品な甘さが漂ただよう香りだ。

「オシロイバナ。随ずい分ぶん昔に、日比谷が珍しくいい匂いがするって言ってた花なんだ。夏の花だから時季もちょうど合うし、どうかなって思って。よろしければ、お一つどうぞ」

「ありがとうございます。いただきます」

　にこりと笑んで、もう一度その香りを堪たん能のうする。

「ちなみに、オシロイバナの花言葉は『あなたを想おもってる』だとか『信じられない恋こい』だとか。───まるで今の君たちみたいな花だよね」

　そんな揶や揄ゆめいたように言った江崎の声を言葉半分に聞き取りながら、千紘ははっとする。

「……」

　雨の匂いと一緒に甘やかな香りを胸いっぱいに満たす。その匂いが、とある記き憶おくを呼び起こした。

　そしてそのとき、千紘は重大なことに気づいて、呆ぼう然ぜんとした。
















「自分、研究所に入るのってはじめてです。なんか変に緊きん張ちようしますね！」

　他の案件で、サプリメント研究開発チームとは別のチームに上司の資料を届けにきた後こう輩はいの岸本と並びながら、研究所への連れん絡らく通路を進む。

「用がなければ絶対行かない場所だもんな」

「でも先せん輩ぱいは新プロジェクト任されてるから、しょっちゅうですよね。うわぁ、自分もいつか、大きい仕事任されるようになるのかなぁ。そのときは先輩助けてくださいね！」

「はじめから他人ひとを頼たよりにするなよな」

　そんな後輩を笑いながら、研究所の自動ドアをくぐる。

「先輩は何階でしたっけ？」

「俺は三階の第二研究室」

　受付で入館許可書をもらった岸本は、物もの珍めずらしそうに研究所内をきょろきょろと見回っている。

「あ、じゃあ同じ階ですね。自分は新薬開発研究チームの第一研究室のほうです」

　元気よく返してくれる岸本に頷きながら、エレベーターに乗り込んだ。

「そういえば、そちらのチームリーダーの『日比谷さん』が死角なしのパーフェクト・ガイだとか聞いたんですけどまじっすか？　部内で女子の皆みなさんが騒さわいでたんですよ」

「え？　ああ、うん…まぁ、外見はね」

「なんですか？」

「いや、こっちの話。確かに、すごく頭の切れる人だし、顔も良いし、信しん頼らいも厚い人だよ」

　突然岸本が口にした日比谷の名前に思わず心臓を跳はね上げさせながらも、平静を装よそおって答えた。江崎と話をして以来、頑なだった心が少しほどけ、再び日比谷のことを前向きに考えられるようになっていただけに、名前を聞くだけでつい動揺してしまう。

「へぇ！　そんなひとって本当に存在するんだ。なんか話だけで憧あこがれますねぇ」

「………突つき抜けた変態だけどね」

「はい？」

「……ううん。独り言」

　夢は夢のままであったほうが、この可愛い後輩のためだろう。

　エレベーターが三階に到とう着ちやくして、そこでエレベーターを降りる。第一研究室と第二研究室では曲がり角を挟んで反対側になるので、岸本ともここでお別れだ。

「あ、先輩」

「何？」

　自分の目的の研究室に向かおうと背中を向けかけた千紘を岸本が呼び止めてくる。

「帰りにほんのちょっとだけそっちに寄っちゃ駄だ目めですか？　俺もそのリーダーさんのこと見てみたいです」

　お願いします、と両手を合わせてくる後輩に目を眇めさせる。

　ここは先輩として、厳しく「すぐに職務に戻もどれ」と指導するべきところなのだろう。

（でも、まぁ一いつ瞬しゆん見せたらすぐに帰せばいいのかな……）

　一目だけでも見られれば岸本も納なつ得とくして大人しく帰るだろう。そう考えれば、そのほうが面めん倒どうじゃなくていいという気がして、気づけば千紘は「分かった」と頷いていた。










　それから十分ほど経たった頃ころ。調ちよう剤ざい室に用ができてそちらに行っていた千紘は、研究室に戻ってきてドアを開けた瞬しゆん間かん、ぴしりと固まった。

「あ、せんぱーい。お邪じや魔ましてます」

　なぜかすでに中にいて、しかも自然にそこに溶とけ込んでいる岸本の姿に呆然とする。

　思わず近くにいた研究員に事情を求めると、「あれ？　友野さんがここで待つように言ったんじゃなかったんですか？」ときょとんと切り返された。

（……言ってないぞ、岸本）

　無む邪じや気きな後輩にふつふつとした気持ちになりながら、ぐるりと辺りを見回す。岸本が目的にしていた日比谷の姿はどこだろう。

「ああ、友野くん。来てたんだ。どうかした？　きょろきょろしちゃって」

　文ぶん献けん室から出てきた柏木に、「こんにちは」と挨あい拶さつをする。

「あの…、日比谷さんは？」

「日比谷？　今は他用で出てるよ。多分、もう少しで戻ると思うけど…というか、何？　実はさっきも、あの君の後輩くんって人から、日比谷の居場所を訊きかれたんだけど」

「えっ？　あー…イエ、すみません。大したことじゃないので……」

　心なしか不ふ機き嫌げんそうに岸本を見み遣やった柏木を笑ってはぐらかしながら、いつも穏おだやかな柏木の癇かんに障さわることをしてしまったことに焦あせって、心の中で岸本に悪態をつく。これはもうさっさと帰らせるほかはない、と千紘は慌あわてて岸本のほうに詰つめ寄っていった。

「岸本！　お前、仕事はっ？」

　研究をしている一角を傍そばから覗のぞかせてもらっている岸本が、にかっとした顔を上げる。

「もう済みました。あとは部長に預かってきた書類を持ち帰るだけですよ。こっち来たら先輩いないっていうから、お先に待たせてもらってたんです」

　無邪気にそう答える岸本に絶句して、大きな溜ため息いきをつく。

「岸本、もう部に戻って。遊んでる場合じゃないだろ？　あっちだって忙いそがしいんだから」

「えー…でも自分まだ『日比谷さん』見てないです」

　あからさまに不満だと唇くちびるを尖らした岸本に、「また今度な」と適当に言葉を見み繕つくろって、方向転てん換かんさせる。

「あれ…？」

　ふとドア付近の机の前で立ち止まった岸本の背中に、まばたく。

「どうしたんだ？」

「あの…先輩。ここに置いてあった書類を知りませんか……？」

「え？」

　それは一体どういう質問なのだ、と嫌いやな予感に眉まゆを顰ひそめた。

「こ…ここに置いてたはずの、部長宛あてに預かってきていた書類が消えましたっ……」

　振り返ってくる岸本の顔が、先ほどの天てん真しん爛らん漫まんさを失って、真っ青になっている。

「はぁっ!?」

「ど、どどどどうしましょう、先輩っ」

「どうするって──」

　知るか、と一いつ蹴しゆうしてやりたい気持ちを押し殺して、汗あせばみ出す掌てのひらを握にぎり締しめた。

　こちらの不ふ穏おんな様子に、研究員たちの視線が心配そうに向けられてくるのを感じる。

　ここにいては研究の邪魔になるとは思ったが、外に出ようにも失くしたのがこの場所なら、そう簡単には外に出ることを思い切ることができない。

「先輩…っ、自分クビになったりしませんよねっ……？」

「そんなこと心配する前に探せよ！　確かに置いたならどこかにあるだろう？　俺も探してやるから！」

　すみません、と半泣きになって机の周りを確かく認にんしはじめる岸本に尋たずねる。

「書類はファイル？　それとも紙のまま？」

「紙ですけど、クリアファイルに入れてありました」

　それなら大して厚さがないから探しにくいじゃないか、と舌打ちをする。

「こっちにはないですっ…」

「本と本の間には？」

　研究員たちには、こっちのことは気にしなくていいからと何度も謝って、机の下や、段ボールの中まで可能性があるところは全て探した。

「ないです、ね……」

　蒼そう白はくな顔をする後こう輩はいに同情を覚えた。だが考えてみれば岸本に日比谷を見たいとねだられた時点で、自分がちゃんと部署に戻るように指導しておけばよかったのだと責任を感じた。

（だけど、いきなり消えるわけない。それは絶対ない）

　これは誰だれかが動かしたのかもしれない。迷惑を承知で、研究員たちに尋ねてみようと声を上げかけた。ちょうどそのときだった。

「ねぇ、友野くん」

　柏木が緩ゆるく小首を傾かしげながら、ドア近くに置いてある空のゴミ箱を指差しながら言った。

「さっき、清せい掃そうの人がゴミの回収に来てたから、もしかしたらそこらへんの紙ゴミをまとめたのと一いつ緒しよに持っていかれちゃったのかもしれないよ？」

「！」

　それだ。間ま違ちがいなく。

「先せん輩ぱい、自分はどうすればいいですかっ？」

　おろおろとしている後輩に、とりあえず落ち着けと肩かたを叩たたいて、千紘は指示を出す。

「岸本は所内でまだ清掃員さんが作業してないか探してみて。俺は集積所のほう行ってみるから、そっちで見つからなければ合流。…大だい丈じよう夫ぶだから。しっかりしろよ」

「はい……」

「もしものときは俺も一緒に謝りに行ってやるから」

「はい…ありがとうございます。すみません……」

　そうやって、すでに自信喪そう失しつしている後輩に励はげましの言葉をかけるものの、本心では千紘も本当に大丈夫なのだろうかと不安だった。

　けれど、悩なやんでいる暇ひまはない。

　もう一度研究員たちに詫わびを入れて、千紘は岸本を連れて研究室を後にした。

　出て行きがけに柏木に「頑がん張ばってね」と声をかけられたような気がしたが、反応したのが遅おそすぎて、答えることができなかった。

　けれど、実際頑張らなければ。大事な書類を身から離はなすなんて自じ業ごう自得といえばそうだが、普ふ段だんから無む駄だに元気な後輩のしょげかえった姿は、さすがに心が痛んだ。

　よし、と気合いを入れ直して、千紘は会社敷しき地ち内にある、一度社内全すべてのゴミが集められる集積所へと駆かけ出した。










（くっさ……）

　夏という時節も手伝ってか、ゴミ袋ぶくろの口は閉じられているというのに、狭せまい集積所の中はもわりと言葉にしがたい臭しゆう気きに満ち溢あふれていた。

　これが一つの収集日までに集まるゴミの量なのかと、その気が遠くなりそうなほどの数の袋ふくろの山に辟へき易えきした。

「とりあえず、これを地道に開けていって、それらしいものを探すしかないか」

　吸い込む饐すえた臭においに、腹の奥から込み上げてくるものがあった。

　くらくらしそうな中で、なるべく息を止めながらゴミ袋を開かい封ふうしていく。

（気持ち悪い……）

　背中をぐっしょりと濡ぬらす汗にげんなりとした。もう何個開けたか分からない量のゴミ袋が、自分の背後で新しい山を作って積み上がっていく。

　そのとき集積所の外のほうから、こちらに向かってくる足音が聞こえてきた。

　岸本か、と思って振ふり返ったそこにいた人物に千紘は瞠どう目もくした。

「日比谷…さん───」

　白衣の袖そで口ぐちで鼻を押さえて、険しい面おも持もちをする日比谷が、周囲を見回しながら呟つぶやいた。

「ひどい臭いだな…。人が長居していい場所じゃないぞ、ここは」

「なんで……」

　千紘の隣となりに屈かがみ込んだ日比谷が、咳せき払ばらいをして近くのゴミ袋を引き寄せる。

「後輩のために頑張ってるそうだな。……俺も手伝ってやる」

「日比谷さん…」

「さっさと見つけて帰るぞ」

　眉み間けんに色いろ濃こく刻んだ縦たて皺じわを和やわらげることなく言う日比谷が、今どれだけ苦痛を味わう空間に身を置いているかは、今いま更さら説明するまでもない。他人よりも鼻が利ききすぎる日比谷にとって、ここはまさしく地じ獄ごくだろう。

　それに、ここには日比谷を苦しめる弊へい害がいがもう一つある。

「でも、ここ狭い場所ですから……」

　戸と惑まどいを口にしながら、窺うかがうように日比谷を見み遣やる。

「気にするな」

　ふっと伏ふせられた睫まつ毛げの下で、日比谷がほんの少しだけ微笑わらったのが分かった。

「俺は、お前が一緒なら大丈夫だから」

「……」

　なんで、どうして、と尋ねる言葉は尽つきそうもない。

　それでも、千紘が困っているのを聞けば、日比谷はこうやって来てくれるのだ。

　その言葉だけで、日比谷の気持ちを痛いほど感じることができる。

「……ありがとう、ございます……」

　胸に込み上げる、溢れ返りそうな気持ちを堪こらえるように、千紘はきゅっと唇を嚙かみ締めた。

　震ふるえる声で、小さく呟いただけの言葉もしっかりと拾い上げて、日比谷はただ無言で千紘の頭を撫なでてくれた。

　それからすぐに合流してきた岸本も含ふくめて捜そう索さくを続けて、一時間ほど経たった頃ころだった。

　思わず弱音が漏もれそうになったとき、突とつ然ぜんその場に降って湧わいたような第三者の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「日比谷！　こんなところで何してるんだよ!?」

　出入り口に姿を見せた柏木が驚きよう愕がくの表情をしている。他ほかなど何も目に入らないと言わんばかりに足音荒あらく日比谷の許もとに歩み寄ってきた柏木が、その腕うでを摑つかみ上げた。

「お前こんなひどい臭いがする場所は無理だろう!?　顔が真っ青になってるじゃないか！」

　その声に、千紘ははっと日比谷を振り返る。柏木が言った通り、最も早はや顔色なんてものがなくなっている日比谷に息を吞のんだ。

「とにかく帰ろう、日比谷！　だってここにあるって確証だってないんだろう!?」

「……大おお袈げ裟さだ。別に問題ない。大体、研究室を探してなかったのなら、他の可能性を当たるとして、ここが最有力だろう」

　柏木を押し返すように手を振りほどいた日比谷が、再びゴミ袋と向き合ってくれる。

「日比谷！」

　そんな光景を見て、柏木が再度声こわ高だかに日比谷を呼ぶ。

　こんなにも激しく感情を顕あらわにする柏木を見るのは、はじめてだった。そして何よりも、これほどまでに日比谷を案じている柏木の姿に、千紘はひどい違い和わ感かんを覚えた。

「なんで、そこまでするんだよ……」

　拳こぶしをきつく握り締める柏木が、苦しげに呟きを漏もらす。

　柏木を見向きもせずに、ただもう気力だけで機械のように書類探しを続ける日比谷が、低い覇は気きのない声で答えた。

「────大切な相手が困ってたら、手を貸すのは当たり前だろ」

　日比谷の答えに、あからさまに柏木の肩が震えるのが分かった。

　千紘はきゅっと唇くちびるを嚙み締しめて、睫毛を伏せる。

「分かったよ……」

　ぽつりと呟いた柏木から、小さく鼻をすする音が聞こえてきた。

「───僕も手伝えばいいんだろ!?」

　まるでやけくそのように声を上げた柏木が、再びそこを足音荒く離れていく。

　その後は早かった。数分もかからないうちに、柏木に見つけ出された書類が、岸本の手元に返ってきた。クリアファイルからは抜ぬき取られたそれは少しだけ皺がついていたが、どちらかといえば綺き麗れいな折り目の入り方をしていたので、それほど悲ひ惨さんな状態にはなっていなかった。

　岸本が土下座する勢いで柏木に礼を言いはじめたが、柏木はそれを避さけるように「先に戻もどってる」とその場を離れていってしまった。

　岸本も上司に書類を届けると言って去ってしまい、その場には千紘と日比谷だけが残された。

「千紘」

　その静かな呼びかけに、ゆっくりと振り返る。

　外に出たおかげか、少しだけ顔色が戻ってきたような日比谷にほっと安あん堵どの息をついた。

「今日はうちの後こう輩はいが大変ご迷めい惑わくをおかけしました。それと…、ありがとうございました」

　深々と頭を下げて、再び高い位置にある日比谷の顔を見返した。

　優やさしく目元を和なごませた日比谷が、ふっと口元に微笑を浮うかべる。

「……別にいい」

　その柔やわらかな響きをした一言に、思わず胸がきゅっと締めつけられた。

「なぁ…千紘。俺───」

「あ…のっ、日比谷さん」

　言われようとしていることは察しがついた。だからこそ千紘はそれを遮さえぎるように声を張りつめさせて日比谷を呼んだ。どうしてもその先は自分から言いたかった。

　先ほど集積所で日比谷が言っていた言葉を思い出して、妙みように切ない情動が込み上げてきた。

　一度唇を引き結んで、喉のどを上下させる。それから腹を決めて、日比谷を見上げた。

　見返してくる静かな瞳ひとみに、僅わずかに口元を綻ほころばせる。

「俺も…日比谷さんに、話したいことがあるんです。───だから、今夜少しだけ、俺のために時間を作ってもらえませんか？」

　日比谷が大きく目を瞠みはらせるのを見て、急激に全身が火ほ照てり出す。

　それから、「また連れん絡らくします」と早口で告げると、千紘は逃げるようにその場から駆かけ出した。

　日比谷が完全に見えなくなったところまでやってきて、ほっと息を吐はき出す。

　話そうと思っていたことは、柏木に告白をされ、江崎の話を聞いたときからずっと考え続けてきたことだった。それでも答えを出そうとするたび不安で、決心が鈍にぶっていた。

　けれど今日、日比谷が自分のことを『大切な相手』だと称しようしてくれて、心は完全に定まった。

「それにしても俺…今、相当臭ってるよね」

　これは会社を出る前に、一度会社のシャワールームを借りたほうがいいかもしれない。

　だが、それより前にやらなければいけないことがある。

　まだ中ちゆう途と半はん端ぱになったままのことだ。

　千紘は目線を上げて、「よし」と気合いを入れ直す。

　そして、研究所に戻るべく歩き出した。










「……柏木さん」

　研究所に備えつけられたシャワールームから出てすぐのラウンジにその姿はあった。

　呼びかけると、前のめりに窓に寄りかかって夕暮れの空を眺ながめていた柏木が、ゆっくりと振り返ってくる。

「ああ、友野くん。さっきはお疲つかれさま」

　千紘を見た柏木が、まだ濡ぬれている髪かみを搔かき上げて、ほろりと微笑を零こぼした。

「どうしたの？　何か用？」

「……お話、少しいいですか？」

「うん、何？　もしかして君の後輩の大切な書類を僕が隠かくしてたことに関する話？」

　あっけらかんと言い放った柏木に、瞠どう目もくして固まる。

「え…？」

「あれ。もしかして違ちがうこと？　ああ、うそ…余計なこと言っちゃった」

　大して悪びれた風もなく言った柏木に、困こん惑わくした。

「────後輩くんがさ、なんとなく目め障ざわりに思えて。どこか消えて欲しいっていうか…、ちょっと意地悪するだけのつもりだったんだけど。だって、仕事の書類を本当に捨てるわけないじゃない。少し経ったら、ちゃんと返そうと思ってたんだよ？　それなのに、予想外に日比谷がムキになってるんだもの……」

　そう伏し目に呟つぶやいた柏木の儚はかなげな横顔に、思わず息を吞のんだ。

「それで？　友野くんの話って？」

　あくまでも柔らかな物もの腰ごしで尋ねてくる柏木に、いつもの穏やかで優しい顔と、子供の無む邪じや気きさで平然と残ざん酷こくになれる顔、どちらが本当の柏木なのだろうと戸惑った。

「告白の返事をしに来ました」

「告白？　ああ…そっか。───うん、聞くよ」

　今思い出した、という調子で頷いた柏木が、途と端たんにふっと表情を和やわらげる。窓から離はなれて、千紘と向き合ってラウンジのテーブルに寄りかかると、その手が膝ひざの上で組まれた。

　千紘はふっと柏木から目を逸そらす。床ゆかを見下ろしながら、静かに言葉を紡つむぎ出した。

「柏木さんは…本当は俺のことが好きなわけじゃないですよね」

「───」

　言うと、柏木が息を詰つめる気配を感じた。

　このあと柏木がどう出てくるのかが分からず怖こわくて、千紘は俯うつむいたまま、いつまでも正面を向くことができなかった。

「……予想外だったな」

　ぽつりと柏木から呟きが漏れる。

「どこで分かったの？」

　ゆっくりと顔を上げると、苦く笑しようじみた、照れ隠しにも似ている複雑そうな笑えみを浮かべた柏木が小首を傾かしげた。

「それに、告白までしてあげれば大たい抵ていの子は堕おちてくれたんだけどな。……何が駄だ目めだった？」

　少しだけひそめられたように低くなった柏かしわ木ぎの声に、ついと眉まゆを顰ひそめた。

「……以前。アレルギーテストの資料をお借りしに行った日、柏木さん、日比谷さんの白衣を抱だいて寝ねていましたよね……？」

　言うと、一いつ瞬しゆんきょとんした表情を浮かべた柏木が、途端に笑い出す。

「ああ、なんだ。気づかれてたの。……そっか、もしかしてそこで分かっちゃった？」

「…そういうわけじゃ、ないんですけど……」

　千紘は言い淀よどんで、そっと柏木のほうを見上げた。

　交差する視線に、無性に息苦しくなる。柏木の瞳は、千紘に告白してきたときと同じくらいに澄すんでいて、それでいてどこか寂さびしげな色をしていた。

　千紘はすん、と鼻をそよがせる。ふといつも柏木から立ち上る甘い香かおりを思い出して、静かに睫まつ毛げを伏ふせた。

「────いつもつけてる香こう水すい。オシロイバナがベースのものですよね」

「……」

「日比谷さんが、良い匂においだって言っている花の……」

　以前、この香水を「良い匂いがしますね」と褒ほめたとき、柏木が嬉うれしそうに「大切な香りなんだ」と言っていたことを思い出した。

　あのときは気づきもしなかったが、あれは日比谷のことを言っていたのだ。

　そのときふっと柏木が自じ嘲ちよう気味に笑った気がした。

「……だったら何？　可笑おかしい？」

「え？」

　僅かに震ふるえている柏木の肩かたを見て、千紘は動どう揺ようした。それから持ち上がった瞳に色いろ濃こく映った憎ぞう悪おにも似た猛たけ々だけしい色に、困惑する。

「だって仕方ないだろ？　好きになったのが、つき合う相手を匂いで選ぶ奴やつだったんだから」

　柏木の膝で組まれていた手が、いっそうきつく結ばれる。

「僕は君みたいに日比谷が望む匂いなんてしてない。それがどんな匂いかも分からない。……なら、少しでも振ふり向いてもらえる可能性にかけて、既き製せい品ひんに頼たよるしかないだろ」

　静かで、そして苦痛に満ちた声が、千紘の胸に突つき刺ささってくるようだった。

　けれど、千紘だって日比谷のことを想おもう気持ちは同じだ。

　だからこそ、不可解だった。

「ならどうして、他ほかの人とつき合おうなんて……」

　あのときの言葉にも、態度にも、それ自体には偽いつわりがあったとは思えない。あれは本気の目だった。不思議とそれだけは断言できる気がした。

「僕は、誰だれとだってつき合える。だって、そんなことは大した問題じゃないもの。……それよりも、好きな相手を誰かに持っていかれるほうがよっぽどつらいよ」

　柏木はどうでもいいことだというように、億おつ劫くうそうに語る。

　分からなかった。本当にそうなのだろうか。偽りの関係などきっと虚むなしいに決まっている。

　けれど、そう思うのに、なぜか千紘はその言葉を口にすることができなかった。

「けど、もういいんだ」

「…え？」

　溜ため息いきをつくような呟きだった。

「もうやめる」

　不意にテーブルから身を起こした柏木が、テーブルから身を起こす。遠くに丸めたように置いてあった自身の白衣をたぐり寄せて、少しだけ寂しげな微び笑しようを浮うかべた。

「大学生の頃ころから、ずっと好きだったんだ。なんでもできるくせに、全然飾かざらない日比谷に一ひと目め惚ぼれだった」

「………」

「信じられないかもしれないけど、僕は当時すごく地味でね。同じ場所にいても印象が薄うすくて、仲間内でもいることを気づかれないことがままあったくらい。性格も根暗で陰いん険けんだったし…まぁ、そこは今もあんまり変わらないんだけど……」

　柏木がふっと、昔を振り返るような眼まな差ざしを作って、小さく笑った。

「でも、日比谷って鼻が利きくでしょ。顔より匂いで他人を覚えちゃうような人だから、そんな僕でも気づかれないなんてことなかった。……そういうのも、すごく嬉しかった」

　だけどね、と柏木が微かすかに息をつく。

「自分で当たる勇気なんてなかったから、日比谷に近づく相手を追い払はらうことぐらいしかできなかった。ずっと諦あきらめきれなくて、執しゆう念ねんみたいに職場まで同じところに来ちゃったけど……」

　そこで一いつ旦たん言葉を切った柏木が、思わずといった調子で笑った。

「でも…あれだけ拘こだわってたことが噓うそだったみたいに、今日の日比谷の一言で憑つき物が落ちたよ」

　白衣をばさりと翻ひるがえして、柏木は鼻を捩よじらせると、後ろ手にそれを肩に掛かけた。

「あのくっさい集積所の中で、思い出の匂いも失くしてきちゃったみたいだし」

　おどけたように言って、その背中が千紘に向けられる。

　気の利いたことなんて何も言えなくて、けれどそんなことを思う自体がおこがましい気がして、千紘はただ黙だまって柏木の話を聞いていることしかできなかった。

「大体さ…あんな匂い、全然意味なかったからね。多分あいつはさ、結局、一つのものを決めてしまえば、それ以外には興味なんてないんだよ。……だから、僕がもう何をやっても無む駄だ」

　そして歩き出す柏木が最後に、少しだけ疲れたような──あるいは気が抜ぬけたような、そんな声で小さく呟きを漏もらす。

「────だからもう僕は、イチ抜けた」
















　なんとなく落ち着かない気持ちを持て余しながら、千紘は髪かみを拭ぬぐっていたタオルを首にかけ、ソファでコーヒーを啜すすっている日比谷の隣となりにすとんと腰こしを下ろした。

「あの…すみません。お待たせしました」

　考えることは誰も同じで、自分も日比谷も、急な出張に合わせて常備してある着き替がえを片手に、一応会社のシャワールームで身体からだを流してきていたが、それでもまだ集積所の臭しゆう気きが身体にこびりついているような気がして、千紘の家についたら第一に風呂ふろに入ることになった。

「いや…。悪かったな、俺まで借りさせてもらうことになって」

　どこか所在なげにソファに腰を下ろしていた日比谷が、身を立てて、改めて座り直す。

「大だい丈じよう夫ぶです。気にしないでください」

　そう言ったきり会話が途と切ぎれてしまい、気まずかった。

　何をどう切り出せばいいのだろうか、日比谷が話したいと言っていたことはなんだったのだろうかと延々考えながら、ちらりと横目で日比谷を窺うかがう。

　けれど、今日話をしたいと呼び出したのは千紘のほうなのだから、やはり自分から切り出すべきなのだろう。

「あの、日比谷さんっ…」

　千紘は部屋着であるＴシャツの裾すそをきつく握にぎり締しめながら、思い切って日比谷に声をかける。

「……ん？」

　日比谷の静かな眼差しが向けられたその刹せつ那な、心が大きく震えた。

　ふとした瞬しゆん間かんに気づかされる。

　いつの間に、こんなにも日比谷のことを好きになっていたのだろう。

　無む性しように堪たまらない気持ちになって、千紘は衝しよう動どうに突き動かされるように、日比谷の空いた手を両手で摑つかんでいた。

「千紘？」

「ひ…日比谷さんは、俺のこと、まだ少しでも好きだと思ってくれていますか……？」

「───」

「……それが、どういう理由でも」

　千紘の言葉を聞いて、日比谷の目が緩ゆるやかに見開かれていく。

　それから僅わずかの間を空けて、日比谷が手にしていたカップをテーブルに置いた。

「……好きだ」

　前を向いたまま、呟つぶやくように言った日比谷を見つめる。それから、不意にかけられた重みに、千紘ははっと自分の手を見下ろした。

　自分が重ねた手の下から抜き出して、指先を絡からませるように握り直してくれた日比谷に、千紘は途と端たんに泣きたい衝動に襲おそわれた。

「好きだ。…千紘」

　もう一度、言葉を重ねられる。今度は確かな響ひびきで。先ほどよりもいっそう甘く。

「お前のことが、好きなんだ」

　三度繰くり返して、苦く笑しよう気味に見返してくる日比谷が柔やわらかく表情を綻ほころばせる。　>>>♥

　千紘はぐすりと一つ鼻を啜りあげた。

　日比谷と距きよ離りを置いていた期間、何度も考えた。

　けれど辿たどり着く答えはいつだって同じで、今は何を考えようとも、どう否定しようとも、最終的に『日比谷が好きだ』という答えに戻もどってきてしまうのだ。

　そして気づいたことは〝いつか来る終わり〟を恐おそれることは、日比谷の性質に拘かかわらず、普ふ通つうに恋れん愛あいをしていたって同じだということ。

　だから、その先のことは結局のところ自分たち次し第だいなのだ。

「俺、わりとすぐに口とか出るほうだし…、また少しのことですごく悩なやんだりもすると思う……。あとは多分、かなり嫉しつ妬ととかもするほうだから…っ、そのうち、日比谷さんに鬱うつ陶とうしいとか思われるようになるかもしれないけど───」

　気持ちが込み上げてくるのと同時に溢あふれてきた涙なみだを、手の甲こうで大きく拭い取る。

「でも、日比谷さんが次に好きになる人が現れるまでは、一いつ緒しよにいたいと思いました……」

　そう告げると、日比谷の手が頭の後ろに回ってくる。ゆっくりと引き寄せてくるそれに身を委ゆだねると、やがて強く抱だき締しめられた。

　耳元で微かな日比谷の息いき遣づかいを感じた。そこにふっと笑えみが零こぼされる。

「────お前以上の相手になんて、もう出で逢あえるわけがないんだ」

　耳の後ろに鼻先をすり寄せるようにして、千紘の首筋に口づけをした日比谷が囁ささやいた。

　理由を問うように身を引くと、日比谷がそっと瞳ひとみを伏ふせて笑う。

「お前は覚えていないようだったし、あまり格好がつく話ではなかったから、特別する必要もないかと思っていたんだ。だけど…、最終的にこうやってお前を傷つける結果になるんだったら、見栄なんか張らずにはじめから話しておけば良かったな」

「…？」

　日比谷がなんの話をしているのか分からなくて、千紘は小首を傾かしげた。

　そっと伸のばされてきた日比谷の手が、猫ねこの仔こをあやすように千紘の顔の輪りん郭かくを撫なでてくる。

「俺は、お前が俺とはじめて会ったと思っている日よりも前に、一度お前に会ってるんだ」

「えっ…」

　千紘は丸くした瞳を日比谷に向けた。

　千紘が記き憶おくしている日比谷にはじめて会った日というのは、はじめて研究所でサプリメント開発の打ち合わせをしたあの朝のことだ。

（それよりも前に、日比谷さんと会ってる……？）

　一体いつ。どのタイミングで。

　説明を求めるように、じっと日比谷の言葉を待っていると、日比谷は過去を思い返すみたいに静かに目ま蓋ぶたを伏せて、当時のことを語り出した。

　ちょうど一年前の夏の日のことだ。それは、確かに千紘の記憶にも鮮せん明めいに残っている、プライベートで訪おとずれていた高層デパートで起こった、エレベーター事故の話だった。

　その日、千紘は学生時代の友人と久しぶりに会う約束をしていて、デパートへはその待ち合わせで訪れていた。

　予定よりも少し早く着いてしまった千紘は、時じ間かん潰つぶしに気に入りの店でも回ろうと高層階まで上ってきていた。そして約束の時間が迫せまり、慌あわてて降下のエレベーターに乗り込んだ。

　事件が起こったのは、そのときだった。

　あと数階で下まで着くといったところで、突とつ然ぜんエレベーターが大きく揺ゆれて停とまったのだ。

　原因はエレベーターの制せい御ぎよソフトの誤作動によるもので、停止階に辿り着くその区間で閉じ込められてしまった。結論から言えば、それから三十分程度で救出されたわけだが、それまでエレベーターの中はまさに混乱の渦か中ちゆうといえる状態だった。

　ある程度の広さは確保されているとはいえ、複数が乗っていればおのずと狭せまくなる空間で、恐きよう怖ふによる怒ど声せいが響いていたことを覚えている。

　千紘は、友人への状じよう況きよう説明の連れん絡らくを済ませて、エレベーターの隅すみで大人しく佇たたずんでいた。

　そのときだ。突然、千紘の視界の端はしを人が崩くずれ落ちる姿が掠かすめたのだ。

　うずくまるその様子に気づいた千紘は、慌ててその傍そばに駆かけ寄って介かい抱ほうした。

　そして───どうやら、それが当時の日比谷だったらしい。

「あ…れ、日比谷さんだったんですかっ？」

　日比谷が顎あごを引いて是ぜを示す。そんな迷いのない肯こう定ていに、千紘はぽかんと口を開いた。

「あのときは、本当にどうにかなるかと思った。狭い空間にいるだけでも苦痛なのに、あんな色んな人間の匂においが混ざり合った熱気でうだる空間に閉じ込められて、あげく喚わめき散らされる声で、鼻も頭も耳も、全身でどうにかなるかと思った」

　エレベーターの壁かべに寄りかかり、荒あらい呼吸を繰り返して身を震ふるわせている日比谷の姿を見たとき、これはまずいと咄とつ嗟さに頭が警告を発してきた。

「お前が真っ先に気づいてくれたんだよな。……と言っても、俺はそのとき意識なんてほとんどなくて、お前のことを視覚的に認にん識しきすることはできなかったんだが」

　言いながら、日比谷が小さな息をつく。

　閉所恐きよう怖ふ症しようなのかと思ったのだ。そんな友人が身近にもいたこともあって、そうなったときに水分を摂とって、一つのことに意識を集中させていれば落ち着いてくると言っていたことを思い出し、慌てて鞄かばんの中から自分の飲みかけのミネラルウォーターを引っ張り出して、日比谷に手て渡わたした。

　ひとしきり水分を摂り終えると少し落ち着いたのか、息遣いが楽になった気がした。そのとき、不意に日比谷から抱き締められたのだ。

「あのとき、あんまり強い力で抱だきついてくるから、ちょっとびっくりしたんですよ。でも…何かに摑まっていれば安心するのかなって思って───」

　気づけば、「大だい丈じよう夫ぶですよ…」と千紘もその震える背中に手を回していた。

　僅かに瞳を伏せる日比谷が、口元に優やさしげな微び笑しようを浮うかべる。

「ああ…すごく安心した。喧けん騒そうも圧あつ迫ぱく感かんも全部遠のいて───ただお前の温ぬくもりにだけ触ふれていればよかったから」

「……」

　救出されたのは、それから間もなくのことだった。千紘は日比谷をデパートの責任者に任せた。そして、軽い状況説明という名の事情聴ちよう取しゆを終えるとそのままその場を去ってしまったので、日比谷とはそれきりもう会うことはなかった。

　千紘にとって、それだけの出来事だった。友人の間でも大した話題にも発展せず、ただ風化の一いつ途とを辿っていくだけの記憶になるはずだった。

　けれど日比谷は違ちがっていたのだ。

「意識が戻ってからは、もう一度お前に会いたくて仕方がなかった。だけど、探す手がかりもない。顔も分からない。声も温もりもおぼろげで……でも、最後までお前の匂いだけは鮮明に憶おぼえていた」

　日比谷の指先が、愛いとおしむように何度も千紘の髪かみを絡ませては、梳すいていく。

「俺にとって、匂いは記憶だ。そう簡単に忘れたりはしない。───こうやってお前を見つけられたように」

　向けられた真しん剣けんな眼まな差ざしに、胸がどきりと高鳴った。

「だから一つ訂てい正せいをすると、俺は必ずしも物理的な匂いだけで相手を選んでるわけじゃない。ただ、自分の匂いの好こう悪おと相手の本質の善悪が不思議と合がつ致ちするんだ。それで、結果的に相手を匂いで選ぶような形になってしまっていた」

　その感覚は、きっと鼻が利ききすぎてしまう日比谷ならではの見解なのだろう。

　それはやはり千紘には少々理解し難がたいものがあったが、日比谷の言う、『匂いは記憶だ』という感覚は、なんとなくだが分かる気がした。

　けれど、そのとき日比谷が長い息をつきながら、僅かに俯うつむいた。

「…もっとも、お前に問い詰つめられたことに関して言えば、やっぱり全部が全部、否定はできない。誰だれとでも真剣につき合ってきたつもりだったが、一方で自分を一番に受け入れてくれる相手を求めて、むやみやたらと選えり好みしていた節は確かにあったからな」

　その答えに、千紘は胸に微かすかな細かい痛みが走るのを感じた。

「でも、信じて欲しい。──お前だけは本当に違うんだ。千紘」

　呼びかけられて、そっと目線を上げる。

　日比谷が諭さとすような、そんなひたむきな眼差しを向けてくれるのを真っ向から受け止めながら、その真意を探さぐるべくして、千紘はまばたいた。

「お前を好きになったことに、そういうものは関係ない」

　そう呟つぶやいた日比谷の言葉に、千紘は息を詰める。

　日比谷が、もう一度小さな声で「関係ないんだ…」と呟いた。

「ただお前を欲しいと思った。───本当にそれだけの気持ちから、お前のことを憶えていた。匂いがどうとか、そういうことでお前を好きになったんじゃない。もっと単純なことだ」

　ふっと日比谷が、切なげな微笑を零す。

「お前が好きだから、お前に関かかわる全すべてが愛いとおしかったんだ」

　本当に？　そう訊きこうとして喉のどより上に言葉が上ってこなかった。

　それでも、優しく頰ほおに触れてくる手が愛おしくて、千紘はそこに頰をすり寄せて微笑んだ。

「実際関わるようになった今は、前よりもっと好きになってる」

　心臓が、痛いくらいにこの男への想おもいで打ち震えている。

「俺も好きです。日比谷さんのことが、どうしようもないくらいに────」

　堪こらえきれない気持ちに突つき動かされるようにして、日比谷の首に腕うでを伸ばした。

　そのまま、どちらともなく唇くちびるを重ねる。次し第だいに深くなる口づけに、気持ちだけじゃなく身体からだまで熱く昂たかぶっていく。

　貪むさぼるように口こう腔こうで甘く舌先を絡からませて、息いき継つぎのたびに角度を変えて唇を啄ついばみ合う。

　どこでもいい。ただ日比谷に触れていられることが心から嬉うれしかった。

　それでも、それよりも先のことを知っている身体は正直だ。

　少しだけ離はなれがたい気持ちで身を引いて、照れ隠かくしのように千紘は柔やわらかく笑えみを零こぼした。

「これだけだとつらい感じです……」

　分かっているくせに、どこか甘ったるい微び笑しようを浮かべただけで小首を傾かしげてみせた日比谷に、千紘は率そつ先せんしてソファから立ち上がると手を引いた。

「千紘？」

「……こっち」

　上手な誘さそい方なんて知らない。

　けれど、これならきっと気持ちも察してもらえるだろうと、千紘は寝しん室しつにしている部屋のドアを開ける。室外で立ち止まり、僅かに目を瞠みはらせている日比谷を見上げて、そっとその胸にすり寄った。

　すでに期待に立ち上がっている下か肢しの昂りを日比谷の脚あしに押しつけて、自分の状態を報しらせた。

　部屋の中を向いていた日比谷の眼差しが緩ゆるやかに下りてくる。絡まった眼差しが、日比谷の微び苦く笑しようとともにほどかれた。

「仕方がないな……」

　自分だって同じ状態のくせに、余よ裕ゆうぶってそう口にした日比谷が柔らかく瞳ひとみを細めて、千紘を抱だき締しめたままベッドまで移動した。

　日比谷の部屋にあったものほどの広さはないシングルのベッド。部屋自体も、一人でいてちょうどいいスペースだ。

「狭せまくない？　大丈夫……？」

　ベッドに二人で倒たおれ込む。背中にスプリングの弾だん力りよくを感じながら尋たずねると、日比谷に大輪の花が綻ほころぶような優然とした笑顔を向けられた。

「────お前の匂いしかしないな。この部屋もベッドも腕の中も、何もかも」

「だって…俺の部屋だも……、んっ…」

　日比谷に唇を奪うばわれながら、その背中にしっかりとしがみついた。

　咥こう内ないで絡ませる舌が、くちゅくちゅと淫いん猥わいな水音を奏かなでる。

　思考を奪う巧たくみな口づけに翻ほん弄ろうされながら、千紘は一時たりとも日比谷から目を逸そらしたくないと思った。

「───困ったな」

「ぇ……？」

　ぽつりと呟いた日比谷を見る。

　囲い込むように千紘に覆おおい被かぶさる日比谷が、柔らかな苦笑を浮かべて、何度も優しく頭を撫なでてくれた。

「お前が愛おしすぎて、どうしたらいいのか分からない」

「っ…」

「大切に抱きたいのにな。壊こわしたらどうしようって不安になる」

　声にも表情にも手つきにも、全てに慈いつくしみを宿らせて自分を抱き締めてくる日比谷に、心が温かく満たされていく。

　背中に回した両手を日比谷の顔に添そえて、微笑みかけた。

「大丈夫ですよ。俺そんなに柔やわじゃないし。それに日比谷さん、優しいじゃないですか……」

　そう言って、もう一度日比谷に口づけをねだる。

「ん…、ふ……」

　触れ合ったところから熱が広がっていくみたいだった。自分の内側ではすでにぐずぐずと淫みだらなことを欲ほつする種火が燻くすぶりはじめている。

「────つらいというのはここのことか？」

「あっ……」

　揶や揄ゆ混じりにゆったりと尋ねてくる日比谷が、半身を起してスウェットパンツ越ごしに千紘の盛り上がった下肢を握にぎり込んでくる。

「ん、ゃ、だめ…っ、そん──きつ…い……」

　布越しに強めの刺し激げきを与あたえられ、さらに自分の劣れつ情じようが熱く立ち上がってくるのを感じた。

　Ｔシャツをたくし上げられ、そのまま脱ぬがされたそれをベッドの下に落とされる。体のラインに沿って添えられた日比谷の手に、千紘はびくりと大きく肩かたを震ふるわせた。

「あっ…、んんっ…」

　剝むき出した一方の乳ち首くびをきつく摘つまみ上げられ、指の腹でぐりぐりと押し潰つぶされる。

「可愛かわいいな」

　日比谷が剝き出した千紘の鎖さ骨こつに舌を這はわせ、その窪くぼみを強く吸い上げた。たちまち浮うかび上あがる赤い所有印に、たとえようもない甘やかな電流が末まつ端たんの神経にまで駆かけ巡めぐっていき、全身が戦慄わななく。

「ふ、ぅ…っ」

「声、我が慢まんしなくていいから」

　今いま更さらのように口元を覆い隠す千紘の手を取り払はらって、日比谷は下肢への刺激を強めてくる。

「あ…やぁ…っ、ひび…や、さ…、あああっ…───」

　執しつ拗ように爪つま先さきで弄いじくられる胸の突とつ起きが、まるで赤い実をつけたみたいにぷくりと膨ふくれ上がっていた。スウェットに忍しのび込んできた掌てのひらが下着越しに千紘の形を確かめるように動く。先ほどよりも鮮せん明めいになった刺激に、張り詰めた内うち腿ももが否いや応おうなしにぷるぷると震えた。

「いや…だ…っ、もっとちゃんと…、ちゃんと触さわってください……！」

　切ない愛あい撫ぶが苦しくて、千紘は狭いベッドの上を四つん這ばいに返ると、シーツを搔かいて逃にげ出そうと試みた。

「こら、どこに行くんだ千紘」

「ん…んっ…やぁ…っ」

　腰こしを腕で搦からめ捕とられ、身動きを封ふうじられる。責めるようにまた乳首を強く引っ張られ、痛いのかくすぐったいのか分からない突き抜ぬけるような刺激に、嬌きよう声せいを上げた。

「ひっ、ぁ！」

「ここか？　触って欲しいのは」

「ん…っ、ああ……ッ！」

　スウェットを腰から引き下ろされ、現れた下着から局部だけを引っ張り出される。中ですでにめいっぱい濡ぬらされていたそこが空気に触ふれ、その冷たさに総毛立った。

「もう入り口が、とろとろに蕩とろけてきてるな。ここを弄られるのは好きか？」

　そう言いながら、先せん端たんの窄つぼまりを押し開くように指先でくじられ、千紘は目を剝むいた。

「んああっ…そ、れ、や…ぁ…っ！」

　背中から覆い被さられるような体勢で敏びん感かんなところを指の腹で擦こすられ、びくんびくんと腰を跳はね上がらせる。

　下着と一いつ緒しよにスウェットを足から抜き取られ、下肢部の恥はずかしいところを全すべて日比谷の前に晒さらされた。それを隠したくて内腿を閉じるが、すぐに尻しり朶たぶとともに左右に割り広げられてしまう。

「あ…っ、やだ…恥ずかしい───」

「恥ずかしいことなんかない。今日は千紘の気持ちいいことだけをしてやりたいから、お前の好きなことを教えてくれ」

　自分の好きなことなんて、そんな恥ずかしいことを言えるわけがないのに、意地悪だ。

　そうしている間にも、日比谷は的確に千紘の弱点を狙ねらって、千紘の情じよう欲よくを煽あおってくる。

　片方の手で薄うすい胸を揉もみしだかれ、もう一方では下肢をまさぐられた。潤うるんで口を開く先端を指で弄られるたびに先走りの蜜みつが溢あふれ出す。それを下肢全体に広げられ、達いくか達かないかの絶ぜつ妙みような力で熱く昂たかぶった自身を扱しごかれた。

　ぐずぐずに蕩け出す思考が快感しか追い求められなくなりそうになったとき、千紘は微かすかに残る意識で、日比谷の手を摑つかんで行こう為いを止める。

「千紘？」

「俺も…したい、です」

　振ふり返ると、涙なみだでぼやけた視界の中に、目を見開いたまま固まっている日比谷を見た。

「俺にも日比谷さんのこと、気持ちよくさせてください……」

　もぞもぞとベッドの上を這いながら、その膝ひざ元もとまでやってくる。

「嫌いやですか…？」

　尋ねると、日比谷の手が伸のびてきて優やさしく頰ほおを撫でられた。

「お前はそんなことしなくていい」

「……俺がしたいのに？」

　小首を傾かしげて、日比谷を見上げる。

　許可はなかったが、そっと伸ばした手で日比谷の前立てを広げると、そこに確かな昂りを見つけた。そっと指先で触れると、予想したよりも熱いそれに驚おどろいて手を引く。それでも、もう一度指先を添え、徐じよ々じよに掌全体で包み込んでいく。もう片方の手も添えて、下着の上から少しだけ揉み込むと、頭上で日比谷が呻うめくのが分かった。

「…っ、千紘…」

　こんなことはしたことがなかったし、心臓は破は裂れつしそうなほどに脈打っていた。

　けれど、感じてくれているのかと思えば嬉うれしくて、千紘はそっと日比谷の熱を下着の中から引きずり出した。

　直接触れるそれがあまりに熱くて、自分とは形も大きさもまるで違ちがうそれに怖おじ気づきそうになった。けれど、同時に腰の奥──以前、日比谷に快感を教え込まれた場所が甘く疼うずく。これがあのときに自分の中に入っていたのかと思えば、未いまだに信じられなかった。

　両手で持つと嵩かさを増すそれの先に、ゆっくりと唇くちびるを近づける。鈴すず口ぐちにそっと口づけると、びくりと震えたそれに、千紘まで驚いた。

　はじめての行為に戸と惑まどいながら、脈立った幹に舌を這わせ、雁かり首くびをちろちろと唾だ液えきを絡からませながら舐なめ上げる。それから一気に口に含ふくんだ。特有の青あお臭くささにえずきそうになりながらも、それに舌を絡ませて、ゆっくりと上下に扱いた。

「ちひろ……」

　吐と息いき混じりに名前を呼ばれ、髪かみに沈しずんできた日比谷の指先が、「気持ちいい」と言うように優しくそこを撫なで梳すいてくれた。

　口の中で大きさを増す日比谷に苦しくなりながらも、そんな日比谷の反応が嬉しくて、必死でそこに舌を巻きつける。

　やり方なんてよく分からなかったが、ただ日比谷を想おもう気持ちだけで一いつ生しよう懸けん命めいになれた。

　そんなときだ。

「────っ、ひぁッ…!?」

　突とつ如じよ襲おそいかかってきた刺激に、千紘は思わず日比谷の屹きつ立りつから唇を離はなしてしまった。

「な…なにを……」

　はっと振り返って日比谷を見み遣やる。

　丸くうずくまる千紘の後ろの蕾つぼみに、千紘自身の滑ぬめりをつけて中指を挿そう入にゆうしている日比谷が微笑ほほえんだ。

「ここ、すごく絡みついてくるな。欲しかったのか？」

「や、そんな…だ、めです……」

　このままでは、集中して日比谷のをできなくなってしまう。

「こっちのことは気にしなくていい。俺が千紘を良くしてやりたいだけなんだからな」

　ゆっくりと千紘の内ない壁へきをほぐしはじめる日比谷が、自分の膝元にへたり込む千紘の頭を優しく撫でた。

「んっ…や──」

　気にしないでいい、なんて滅め茶ちや苦く茶ちやだ。気にしないでいられるわけがない。

　負けじと再び日比谷のそこを口に含むも、敏感なところに的確に与あたえられる刺し激げきに、思考が全てそちらに流されていってしまう。

　気づけば、頭の芯しんを痺しびれさせる快感に何もかもを明け渡わたすように、千紘は日比谷の膝元に崩くずれ落ちていた。

「あっ…あん…や…、そこ…あっあっ……！」

「千紘？」

「…っ───」

　わざとらしく声をかけてくる日比谷に、答えたくないとシーツに顔を押しつける。

　劣れつ情じようから零こぼれ落ちる蜜を塗ぬり込みながら、いつの間にか二本に増やされた日比谷の指が中で縦じゆう横おう無む尽じんに動く感覚に目を見開いた。

「や、あッ、それ……！」

　柔やわらかく蕩けはじめる蕾の奥で、日比谷の指先が千紘の弱点を掠かすめる。

「ん、ひあっ、ああ……っ」

「そうか、確かここが好きだったな。千紘は」

　千紘の痴ち態たいを嬉しそうに笑った日比谷が、まるでそこをこそぎ取ろうとするかのように何度も指の腹をこすりつけてくる。

「ああっやぁ…だめ、も…ッ」

　少しだけ激しくなった抜き差しに、甲かん高だかい声を上げた。

「ん、んン…ッ、日比谷さん…っ」

　助けを呼ぶように、目の前の日比谷を見上げる。

「────もう、欲しい？」

　優しく瞳ひとみを細めた日比谷に、千紘は狂くるったように首を縦に振り乱みだして頷うなずいていた。

　日比谷が、唾液が口こう端たんを伝う千紘の唇を拭ぬぐい取る。

「千紘、こっちはもういいから」

　そう言って後ろから指を抜いた日比谷が、軽く千紘の頭を撫でると、目元を和やわらげた。

「おいで」

　柔らかく囁ささやいた日比谷に、両りよう脇わきを摑まれて引き上げられる。

　日比谷と向かい合うように膝ひざ立ちをして、戸惑うように千紘はその肩かたに手を置いた。

　自身が纏まとっていたＴシャツを脱ぬぎ捨てて、千紘の白く滑なめらかな胸むな元もとに鼻をすり寄せてきた日比谷が、悪戯いたずらめいた響ひびきで呟つぶやいた。

「千紘は俺を名前で呼んでくれないのか？」

　微笑つきで小首を傾げられ、身体からだの切なさと相あい俟まって胸に込み上げてくるものがあった。

　首を左右に振って、日比谷の首に腕うでを回す。　>>>♥

「ゆずるさん……好き」

「可愛かわいいな」

　日比谷は満足そうに破顔すると、千紘の腰こしをそっと引き下ろしてくる。千紘が昂らせた濡ぬれたそれが、後こう孔こうの窄つぼまりに触ふれたとき、びくりと背中がしなった。

　そのまま潜もぐり込んできた灼しやく熱ねつに、強い力で日比谷に縋すがりつく。

「あああ、ああ…っ！」

　隘あい路ろを押し開くように進むそれに、頭の中が真っ白に染まった。

「ん、あぁ…っ、はぁ…────」

　全てが収まったそこが無意識に収縮する。

　日比谷が低く呻く。それから微かな笑えみを漏もらすと、千紘の背中をしっかりと抱だき締しめてくれた。

「ずっと、お前が欲しかった。真っ直すぐで、温かい……お前だけが、俺の全すべてだ」

　答えながら、打ちつけてくるそれに、身体の全てを委ゆだねた。

「千紘、大好きだ───愛してる」

　繰くり返して言いながら、自分を搔かき抱いだく日比谷に、千紘も何度も頷き返した。

　優しい響きが幸せで、自然と涙なみだが溢あふれてきた。

「俺も…俺も、譲さんのことが大好きです」

　堪こらえきれなくなって、千紘は自分から日比谷の頰ほおに手を伸のばし、その唇にキスをした。

　一つになっているという事実が、最上の喜びを誘さそう。ただ目の前の相手を愛いとおしいと想う気持ちだけで、否いや応おうなしに昂たかぶらされていく気がした。

　余よ裕ゆうのない動きで穿うがたれる灼熱を貪むさぼることに必死になる。最奥に日比谷の先せん端たんが当たった瞬しゆん間かん、甘い刺激が脳天めがけて駆かけ上がっていった。

「あ、ああ…っ、ああああ…っ」

　そして、身の内から溢れ出す強きよう烈れつな快感が最高潮へ達したとき、最後の瞬間を迎むかえた。

　身の内で感じる熱い脈動に心を震ふるわせながら、追い上げてくる突つき上げに声を上げて、千紘は日比谷への想いを何度も吐と精せいするのだった。










　日比谷と気持ちを確かめ合ってから二度目になる、穏おだやかな休日の昼下がりだ。

　雪平鍋なべの中でぐらぐらと蒸気を上げるお湯の中にそうめんの束を回し入れて、千紘は箸はしを取りにカウンターまで移動する。

　そこから見えるリビングのソファで何か真しん剣けんに考え事をしている、昼を過ぎて突とつ然ぜんにそうめんが食べたいと言い出した男に視線をくれた。

　今日は朝から日比谷と二人で『香月』に出向いていた。うまく事がまとまりましたという報告も兼かねて、いつぞやに江崎から借りた傘かさを返しに行ってきたのだ。

（うう、でも恥はずかしかったな……、なんか）

　勿もち論ろん、手放しに喜んではくれたが、言葉や表情の端はし々ばしに漏れなく揶揄からかいの色も滲にじんでいて、千紘は江崎に何か言われるたびに赤面する羽目になっていた。

　けれど、帰り際ぎわにこっそり江崎に教えてもらったことは、複雑ながらも嬉うれしかった。

『メールがね、また来はじめたからうまくいったんだなぁ、とは思ってたんだけど。あんなに幸せそうな日比谷を見るのははじめてだよ。本当に君のことが好きなんだね』

　これが届くうちは安あん泰たいだね、とほのぼのと笑った江崎に見送られながら店を出た。

「なぁ、千紘」

「呼びましたか？」

　茹ゆであがったそうめんを水切りしながら、日比谷のほうに顔を覗のぞかせる。

「考えたんだが、今俺に必要なのはゴミ袋ぶくろだと思うんだ」

　深刻そうに指を組んで呟くものだから何事かと思えば、大したことではなさそうだ。

　冷蔵庫から氷を取り出しながら、千紘はぞんざいに応じる。

「あげませんよ。ご自分を入れてゴミ捨て場まで行ってくるというなら別ですが」

「なんでだ！」

　本気で驚きよう愕がくの顔を浮うかべる日比谷を呆あきれたように見み遣やった。

「どうせこの家の空気を持って帰るとか言い出すに決まってるからですよ！」

　二人分のそうめんと麦茶を載のせたトレイを手にキッチンを出て、日比谷の前のローテーブルにそれを置く。日比谷がどうして分かったというように目を見開いた。

　そんな思考を読み取ってしまえるようになった自分が切なすぎる。

「……ほんとに、信じられない」

　隣となりに腰を下ろしながら、悪びれない日比谷を横目で睨にらみつけた。

「もう俺がいるのに。ちょっと匂におい嗅かがれるくらい逃にげたりしないのに。……やっぱり、日比谷さんは俺の匂いが好きなだけなんじゃないかって本気で疑うんですけど」

「おいおい、こらこら」

　拗すねたように恨うらみ言を口にすると、今度は慌あわてたようにして機き嫌げんを窺うかがいにきた。

「これは俺なりの打開策というやつでな。考えてもみろ？　早くても来月には開発にも目め途どがつく。夏が終わる頃ころには、お前は完全に研究所に来なくなるし、今よりもお前を補給する時間が減るってことだ。だから、匂いだけでも毎日お前を感じていたいというか！」

　珍めずらしく早口で喋しやべる日比谷が、そんな納なつ得とくできるようなできないような弁解をしてくる。

　だが、そうか。もうすぐ開発研究も終わるのだ。

　確かに、仕事の勤務時間もばらばらな自分たちだ。今よりも格段に会える時間が減るだろう。

（そっか…。それは確かにちょっと寂さびしいかも……）

　勿論、だからといって日比谷の変態行こう為いを容認してやるつもりは毛頭ないが。

　トレイから下ろした皿をそれぞれの前に並べる。汗あせを搔く麦茶のグラスを見つめながら、千紘はぽつりと呟いた。

「……もう一つ、ほぼ確実に毎日顔を合わせられる方法もありますけどね」

　日比谷の視線が下りてくる。それをさりげなく見返して、ぷいと視線を外した。

「………一いつ緒しよに住んじゃう…とか」

「千紘！」

　感かん極きわまったように日比谷に呼ばれ、途と端たんに自分の発言に赤面する。

　千紘はこれ以上ないほどに火ほ照てり出す顔を隠かくすように、テーブルのほうに身を乗り出して「食べましょう」と箸を取り上げようとした。

「───だが、断る」

「えっ!?」

　まさかの拒きよ絶ぜつに、愕がく然ぜんと顔を振り上げた。甘ったるい空気が一いつ瞬しゆんで消し飛んでいく。なんだこの言い損ぞんな虚むなしさは。

「一緒に生活するってことは、お互たがいの生活臭しゆうが混ざるだろう。それはもの凄すごく複雑だ」

「ちょっと日比谷さん、それって……」

　やっぱり俺といるより匂いが優先ですか、と尋たずねようとしてやめた。

　今は日比谷の気持ちを疑っていないせいか、不思議と寛かん容ような気持ちでいられるのだ。

　それに日比谷のことだ、もう少しねだり続ければ、陥かん落らくするのは時間の問題だ。

「いいじゃないですか、混ざったって」

　千紘はこてんと日比谷の肩かたに頭をあずけて身を寄せた。甘えるようにすり寄ると、僅わずかに目を眇すがめた日比谷が、あっさりと手を伸ばしてくる。

　その手に応こたえて日比谷の首に両りよう腕うでを回すと、千紘のほうからその顔を引き寄せた。

「きっと二人なら、幸せな匂いにしかならないと思いますよ────」

　変態で匂い魔まで───それでも、一番愛おしい恋こい人びとである。

　千紘は降りてくるそんな男の甘やかな唇くちびるを受けとめて、自分にとっての幸せをいっぱい抱かかえているその胸に抱きついた。







　あとがき




　まさか人生のうちで、自分がこんなに『変態』について考える日が来ようとは……。

　そんな自分に慄おののきつつ……、お久しぶりの方もはじめましての方もこんにちは、月舘あいらです。このたびは拙せつ作さくをお手に取っていただき、誠にありがとうございました！




　本作は、担当様の「変態にしましょう！」の一声がなければ間ま違ちがいなく生まれることのなかった作品だと思います。

　変態ってなんだー、と終日『変態』という文字で頭を埋うずめ、壁かべに貼はった『変態』と書いた紙を眺ながめ、一いつ生しよう懸けん命めいお話を考えておりました（あれ…なんか色々間違って──ま、いっか！）。

　そしてなんとか完成したプロットを担当様に見ていただき、「攻せめが予想を上回る変態でびっくりしました」と言われ、こちらもびっくりしましたが、一方で非常に安あん堵どもしました。

　とはいえ、実際のところ自分の貧しい想像力では、変態より変質者に近いものしかイメージができず。本当は電車に乗った際に、前方に立つ女子高生の足の間に置かれたバッグを見て、「あのスクールバッグになりたい」と真顔で言った友人が日比谷のモデルなのでした。傍はたで聞いていて、非常に頭を抱かかえましたが、これがナチュラルな変態か……と妙みように勉強になりました。

　そういうわけで、本作はかなり日比谷に力を入れて書いたつもりです。それでも不思議とあの友人の一言に勝まさる変態が書けた気がしないのはどういうわけなのでしょう。もっと精しよう進じんしたいと思います。

　さて、今回もたくさんの方々にお世話になりました。特に担当様ですが、困ったときにはすぐにご相談に乗ってくださるので、すごくすごく心強かったです。大変感謝致いたしております。それと、ハイセンスなタイトルもありがとうございました！（笑）お世辞も冗じよう談だんも抜ぬきで、かなり本タイトルを気に入っております！

　そして、前作に引き続いてイラストを担当してくださった、こうじま奈月先生。いただいたキャララフを見てからしばらくはにやにやが止まらず、ものすごく怪あやしい人と化していました。明るく元気いっぱいな可愛かわいい千紘はもちろん、日比谷の格好良さには本気で悩のう殺さつされました。日比谷が変態でも許されるのは、先生のイラストがあるからのような気がしています。とてもご多た忙ぼうな中、素敵なイラストを描えがいてくださり、本当にありがとうございました！　幸せです。

　最後になりましたが、ここまで読んでくださった読者の皆みな様さまに、心からの感謝を！

　今回のお話はいかがでしたでしょうか？　少しでも楽しんでいただけるお話になっておりましたならば幸いです。作者的には柏木も愛すべきキャラクターだったので、嫌きらわないでやっていただけると嬉うれしいです。───それでは、再び皆様にお会いできます日を祈いのって！

　　二〇一二年　七月


月舘あいら　　
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彼かれが変へん態たいすぎて困こまる。








月つき舘だてあいら
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